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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






「作戦を確認します」

　薄うす闇やみの中、先頭を行くマリールイズが口を開いた。

　長い回かい廊ろうがどこまでも続いていた。

　暗い空間。冷たい空気。それらに加え、目的地に近づくにつれて、重い緊張感がパーティの頭上から垂れこめてくる。

　軽装歩兵姿のマリールイズは、曲がり角から慎重に顔を覗のぞかせ、眼帯に覆おおわれていない左目で、行く手の気配を探っていた。

「もうすぐ、目的地の広間に到達します。合図とともに私が最初に突入、目標の矢や面おもてに立ちながら前衛を務つとめます。レイは後衛を、適てき宜ぎ、私を掩えん護ごしてください」

「わかりました」

　マリールイズの傍かたわらで、レイはこたえる。

　茶色の髪、茶色の瞳ひとみ、平凡な外見。そこには疲労と、焦燥の色が色濃く表れていた。身に付けている鎧よろいは砂と埃ほこりとで汚れている。旅の最終地点を前に、その姿はくたびれきっていた。

　レイとマリールイズ。ここには二人しかいない。

〈白き盾〉のランサーたち、アメリア、ユージン、ソフィもここにはいない。

　彼らがここにいてくれたら、この不安も幾分、和やわらいだかもしれない。

　だが、二人は意識して、ランサーたちのことは口には出さず、さらに歩みを進めた。彼らのためにも、ここで引き返すわけにはいかない。

　回かい廊ろうの果て、二人は一つの扉の前に行き着いた。

　マリールイズが扉に手を掛かける。レイは、マリールイズの腕に触れ、制止した。

「やはり、相手は俺が引き受けます」

「そうはいきません」

「ですが」

「……私にはこうなった責任があります。それに……」

　マリールイズは、ぐっ、と拳こぶしを握りしめた。

「魔獣の前に立つのが前衛職の仕事なら、依頼主の前に立つのは運営職の仕事ですから！」

　そう言ってノックをすると、おもむろに扉を開けた。

「お世話になっております！　ランサーギルド〈白き盾〉、ギルドマスターのマリールイズ・ヴァイスシルトです！　今回のクエストの収支をご報告にあがりました！」




　そして五分後。

「話にならん！」

「「……申し訳ありません」」

　激げき高こうする依頼人の前で、レイとマリールイズは深々と頭こうべを垂れていた。

　豪ごう奢しやな広間。直立不動のレイたちを前に、依頼人のギルバート卿きようは収支報告書を手の甲で打ちながら、怒鳴り散らしていた。

「辺境開拓村の警護、期間は一週間。それでどうやったら二百万リィルも使えるんだ！」

　今回の依頼人ギルバート卿は、レイたちの用意した資料を叩たたきながら叱しつ責せきを続ける。

〈白き盾〉の運営職、レイとマリールイズは俯うつむきがちに、じっとそれに耐えていた。

　運営職にとって依頼人は魔獣よりも恐ろしい存在だった。赤字の収支報告をしなければならないのであればなおさらで、さらに超過した費用の負担を話し合わなければならないのであれば、それはもう難易度上級のクエストにも匹敵するような重圧感だ。

『前衛』に立ったマリールイズは強こわばった笑顔で弁明を開始した。

「それが、魔獣が思ったよりもいっぱい現れてしまって、それで経費が思ったよりもいっぱい……」

「いっぱい？」

　曖あい昧まいな返答に、ギルバート卿の表情が険けわしくなる。不穏な空気を察知し、マリールイズがさっそく『掩えん護ご要請』のサイン──かたかた震えながらレイにくっつき、依頼人に見えないようにレイの服の裾すそを引っ張るだけだが──を出した。

　レイは心中で嘆たん息そくしながらも、表情には出さず、一歩前に出て、暗記していた数字を読み上げた。

「頂いた資料を元に、村に出現するであろう魔獣を想定していたのですが、上級魔獣キマイラ三体、ロックイーター六体を始め、さらにハウンド三十六体、スライム約四十単位など、こちらの予想も出来ないほどの魔獣が現れたのです。結局、〈白き盾〉は百体近くの相手をする結果となりました。予算を超過したのはそのためです」

　レイは匂におわす程度に『頂いた資料』のことを口に出した。魔獣との戦いなんて、こっちだって避さけられるのなら避けたかった。適当な資料を押しつけてきたそちらにも問題がある。そう強く言いたいのだが……。

　そのとき、レイの提出した収支報告書の一点に、ギルバート卿きようは目を留とめた。

「ちょっと待て？　別途記載されている『ワイバーン三体』とはなんだ？　どうして別に記載されている？」

　めざとい。できれば見つけて欲しくなかった箇所。

　レイは動揺を見せないように淡々と言った。

「実は目的地への道中、魔獣たちの襲撃を受けた旅客を発見し、その緊急救助でさらに経費が嵩かさんでしまい……」

「何？　緊急救助など聞いてないぞ。で、費用請求の項目はどこにある？」

　レイは言葉に詰まり、マリールイズを見た。

　フィールドでの緊急救命の場合、救助したランサーギルドは被救助者に費用の請求ができる制度がある。そういったインセンティブがないと、ランサーが簡単に旅客を見殺しにしてしまう可能性があるからだ。

　マリールイズは二人の視線を感じ、びくりと肩を震わす。それから俯うつむきがちにこたえた。

「それがその方たちは開拓村に向かう途中だということで、手持ちのお金がなかったそうで、それで費用の請求は……」

「まさか、費用請求をしなかったのか！」

「はい……」

「馬鹿者！」

　広間にギルバート卿の怒号が響いた。

「身なりを粗末にして財産は宝石なんかに換えて隠しておくなど連中の常じよう套とう手しゆ段だんだろう！　そんなこともわからんのか！　若造！　貴様がついていながらこの様はなんだ！」

「……申し訳ありません」

　レイも頭こうべを垂れた。レイも、払えるだけでも払ってもらうべきと進言したのだが、マリールイズが遠慮してしまい、結局、費用請求を行わなかったのだ。

「いいか！　今回のクエストは保険特約の一環なのだ。開拓村損害保険の追加契約によって、付近に魔獣が棲すみついた際、保険引受人はランサーを派遣して魔獣を追い払うことになっている。これがどういう意味かわかるか？」

「ええと」

「このクエストに掛かかった費用は、全すべて、無制限で、私が支払わなければならんということだ！　少しは出来ると思って任せてみれば……！」

　ギルバート卿きようはさらに続けようとして、荒く息をつき、ふらりと椅い子すに倒れ込んだ。

「だ、大丈夫ですか？」

　心配そうに手を伸ばすマリールイズを、ギルバート卿が睨にらみつけた。

「勝手に慈じ善ぜん事業みたいな真ま似ねをした挙あげ句く、損失を出すなど論外だ！　次回の依頼は余よ所そへ回す。それから、超過した経費は今回の報酬から差し引く。いいな？」

「そ、それは……！」

　レイは絶句した。

　緊急救助の費用はともかく、本来の護衛クエストの費用超過は十分な情報が提供されなかったせいでもあるのに。超過した経費を報酬から引かれたら、ギルドの取り分はない。ほとんどただ働きみたいなものだ。

「何だ、文句があるのか！」

「「あ、ありません……！」」

　レイとマリールイズは、引きつった笑顔でこたえた。




　レイとマリールイズはぐったりと屋敷を辞した。

　夕刻、ロックフォートの空気はまだまだ暑く、乾いている。叱しつ責せきされた直後とあって、さすがに二人の間に会話は出てこない。高級住宅地である城じよう郭かく部から下町へ向けて、運営職の二人はとぼとぼと歩き始めた。

　新大陸。傭よう兵へいと魔獣の犇ひしめく大地。

　ここへやってきて三ヶ月。レイはこの地の本当の恐ろしさを目の当たりにしていた。

　俺は何も知らなかったのだ。

　戦うことだけが傭兵の仕事ではないことを。

　傭兵だからこそ、金を稼ぎ、暮らしていかなければならないことを。

　レイは頰ほおを叩たたき、気合いを入れ直した。

　クエストが終わっても、まだレイの戦いは終わっていない。『もう一つの戦い』。傭兵ギルドの『運営職』としての戦いは、まだ残っているのだ。






一、ファブリカ・ストラーリ






「経・費・削・減です！」

　レイの声に、うるさそうにドワーフの店主が眉まゆを上げ、そのまま黙って料理を続けた。

　傭よう兵へい街。いつもの酒場。

　朝食を取りにきていた客たちが、ちらりと奥のテーブルに視線をやった。

　テーブルの前で軍隊風の休めの姿勢を取っていたレイは、思わず大きくなっていた自分の声に気付き、咳せき払ばらいすると、声を抑えながら筆記板を鉛筆の頭でこつこつ叩たたいた。

「前回・前々回と、順調に黒字化していたクエストの収支ですが、残念なことに今回のクエストでは再び赤字に転落してしまいました。不ふ慮りよの事態があったとはいえ、やはりまだ装備品・消しよう耗もう品ひんの無駄が多すぎます。まず、アメリア。相変わらず砲弾の使用数が多すぎる。徹てつ甲こう弾だん、榴りゆう散さん弾だん、火炎弾、氷結弾、その他合わせて五十三発、どうしたらあの戦闘時間でこれだけの数が撃てるのか疑問なくらいです。次にユージン。カタナのメンテナンスのために砥と石いし、聖水、油を使いまくった挙あげ句く、魔獣から戦利品を引ひき剝はがすのにも非協力的なのは困ります。それから、ソフィ。エーテルの使用量が目に余る上、何ですか魔晶石の請求書は？　宝ほう杖じようの整備は運営を通してやってくださいと言ってあったはずです」

「うるせー、守しゆ銭せん奴ど」

　豹人族リユンクスの砲ほう兵へい、アメリア・ショートが耳をうるさそうに明後日あさつての方向に向けた。黒と灰色の入り交じった髪。彼女は同じく縞しま模も様ようの尻尾しつぽを苛いら立だたしげにぶんぶん振りながら、犬歯を剝むき出だしにした。

「戦闘の最中にいちいち弾たまの数なんか数えてられるか。こっちは命賭かけて戦闘してんだ。てめーみたいに暇じゃねーんだよ！」

「左様。戦闘は拙せつ者しやたちの領分、口出ししないでいただこう」

　隣に座っていた巨人族テイターンのサムライ、ユージン・ポポルスキーがむっつり腕組みをしながら、アメリアに同調する。二メートルを軽く超える身長。腕には大樹のような筋肉が根付いている。普段の温厚そうな雰ふん囲い気きは消え、今は不服そうに、口を一文字に結んでいた。

「それにカタナはサムライの魂。その手入れに文句をつけた上、魔獣から皮だの鱗うろこだのを剝ぎ取れなどとは。そんなもの武人の役目ではござらぬ！」

「全くです。何かにつけ金、金と。拝金など悪徳の極みですよ」

　さらにユージンの隣で、エルフの火術士、ソフィ・アーシェが静かに嘆たん息そくした。長い金色の髪の女性。碧あおい瞳ひとみが氷のように冷たく、レイに向けられていた。

「宝杖の調整には豊富な経験と繊せん細さいなバランスが不可欠。レイ、あなたのような素人にその調整を任せるわけにはいきません」

　口々に好き勝手なことを言ってくるランサーたち。レイは一歩も引かず、言った。

「ギルドの経営状態が良くないことはあなたたちもご存ぞん知じのはず。ギルドの存続のためには、みなさんの経費削減の協力が必要なんです」

「知ったことか、守しゆ銭せん奴ど」

「そうですよ、守銭奴」

「関係ないでござる、守銭奴殿」

「守銭奴、守銭奴言うのはやめてください！」

　レイが再び声を荒らげる。そこへ、

「まあまあ、レイ。そんなに厳しく言わなくてもいいじゃありませんか」

　今まで黙って聞いていた〈白き盾〉のギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルトが取りなすように言った。

　種族はヒューマン。真しん珠じゆ色いろの長い髪。赤みがかった瞳ひとみで穏やかに、皆を見回した。

「ランサーにとって装備は命綱、お金ならいくら掛かけても損にはなりません」

「……そういう正論を言う前に、あなたのその格好の意味をよく考えてくださいよ……」

「あれ？　どこか汚れてます？　洗濯したばっかりなんですが……」

　レイが呆あきれたように言うと、マリールイズは自身のウェイトレス姿を見下ろした。

　ドワーフの店主が、どん、とカウンターに皿を置いた。

「マリールイズ、上がったぞ！」












「はーい。ちょっと失礼しますね」

　マリールイズはカウンターに駆け寄って、店主の作った料理を受け取り、

「モーニングセット、お待たせいたしました。ごゆっくりどうぞ」

　客のいるテーブルに置くと、レイたちのところへ戻ってきた。

「ええと、それで何のお話でしたっけ？」

「ギルドマスターがそうやってアルバイトで赤字を補ほ塡てんしてるのが、そもそもおかしいんです！　あなたはギルドの状況がわかっているんですか。せっかく回してもらった仕事がなくなってしまったんですよ！」

　レイが強い口調で言うと、さすがにマリールイズも、むっとした表情を浮かべた。

「お言葉ですが、ギルドの財政状況なら私だっていろいろと考えているんです！」

「……例えば？」

「広場の屋台でアルバイトを募集してたので応募しようとか、朝の仕込みの前に新聞配達のアルバイトを入れようとか、いろいろアルバイトを探している最中なんですから！」

「アルバイトじゃなく本業で稼ぐことを考えてください……」

　いつもの手て応ごたえのない反応に力尽き、レイはがっくりと肩を落とした。




　レイ・ブラウンが新大陸へやってきてから三ヶ月が経過していた。

　傭よう兵へい都市ロックフォートでの生活は、旧大陸で思い描いたものとはかけ離れていた。

　ランサー志望であったにもかかわらず、どういうわけか運営職となってしまったレイ。剣を振るい魔獣と戦うはずだった日々は、ギルドの経営に頭を悩ます日々へとすり替わっていた。剣と盾は鉛筆と筆記板になり、毎日毎日、顧客を探し、依頼を引き受け、クエストの行程を作成し、物資を調達し、経費を計算し、収支を報告して、依頼人に叱しつ責せきされる、その繰り返しだった。

　それもこれも、この〈白き盾〉というギルドの体質に原因があった。レイがやってくるまでは、クエストでは常に赤字。一流の腕を持ちながらも、湯水のごとく経費を使うランサー三人のせいで、ギルドの経営は常に火の車状態だった。

　レイが運営職となって行ったことは、とにかく経費を節減することだった。ランサーたちに不満をぶつけられながらも、ようやくそれが実を結び、黒字が出るか出ないかというところまで来たところなのに、それも今回のクエストでまた赤字へと戻ってしまった。

　マリールイズの休憩時間。奥のテーブルに資料を広げ、レイは言った。

「仮に警護の依頼料が週当たり五十万だとして、荒あら利りは最低でも三割は取らないとやっていけません。どう考えても装備品の経費が掛かかり過ぎます。何か手を考えないと……」

「でも……」

　マリールイズは眉まゆ根ねを寄せた。以前のレイの発言を憶おぼえているのだろう。レイが〈白き盾〉に加入したばかりのとき、「アメリア、ユージン、ソフィのうち、二人以上を解雇すべき」と進言したことがあった。

　もちろん、今ではそんな考えはない。

　彼らが優秀なランサーであるのは間違いないし、優秀な人材を確保することが難しいのも知っている。そんな彼らを、今のところランサーの平均的な報酬、週三万リィルで雇やとえているという現実もある。

　何より、彼らがマリールイズの傍そばを自分の居所としていて、出来る限りのことをしてくれる心づもりであることが何より貴重だった。信頼関係は金では買えないものだ。

　……だから、もうちょっと経費節減に協力してくれれば、こちらとしても言うことはないのだが。

「例えば、ユージンに防御のスキルを身に付けてもらうとか、ソフィにもっと小規模な魔術を使ってもらうようにするとか、アメリアに弾薬の節約をしてもらうとか。それだけで状況はだいぶ変わると思うんですが」

「そこはみなさんの長所でもありますから。ユージンは防御力を捨てた渾こん身しんの一撃が持ち味ですし、ソフィの大規模攻撃魔術は他の術士よりも高い使用頻ひん度どによって練度が維持されているわけですし、アメリアの速射と高速装そう塡てんは彼女の代名詞ですし。ランサーが思った力を発揮出来なければ、経費削減どころか、命の危険だってあるんですよ」

「それはわかりますが……」

　あっという間に行き詰まる議論。マリールイズの手が空く度にこうやって話し合っているのだが、財政再建の妙案は一向に浮かんでこない。

　そこに、聞き慣れた声が割り込んできた。

「どうしました？　朝から景気の悪そうな顔をして」

「その声は！」

　いち早くマリールイズが反応し、酒場の入り口を振り返る。

　そこに、黒ずくめの女性が立っていた。

　クレア・キャンベル。レイの士官学校アカデミー時代の同期、そして今はロックフォートの大手ギルド〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職となった女性だ。

　彼女は狼おおかみのような鋭するどい視線をレイたちのいるテーブルへと向けてきた。マリールイズが敵意を剝むき出だしにしながら身構える。その隣で、レイは穏やかに言った。

「おはよう、クレア。何か用？」

　競合ギルドの運営職とはいえ、かつての同期である。レイが普通に挨あい拶さつすると、クレアは毒気を抜かれたように、目を瞬しばたたかせた。

「お、おう、レイ・ブラウン。あー、うん、用と言えば用なのだが……」

「？」

　クレアは、身構えているマリールイズをちらちらと見ながら言った。レイが怪け訝げんに思っていると、今度はマリールイズが袖そでを引っ張り、小声で言ってきた。

「レイさん、駄目ですよ」

「え？」

「お互いに段取りというものがあるんですから、空気を読んでもらわないと」

「……え？」

　レイが一歩下がる。マリールイズとクレアは一つ呼吸を置くと、

「あなたは〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉！」

「ごきげんよう、〈白き盾〉のみなさん！　相変わらずお暇そうですね、うらやましい限りです！」

「なっ……！　暇ではありません！　こちらはすごいすごい忙しいんです！　あなたの相手などしていられないほどに！」

「ふっ、戯ざれ言ごとを！」

　いつものようによくわからないいがみ合いを始めた。レイにとっては同期だが、マリールイズにとっては競合ギルドの運営職、直接のライバルでしかない。マリールイズはいつものように対抗意識を燃やしながら向かい合った。

「競合ギルドの本拠地にまで乗り込んでくるとは、何が目的なんです！」

「近くに立ち寄ったのでご機嫌を伺うかがおうと思ったまで！」

　クレアはそう言って、入り口の辺りに立ち続ける。

　そのまま止まる二人。常連客の一人が怪訝そうな顔をしながら、クレアの脇を抜け、店内に入ってきた。

　マリールイズはたずねた。

「……あの、本当に何の用ですか？」

「だから、ご機嫌を伺うと言ったはずですが」

　怪訝そうなマリールイズに、焦じれながらクレアがこたえる。マリールイズが何も言わないでいると、今度はレイに向かって髪をかき上げながらたずねてきた。

「ほら、レイ・ブラウン。貴様、何か気付かないか？　今日の私は何か違うと思わないか？」

「え？　……髪形変えたの？」

「違う！　貴様はどこを見ているんだ！」

　クレアは狼おおかみのような鋭するどい目で睨にらんでくる。そして心なしか、左腰をやや突き出すようにする。

　そこでレイは、クレアがめずらしく帯剣していることに気付いた。

　いや、士官学校アカデミー時代であれば見慣れた光景なのだが、新大陸で運営職となった彼女と再会してからは初めてのことだ。

「どうして帯剣を？」

「ああ、これか！」

　ほとんど自分から催促していたが、レイがたずねた瞬間、クレアは『我が意を得たり』とばかりに嬉うれしそうに笑った。

「どうだ？　見るか？」

「え……？」

　押しつけられるまま剣を受け取った。何の変へん哲てつもない、ただの小剣だ。鞘さやから引き抜いてみても、その印象は変わらない。刃こぼれ一つなく、真新しいだけだ。

「それは大手工房、ミリティア・アームズの『グラディウス』最新モデルだ。正式発売は一ヶ月先なのだが、先行で〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉にのみ、配給が開始されたのだ」

　そして、聞いてもいないのに、クレアは独白を始めた。

「何を隠そう、〈黒銃士隊〉とグラディウスの間には、切っても切れない深い関係があるのだ……」

　幅広い職業が扱える小剣。

　現在、その小剣市場で第一位のシェアを誇るのがミリティア・アームズ製『グラディウス』だ。派生モデルを含めれば、そのシェアは六割にもなる。ロックフォートのランサーなら誰しも知っている人気商品だ。

　しかし、その地位を占めるまでは苦労の連続だった。新式の製造工程により、簡単で安価な大量生産が可能。さらに製品も使いやすく、安定した性能を持っていた。が、発売当初の知名度は低く、ランサーたちには受け入れられなかったのだ。

　小剣市場の可能性を確信していたミリティア・アームズは策を練った。それが、ランサーギルドに対するスポンサー契約だった。ギルドに無償で『グラディウス』を提供し、実際に使用してもらうことで、ランサーたちに広く宣伝しようとしたのだ。

　それに応じたのが、当時、まだ中堅ギルドであった〈黒銃士隊〉だった。ギルドマスター、ミカエル・ヴィルトールはグラディウスの性能、高い費用対効果に目を付け、ミリティア・アームズとスポンサー契約を結ぶことになった。

「……その結果、スポンサー契約は大成功。〈黒銃士隊〉は経費を削減、〈黒銃士隊〉のランサーがその性能を証明することにより、『グラディウス』は市場を獲得することになったのです。ジャン・リュック・アンリ著『〈黒銃士隊〉ギルド史』より」

　手帳をちらちらと見ながら、クレアは長なが台詞ぜりふを言い切ると、高笑いを始めた。

「とまあ、〈黒銃士隊〉の偉大なる先見性により、あなたたちには決して手に入れることが出来ない最新式の装備品が、さらに無償で提供されたのですよ。工房との業務提携など〈白き盾〉にはとても無理でしょうが。あははは！」

「へえ、スポンサー……」

　レイは感心しながら、小剣を眺めた。

　新大陸を訪れてレイが最も意外に思ったのは、ランサーギルドの本当の姿だった。

　報酬と引き替えに、蛮勇を振るうランサーたち。旧大陸で抱いていたそんな既成概念は、ロックフォートのギルドと出会ったときに崩れ去っていった。

　彼らは傭よう兵へいをビジネスと捉とらえ、利益のためならあらゆる手を打ってくる。それは旧大陸にいる海うみ千せん山やま千せんの商人たちにも引けを取らないのだ。

　傭兵を広告塔として活用するこのスポンサーシップも、その一端に過ぎない。

　ひとしきり笑うと、クレアは満足したように言った。

「おっと、もうこんな時間ですか。それでは私はこれで失礼します」

「……え？　もう帰るの？」

「当然だ。こう見えても私は大変、忙しい身なのだ。それではまたお会いしましょう」

　一方的に言うと、クレアは表に停とめてあった馬車に乗り込み、見事な手た綱づな捌さばきで通りを駆けて行った。

（まさか、新しい装備品が支給されたのが嬉うれしくて、ただ自慢しに来ただけなのか？）

　レイは呆ぼう然ぜんと、クレアの馬車を見送った。その隣で、

「スポンサー……？」

　マリールイズがぽつりと呟つぶやく。

「どうして〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉はただで装備品がもらえるんですか？」

　マリールイズがぽかんとした表情を浮かべ、たずねてきた。

「今の話の内容、わからなかったんですか？」

　レイが聞き返すと、マリールイズは、はっと顔を赤らめ、反論してきた。

「そ、それくらい、わかっています！　……でも、一応、レイが理解しているかどうか確認するため、要約をお願いします」

　目を泳がせるマリールイズ。レイは心中でため息をついたあと、説明を始めた。

「例えば……、そう、駆け出しのランサーがいて装備品を整えようとする場合です」

「はい」

「武器屋に行ったとき、二振りの剣があったとします。二つとも同じような性能に見え、価格も同じです。でも、片方には有名なランサーが愛用しているという売り文句が付いていました。すると、どうなるでしょう？」

「ええと……」

「彼は性能の面で、その商品に信頼を寄せるわけです。実績のあるランサーがその装備品を愛用している。となれば、彼はその商品がきちんとした性能を有していると判断します。そうなれば、無む銘めいの剣よりも、売り文句が付いている剣の方を選ぶはずです」

「確かに」

「メーカーはそのランサーが持つ信用を目当てに装備品を提供するんです。有名ランサーに自社製品を使ってもらえれば、大きな宣伝になり、他のランサーもその製品を欲しがるようになります。何の売り文句もない製品よりも売れやすくなり、付加価値を付けて高い値段で売り出すこともできる。ですから、契約ギルドに無償で提供しても、一般向けの売上げがあれば、工房は利益を得ることが出来るんです」

「へえ、宣伝……」

　感心しながら聞いていたマリールイズ。そのまま呆ほうけたように、一分程度、遠くを見ながら固まっていた。

「あの、マリールイズ？」

　レイが声を掛かけると、マリールイズは、はっと我に返り、不敵な笑みを浮かべた。

　それから、澄ました調子で人差し指を立てた。

「要約ありがとうございました。実は、〈白き盾〉の次なる一手のために、レイの知識を確認させてもらったのですよ」

　嫌な予感。レイは慌あわててたずねた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　次なる一手というのはまさか……」

「あとでのお楽しみです！　ではランチタイムの準備があるので、これで失礼します！」

　マリールイズは一方的に言うと、レイの懸け念ねんをよそに、跳ねるような足取りで酒場の裏手へと消えていった。





　　　　◆







　　　スポンサー様大募集！　あなたの製品を宣伝してみませんか？






　ランサーギルド〈白き盾〉では大砲・カタナ・宝ほう杖じようなどを提供してくれる工房様を募集しています。

　当ギルド所属の一流のランサーたちが実戦の場であなたの製品の性能を証明し、市場に広く宣伝いたします。

　是非、お気軽にお問い合わせを。




　お問い合わせ先。

　ロックフォート西区、傭よう兵へい通り十番地『ル・ブラン』二階、ランサーギルド〈白き盾〉。担当者、マリールイズ・ヴァイスシルトまで。





　　　　◆






「…………」

　酒場の掲示板。貼はり出されたばかりのポスター。マリールイズの、あまり上手ではない手書きの文字に、レイはがっくりと肩を落としていた。

　昼の混雑が終わり、酒場には数人の客と、ようやく昼食にありついた〈白き盾〉のランサーたちがいるだけだ。レイがうなだれていると、アメリアがシチューの皿を抱えて横に立った。

「にゃんだこれ。あのポンコツ、またおかしなこと始めたのか？」

「……ごめん。答える気力がない」

　何とか、それだけ言った。奥のテーブルにいたユージンとソフィが、うんざりとレイに言った。

「……拙せつ者しや、何か嫌な予感がするのでござるが」

「……運営のことは運営職であるあなたの責任ですからね？」

「……わかっています」

　気が重くなったところへ、問題の本人が軽やかな足取りで帰ってきた。

「ただ今、戻りました！」

　走ったのか、マリールイズは肌を心地よさそうに紅潮させている。そして、その脇に抱えられたポスターの束。彼女はレイたちがポスターを眺めているのを見て、微笑ほほえんだ。

「あ！　もうご覧になりましたか」

「マリールイズ。これは一体……」

「ふふふ、よくぞ聞いてくださいました！」

　マリールイズは空いている右手をぱあっ、と広げた。

「ギルド構造改革その一！　『わたしたちもスポンサーを募集しましょう』作戦です！」

　顔を曇らせるレイたちに、マリールイズは腰に手を当てて得意気に言った。

「わかっています。『〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の真ま似ね』と思われてるのでしょう？　ですが、良い運営というものは良い方法であればためらわずに盗むもの。模も倣ほうを恐れてはいけないと王都経済新聞に書いてありました！」

　マリールイズは懐ふところからいつ発行されたのかわからない古新聞を取り出した。

「私もギルドの経営状況には心を痛めていました。そこで〈黒銃士隊〉のようにスポンサーを募集し、その製品を宣伝することによって経費を浮かせようという計画です！」

　それからマリールイズはポスターを一部引き出し、皆に広げてみせた。

「早速、このポスターを大広場のあちこちに貼らせていただきました！　明日にはこれ全部をロックフォートの街中に貼る予定です。レイ、これから問い合わせで忙しくなると思いますが、頑張っていきましょうね！」

「反対です」

「……え？」

「こんなもので本当にスポンサーが見つかると思っているんですか？」

「…………え？」

　即座に反対するレイに、今まで上機嫌だったマリールイズは眉まゆ根ねを寄せた。

「……どうして駄目なんですか？　やってみなければわからないじゃないですか」

「いいですか。うちに装備品を提供してくれるメーカーなんかいるわけないじゃありませんか。こんな零れい細さいギルドに装備品を提供したって、ろくな宣伝にもなりませんし、実地テストができるほどの依頼もないんですから。そんなことに無駄な時間を使うより、今は安定した依頼を取ることに力を注ぐべきです」

　レイが諭さとすような口調で言うと、マリールイズは、むっ、とした表情を浮かべ、そのままカウンター内の店主に向き直った。

「オーナーシェフ、そろそろディナータイムの仕込みを始めなければなりませんが、三分ほど、お時間いただけますでしょうか？」

　店主はため息をついたあと、むっつりと頷うなずいた。

　マリールイズは黙って懐ふところから眼帯を取り出し、右目を覆おおった。

「今日は、ギルドマスターとして苦言を呈さなければならないようです」

　そう言って窓の傍そばに立つと、手を後ろに組み、通りの景色を眺めながら話を始めた。

「私はレイの手腕を大変、買っているつもりです。かつてセシリアル王国の士官学校アカデミー時代、『輜し重ちよう車しやの悪魔』と呼ばれていた逸材だということも存じています。レイが加わってからというもの〈白き盾〉の業績も右肩上がりなのも間違いのない事実です」

「ですから、俺はそんなんじゃありませんし、業績だってようやく赤字が解消されたくらいで」

「ですが」

　マリールイズは強い口調で言うと、今度はフロアを行ったり来たりし始める。

「聡そう明めいであることは時として短所になってしまう場合もあります。レイの場合、その先見の明があるゆえに、失敗を恐れ、最初の一歩が踏み出せないのではないでしょうか。運営にとって必要なものは何か？　それは勇気と情熱です！　とりあえず一歩を踏み出してみる。それを忘れてはなりません！」

　マリールイズはフロアを歩きながら演説を打ぶつと、もくもくと昼食をとっていたアメリアの肩に、ぽん、と手を置いた。

「幸運なことに、当ギルドには一流のランサーが在籍しています。『凍いてつく炎』ソフィ・アーシェ。『屠と竜りゆう剣けん』ユージン・ポポルスキー。そして、『小しよう砲ほう虎こ』の異名を持つアメリア・ショート！　いくつもの困難を乗り越えたこのランサーたちなら宣伝効果もばっちりです！」

「……にゃんでもいいけど、あたしのこと巻きこむなよ」

　肩に手を置かれたアメリアが面倒くさそうに言うのを流し、マリールイズは拳こぶしをぐっと握った。

「この素晴らしい経営資源を活用しない手はありません。我々が二の足を踏む必要がどこにあるでしょうか！」

　熱弁を振るうマリールイズに、レイはぼそりと言った。

「では、伺うかがいますが、今、みなさんが使ってる装備品は売れてるんですか？」

「……え？」

「例えば、アメリアに宣伝効果があるというのなら、アメリアが使っている大砲を真ま似ねして使っているランサーもいると思うんですが？」

「えっと、それは……」

　固まったマリールイズ。助けを求めるようにアメリアを見ると、アメリアはマリールイズの腕からするりと抜け出し、別の席に移った。ユージンが隣にやってきたアメリアにたずねた。

「そういえば、あの大砲はどこの製品なのでござる？」

「知らね。親父おやじのところからかっぱらってきたやつだから」

　そう言って、アメリアはパンをかじった。

　マリールイズは何とか立ち直り、反論した。

「で、でも、やるだけやってみてもいいじゃありませんか！」

「データを取ってそういう傾向があるのならともかく、何も無い状態でスポンサーをどうやって納得させるんです」

「ロックフォートの工房に打診するくらいなら、お金もかかりませんし……！」

「かかります。あなたはそうやっていつも自分の労働対価をほとんどゼロみたいに計算するから、結局、経営効率が把握できなくなってしまうんです。自分もギルドの貴重な人的資源だということをこれからは意識してもらわないと」

「投資を惜しんでいては良い仕事はできません！」

「その投資をするためにも、今、ギルドにとって必要なのは継続的・安定的な仕事を獲得することなんです。安定した収入があってこそ、ランサーの確保や装備品の拡充など、次の投資をしやすい状況を作ることができるんです」

「…………」

　レイにやり込められ、すっかり黙り込むマリールイズ。

「いいですか？　そのためにはまず、堅実な経費削減をして、十分な資金を……」

「もう、結構です！」

　さらに続くレイの説教を、マリールイズが遮さえぎった。

「やる気がない運営に、仕事を任せるわけにはいきません。レイがやりたくないというのなら、私一人でもやりますから！　運営職のあるべき姿というものを見せてあげます！」

　大おお仰ぎような言葉に、レイは呆あきれながらこたえた。

「賭かけてもいいですが、絶対に見つからないと思いますよ」

「余裕を見せていられるのも今のうちです。スポンサーさんが見つかったあかつきには、私にひれ伏ふすことになるでしょう！」

「何をどうしたらそうなるんです……」

　そこへ、明るい声が飛び込んできた。

「ごめんくださいませー！」

　酒場の入り口を見ると、荷物を背負った少女が息を切らせていた。

　いや、少女かどうかはよくわからない。顔や耳の特徴から、彼女はホビット族だとわかった。年齢を推測する上で幼い見た目はあまり当てにならない。

　アメリアよりも小柄。旅装はかなり上等な物だ。額とうなじの辺りで、髪をきっちりと切りそろえている。小さな体から溢あふれ出ださんばかりの生命力が、銀ぎん縁ぶちの眼鏡の奥で、瞳ひとみの輝きとなって表れていた。

「あの！　あの！　先ほど大広場で張り紙を見たのですが。ヴァイスシルトさんはいらっしゃいますですか？」












「はい、ヴァイスシルトは私ですが……」

「あなたがそうでありましたか！　お目にかかれて光栄です！」

　マリールイズが前に出ると、来客の女性はマリールイズの手を握り、ぶんぶんと上下に振った。マリールイズが呆あつ気けにとられながらたずねた。

「あの、ご用件は？」

「はっ！　わたくしめとしたことが」

　女性は、はっと気付き、懐ふところからネームカードを差し出してきた。

「申し遅れました。わたくしめはヴァネッサ・ストラーリ、工房『ファブリカ・ストラーリ』の工房長であります！　以後、お見知りおきを！」

　ヴァネッサは、ぱっと笑顔を浮かべた。




　工房『ファブリカ・ストラーリ』

　本拠地。行政府、カレッジビル

　資本金、一〇〇〇万リィル

　従業員三名

　主な事業内容

　ランサー用装備品の研究、開発、及び製品の販売、修理




　レイとマリールイズはネームカードを覗のぞき込こんだ。

「工房長、ですか？」

「ええ。小さな工房ではありますが、一応、わたくしめが工房長を務つとめております！」

　そのホビットの女性、ヴァネッサ・ストラーリは言った。

「ちょうど本日、行政府からロックフォートへと商品の売り込みにやってきたところ、大広場でスポンサー募集の広告を見て、これ幸いとやってきたのですよ！」

「行政府？　ずいぶん遠くからいらしたんですね」

「そうなのです」

　ヴァネッサは腕組みをした。見た目の幼さもあって、大人の真ま似ねをする子供のようだ。

「行政府とはよく言えば歴史ある街、悪く言えば保守的で排他的な街なのです。行政府のランサーギルドと工房の関係は硬直しており、わたくしめのような新規参入したばかりの工房には大変、冷たいのです。参入障壁が非常に高く、ファブリカ・ストラーリはなかなか食い込んでいけないのですよ」

　ヴァネッサはため息混じりに言うと、今度は、ぱっと表情を明るくした。

「そこでわたくしめが目を付けたのがロックフォートでした！　ここも歴史は古いですが、新しん興こうギルドも生まれ、競争が激しいと聞いております。ここならば新しい工房にも付けいる隙すきがあると思ってやってきたのですよ」

　ヴァネッサは嬉うれしそうに手を組み合わせた。

「しかも、募集しているのが大砲だというではありませんか。うちがちょうど今、力を入れているのも大砲なのです！　それでそれで、一流のランサーさんというのは？」

「ええっと」

　ヴァネッサの勢いに気け圧おされながら、マリールイズは奥のテーブルの傍かたわらに立ち、アメリアを紹介した。

「ご紹介いたします。うちのエース砲ほう兵へい、アメリアです」

「うるせーな、メシ食ってんだぞ」

　面倒くさそうにこたえるアメリア。

「そう言わないでください。スポンサー様になってくださるかもしれないんですから」

　マリールイズが耳元でささやく。

「アメリア？」

　ヴァネッサは、奥のテーブルに顔を向けた。

「アメリア・ショートさん？　まさか『小しよう砲ほう虎こ』とよばれたあのアメリアさんですか!?」

　アメリアの鼻がぴくん、と動いた。

　ヴァネッサはぱたぱた駆け寄ると、アメリアの手を取ってぶんぶんと振った。

「うわー、わたくし感激です！　あのアメリアさんにお目にかかれるなんて！」

「ご存ぞん知じなんですか？」

「ご存知も何も！」

　ヴァネッサは銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で、瞳ひとみを輝かせた。

「行政府で名を馳はせた、トップクラスのランサー。並み居る砲兵の中でも、『三砲聖ガンナーズ・トリニテイ』に列せられた、あの『小砲虎』アメリアさんを知らないものなんていませんよー！」

　銀縁眼鏡の奥で瞳を輝かせながらまくし立てるヴァネッサ。

　レイだけではなく、ソフィとユージンも意外そうにアメリアを見る。視線が集まっているのに気付き、アメリアは勝ち誇るように笑った。

「まあな、あたしは有名だから」

「ここ数年、姿を消したと聞いておりましたがまさかロックフォートにいらしたとは！」

　ヴァネッサは興奮した様子で、マリールイズに向き直った。

「あのアメリアさんに使っていただけるなら、これほどの名誉はありません！　是非、スポンサー契約を前提に、わたくしめの製品を見てもらえないですか！」

　マリールイズは驚きのあまり言葉を失ったあと、

「それはもう！　ものすごく前向きに検討させていただきます！」

　満面の笑みを浮かべた。

「この後、時間はございますか？　さっそく製品を見ていただこうと思うのですが」

「もちろんです！」

「そうと決まればさっそく。これから荷物を持ってきます！　お待ちくださいませー！」

　あっという間に意気投合した二人の間で、話はあっという間に進んでいく。

　喜色満面のマリールイズと対照的に、レイは愕がく然ぜんとなった。

（そんな馬鹿な……！）

　マリールイズがスポンサーを募集したその日に、スポンサー候補が行政府から現れ、挙あげ句くの果てに偶然、所属ランサーに心酔しているなんて、どう考えても都合が良すぎる。

　レイは脇からヴァネッサのネームカードを覗のぞき込こんだ。カードはちゃんと印刷されたものだ。マリールイズがスポンサー獲得を思いついたのは今朝のことだし、それを見越して、あらかじめ用意しておくことなどできそうもない。

　詐欺を働くとしたら、前もって用意しておくしかない。だが、『工房長』というのは詐欺師の肩書きとしては不向きではないだろうか。『銀行家』や『商会』など、もっと信用があり、金払いのよさそうな肩書きがあるはず。それとも、新大陸特有の事情があるのだろうか……。

　レイが思案していると、隣から変な笑い声が聞こえてきた。

「レ・イ・さ・ん？」

　見ると、マリールイズがにっこりと微笑ほほえみかけてきた。その意味ありげな笑顔。

「……何です？」

「あれあれー？　レイさん、先ほど何ておっしゃってましたっけ？　絶対見つからないとか、賭かけてもいい？　とか聞いた憶おぼえがあるんですけど」

「…………俺にどうしろっていうんです？」

「どうこうってことではないんですけど。運営職として、この状況に対するレイの評価をお聞きしたいと思って」

　マリールイズは先ほどと同じように、手を後ろに組み、窓から外を見た。

「まあ、こうやって私の手腕が発揮され、冷静と情熱の対決は情熱の勝利として終わった以上、レイも私に言うべきことがあると思うんですよ。例えば、『敏腕ですね、ギルドマスター！』とか『その経営手腕には驚きましたギルドマスター！』とか『深しん謀ぼう遠えん慮りよですねギルドマスター！』とか。もし、私を見直す心境であったのなら、こういった言葉で表明するのも一つの方法じゃないでしょうか。いかがです？」

　振り返ったとき、すでにレイの姿は消えていた。マリールイズはソフィにたずねた。

「……あれ？　レイは？」

「帳簿を整理してくると裏手に」

　ソフィが口を拭ぬぐって、こたえる。

　マリールイズは少し固まったあと、顔を真っ赤にして叫んだ。

「もう、レイ！」







　テーブルに、ティーポットと焼き菓子の皿を並べる。

　上機嫌に接客準備を整えていたマリールイズは、テーブルの下から伸びた手を、ぺしん、と叩たたいた。

「アメリア、つまみ食いは一個までですよ」

「ちっ……」

　テーブルの下から現れ、口をもぐもぐさせるアメリアに、マリールイズは微笑ほほえみかける。

「にゃんだよ、気持ちわりーな」

「ふふふ。結局、アメリアも新しい大砲に興味があるんじゃないですか」

「当たり前だろ。使うの、あたしなんだからな。ま、あんな変な奴やつが持ってくるの、どーせ欠けつ陥かん兵器だろーがな」

「そんなことありません。ヴァネッサさんと握手をしたときにわかりました。あの硬い手、厳しい修行を積んだものです。きっと腕の立つ武器職人に違いありません」

「そうやって毎回毎回勘違いしてんだろ……」

　疑わしげなアメリアにも、マリールイズは不敵に笑ってみせた。

「何としてもこの商談を成立させ、ギルドマスターとして、そして運営職の先輩として、レイを見返してあげるのですよ。ふふふ」

「……目的、変わってねーか」

　しばらくして、表に馬車が停とまった。

「お待たせしましたー！　馬車はどこへ停めておけばよろしいですか？」

「どうぞそこへ。あ、お荷物、お持ちしましょう」

「かたじけないですー！」

　マリールイズは表に駆け出し、ヴァネッサと一緒に大荷物を抱えて戻ってきた。

「ひとまず、お茶を召し上がってください」

「いえいえ、時は金なりと申します。早速、わたくしめの製品を見ていただきましょう」

　ヴァネッサは床に置いた大きな荷物から、包みを持ち出し、口上を始めた。

「現在、ランサー向けの装備品市場は、大手工房の大量生産品によって占められているのです。わたくしめはこの状況を大変、危き惧ぐしております。新大陸の文化は、職人たちのたゆまぬ技術の研けん鑽さんによって磨かれてまいりました。大量生産の時代にあっても、最後に物を言うのは職人の技術である、とわたくしめはそう信じております。当社の製品は、機械化に頼らず、真に使用者のことを考えた製品作りを心こころ掛がけているのです」

「なるほど！」

　マリールイズは力強く頷うなずいた。

　素晴らしい信念だ。やはり物作りというものには哲学がなければいけない。マリールイズは期待に胸を膨ふくらませた。

「とはいえ、わたくしめは科学の進歩を否定するわけではありません。わたくしめもカレッジで学んだ知識を活いかし、職人たちが培つちかってきた技術に落とし込むことで新たな境地を切り開くことに成功したのですから」

「まあ、行政府の大学カレツジに通われてたのですか？」

「えへへ、恥ずかしながら一応……」

　ヴァネッサははにかむ。

　行政府の大学といえば、新大陸各地の優秀な頭脳が集まる場所として知られている。そこでは研究開発が盛んで、日夜、新しい発明が生み出されているのだという。

「それではまず、こちらをご覧いただきましょう」

　ヴァネッサはそう言って、包みから一振りの剣を取り出した。

　マリールイズは差し出された剣を受け取る。

　いや、それはただの剣ではない。

　長銃の砲身から、馬のたてがみのように刀身が始まっていた。

「近接戦闘機構付き歩兵銃、通称『ガンブレード』ですー」

　銃剣一体型の装備品、ガンブレード。

　その存在はマリールイズも知っていた。マリールイズ自身は使ったことはないが、ランサーが使っているのを見たことはある。

　ヴァネッサは得意気に、知識を披ひ露ろうした。

「銃剣の歴史は古く、その有用性も証明されております。長距離狙そ撃げきはもちろん、近接戦闘の隙すきを軽減するのにも一役買っているのです」

「へえ……」

「ファブリカ・ストラーリの製品は独自の溶接技術により、接合面の強度を上げ、攻撃力を増強することに成功しました。本来、組成が違う金属を溶接することは困難を伴うのですが、ファブリカ・ストラーリでは特許を取得した新方式の溶接技術『流体内魔力誘導方式』によってこの困難を克服したのです！」

　そこで、えっへん、と一息つく。

　アメリアも脇から手を伸ばし、ガンブレードを手に取り、鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

　見事な出来だというのは一目でわかった。

　溶接したとヴァネッサは言っているが、その継ぎ目が見えないのだ。これは素晴らしい技術だ。マリールイズはさらに期待に胸を膨ふくらませた。

　続けて、ヴァネッサは言った。

「さて、前置きはこれくらいにして。実は、アメリアさんにぴったりの、ちょうど新しく開発した大砲があるのですよ」

　小柄なヴァネッサは、よろよろと傍かたわらにあった大きな包みを前に出し、口上を始めた。

「今や砲ほう兵へいというのはパーティに欠かせない存在です。大型魔獣をも軽々と仕し留とめるその高火力は、パーティを力強く支えてくれます。しかしながら、大砲というのは特有の弱点も抱えております。近接戦闘の弱さやリロードの隙すきという構造的な弱点、わたくしめは日夜、その弱点を補う方法があるのでは、と考え続けておりました」

「ほほう」

「そして、あるとき閃ひらめいたのです。ある画期的な方法により、それらの弱点を全すべて消し去ることができると。そう、それが当工房の新製品……」

　ヴァネッサは一気に荷物を覆おおっていた布を捲めくった。

「近接戦闘機構付き大砲、通称『キャノンブレード』ですー！」

「ほほおおおう……!?」

　マリールイズは変な声を上げた。

　ヴァネッサの支えている大砲。

　その先端から突起が伸びていた。

　それはまごうかたなき『剣』だった。大砲の先端から、剣が伸びていた。

「こ、こ、これは一体……？」

　異形の物体を指さし、かたかた震えながらかろうじてたずねるマリールイズ。ヴァネッサは胸を反らせてこたえた。

「ふっふっふ。驚かれるのも無理はありません。先ほども申し上げた通り、剣と大砲の金属組成は大きく異なりますゆえ、その溶接には多大な困難が待ち受けておりました。ですが、わたくしめの開発した『流体内魔力誘導方式』が世界で初めて！　大砲にブレードを溶接することに成功したのです！」

「そ、そうではなくて……」

　興奮状態でまくし立てるヴァネッサに、マリールイズの言葉は届いていないようだ。

「近接戦闘に弱いのであれば、近接戦闘が出来るようにするまで！　これぞまさに常識の盲点！　砲兵が自身で近接戦闘ができれば、もはや隙はありません！　マリールイズさん、アメリアさん、いかがですか！」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥から期待の眼まな差ざしを向けてくるヴァネッサ。

　マリールイズが言葉を失っていると、

「にゃんだこれ……」












　隣で、目を点にしていたアメリアがようやくつぶやいた。

「おい、にゃんだよこのぽんこつへいき……」

「アメリア！」

「むー！　むー！」

　マリールイズは慌あわてて、アメリアの口を押さえた。

　ヴァネッサは不思議そうにこちらを見た。

「……どうしたのですか？」

「す、すみません。さしものアメリアもあまりにも画期的なアイディアに驚いてしまって、言葉がないそうです……！」

「そうなんですか！　アメリアさんが褒ほめてくれてわたくしめは天にも昇る気持ちです！」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥でさらに瞳ひとみを輝かせるヴァネッサ。

「ま、待っててくださいね！　今、商品紹介用の弾薬も持ってきて、実際にデモンストレーションをしますから！」

　ヴァネッサはぱたぱたと表の馬車に駆けていく。ヴァネッサがいなくなったところで、アメリアがマリールイズの手を振り払い、思い切り睨にらみつけてきた。

「何すんだ、ポンコツ！」

「しー！　静かに！」

　マリールイズは人差し指を唇くちびるに当て、アメリアの目を覗のぞき込こんだ。

「……いいですか？　間違ってもこれを欠けつ陥かん兵器とか前衛芸術とか言ってはいけませんよ」

　マリールイズの赤みがかった瞳ひとみ。そこに宿ったものを察したのか、アメリアは怯おびえの色を見せた。

「おい……まさか……お前、本気でこれを使わせる気じゃねーだろーな？」

　かろうじて言うアメリア。マリールイズはヴァネッサがまだ戻ってこないことを確認し、口元を手で隠しながら、早口でたずねた。

「……アメリア、騒さわぐ前に、大局を見て判断してください。もし、このスポンサー契約が破談となったら、一体どうなると思います？」

「……どうにゃんだよ」

「私がレイに馬鹿にされちゃうじゃないですか！」

「しょーがねーだろ！　実際馬鹿なんだから！」

「いいですか！　契約という既成事実さえ作ってしまえば、いくらレイだってそうそう反ほ故ごにはできないはず。そうやって時間を稼いでいるうちに私の話術を駆使し、レイを丸め込んでしまえばいいのです。ギルドは経費節減で潤うるおい、私はレイに敏腕ギルドマスターとして認められる。相互利益ウイン・ウインの素晴らしい世界が待ち受けているのですよ……」

「お前しか得してねーだろ！」

　叫ぶアメリアに、虚うつろな目となったマリールイズがじわじわと迫った。

「難しく考えることはありません。さあ、大人しくしていてください。すぐに済みますからね……」

「にゃ！」

「……ひゃっ！」

　アメリアはテーブルにあったトレイで、マリールイズの頭を引っぱたいた。

「このポンコツ！　いい加減にしろ！　待ってろ、今、守しゆ銭せん奴どの野郎、連れてくるからな！」

　アメリアはマリールイズが怯ひるんだ隙すきに、一気に裏口に向かって逃げ出していった。

（しまった！）

　頭を押さえ、マリールイズは表情を険けわしくした。

　ヴァネッサはすぐに戻ってくる。アメリアを追いかけている時間はない。

　こうなっては、ゆっくりしてはいられない。

　レイが戻ってくる前に、何としてでも契約を完了させなくては。




　ヴァネッサ・ストラーリが表に停とめた馬車から荷物を運び出している。

　その様子を、レイは建物の陰に身を潜ひそめて監視していた。

　詳しい話はわからないが、あんなの絶対にまともな話じゃない。きっと詐欺に違いない。

　ヴァネッサの真の意図を探り出し、この件を破談にしなければ。そう思うと同時に、マリールイズの勝ち誇った顔を思い出し、レイはため息をついた。

（……あの人はどこまで脳天気なんだろう）

　子供みたいに喜んで、勝ち誇って、騙だまされるなんて露つゆほどにも思わず、無防備な姿をさらけ出している。

　傭よう兵へい都市ロックフォート。ここは油断も隙すきもない場所だというのに。

「悩みごとでござるか？」

「おわっ！」

　いつの間にか、背後に巨人族テイターンのユージンが現れていた。狭せまい路地に挟まったかのように、腕を組み、頷うなずいている。気配がまるでなかった。彼だってこう見えて『屠と竜りゆう剣けん』と呼ばれる一流のランサーなのだ。……その技能をもっと経営のために使ってくれればいいのに。

「驚かせないでくださいよ……！」

　声を抑えるレイに、ユージンは鷹おう揚ように言った。

「悩みごとがあれば、相談してくれればよいのに。同じ釜かまの飯を食う仲間でござろう」

「では、経費についてご相談なんですが」

「ああ、今はクエスト時間外でござるから仕事の話はＮＧでござる。あくまで友人同士の相談ということで」

　ギルドでは男性は二人だけ、そして、相部屋で生活しているということで、ユージンはよく話しかけてくる。レイにとっても、何だかんだでいい話し相手だった。

「……マリールイズは今の状況をわかっているんでしょうか」

　レイは少し迷ってから、たずねた。

「まともな感覚なら、今のギルドの状態が良くないことくらいわかっているはずなのに。あんなに子供っぽくて、ギルドマスターとしてよく今までギルドを運営できていましたね」

　皮肉混じりに言うと、ユージンは頷いた。

「まあ、あそこまで無邪気になったのは最近のことのように思うでござるが」

「以前は違ったんですか？」

「さよう。マリールイズ殿が子供っぽくなったのであれば、それはレイのせいでござろう」

「……どうして俺のせいなんですか？」

　レイが怪け訝げんそうにたずねると、ユージンは言った。

「お主が〈白き盾〉に来るまでは、運営職はマリールイズ殿だけだったでござるから。一人だけの頃は、拙せつ者しやたちにはわからぬ重責を感じていたのでござろう。拙者たちの本分は戦闘。運営の力にはなれぬでござるから」

　ユージンは巌いわおのような顎あごを歪ゆがめ、苦笑した。

「きっとレイを信頼している証しよう左さでござるよ」

「俺を……？」

「さよう。お主という頼れる御ご仁じんが現れたことで、少しは、運営職の重圧から解き放たれたのでござる。幼いというより、今のマリールイズ殿が年相応の姿なのではござらぬか」

「……そういうものでしょうか」

「だからこそ、お主に認められたい気持ちも出てきたのではござらぬか？　頭ごなしに否定すれば、反発するのも当然のことのように思うでござるが」

「それは……」

　レイは俯うつむく。

　彼女の力。それはレイだって認めている。

　人を動かす熱意、物事を推し進める信念、そういったものでは絶対に敵かなわない。

　自分なら折れてしまうような苦境でも、彼女は決して臆おくすることなく突き進んでいく。それゆえに、ときおり間違ったり、失敗したりと、危なっかしいところはある。でも、その純粋さは欠点であると同時に、レイには決して真ま似ねできない美徳なのだ。

　レイが口うるさく言うのも、彼女の信念に共感し、このギルドを守りたいがためなのだが……。確かに、最近、きつく言い過ぎていたかもしれない。

「多少のご機嫌取りも必要ではござらぬか？　マリールイズ殿は上司なのでござるし」

「……確かに」

　ユージンの言葉に、レイは苦笑する。

「守しゆ銭せん奴ど！　守銭奴！」

　突然、裏手からアメリアの声が聞こえてきた。裏路地に戻ると、ちょうど、裏口のドアからアメリアが飛び出してくるところだった。

「アメリア、だから守銭奴はやめてくれって……」

「にゃーっ！」

　たしなめるレイの頭を、アメリアはいきなり引っぱたいた。

「痛っ！　何なんだ、いきなり！」

「ぼけっとしてんじゃねー！　いいからとっとと来い！」

　アメリアはレイの腕を乱暴に引っぱって、酒場へと入っていく。

　レイはされるがまま酒場のフロアに入り、そこにあったものを見た。

　にこやかなヴァネッサ・ストラーリ。

　レイを見て、かたかた震えるマリールイズ。

　そして、テーブルに置かれた、先端から『剣』を生やした異形の大砲。

　レイはおおよその事情を察した。




　入ってくるなり、レイは瞬時に笑顔を貼はり付けた。

「どうも遅くなって申し訳ありません」

　マリールイズが普段聞かないような爽さわやかな口調。

「ご挨あい拶さつがまだでしたね。運営職のレイ・ブラウンと申します。本来は同席する予定だったのですが、急な用件があって外せなかったものですから」

「そうでございましたか。急に押しかけてすみませんです」

　朗ほがらかな様子で握手を交わすヴァネッサとレイ。

「重ね重ね、申し訳ないのですが、ギルドマスターに火急の用件がありまして、少しお借りしたいのですが」

　レイの視線を受け、マリールイズは肩をびくうっ、と震わせた。

　あの眼めだ。

　普段は穏やかで優しいレイが、『輜し重ちよう車しやの悪魔』に変身したときの、あの恐ろしい眼だ。

　レイは、にっこりとマリールイズの腕を取った。

「さあ、行きましょうか。ギルドマスターのご意見を伺うかがいたいことがありますので」

　にこやかに、しかし力強く、レイはマリールイズの腕を引っ張る。マリールイズは左目を潤うるませ、体を強こわばらせた。

「や、やです！　お話ならここでだって出来るじゃないですか！」

「嫌？　何を言っているんです。部外者に聞かれるわけにはいかない、二人っきりでじっくり話し合わなければならない案件なんですよ」

「あの！　あの！　今のランサーギルドに求められてるのは組織の透明性だと思うんですよ！　顧客の皆様に信頼していただくためには、変に隠し立てをしちゃいけないと思うんです！」

　ぐっと力を込めるレイと、近くの柱にがっしり摑つかまって離れないマリールイズ。

「大人しく来てください。ギルドの経営に深刻な問題が起こっているんですから！」

「でも！　でも！　お客さまを残していったら失礼じゃないですか！　礼儀として！」

「あ、わたくしめでしたらお構いなく」

「お客さまっ!?」

　悲鳴を上げながら二階へ連れて行かれるマリールイズを、酒場の店主はため息混じりに見送った。

　階段を上がると、レイとユージンの相部屋、つまり一階から最も遠い部屋に入った。

　一いつ旦たんの静せい寂じやく。険けわしい顔のレイの前で、マリールイズは両手をもじもじさせていた。

「何か、俺に言うことがあるんじゃないですか？」

　腕組みをしてレイがたずねる。マリールイズは難しい表情を浮かべしばらく思案したあと、小首を傾かしげ、上目遣いとなってレイの顔を下から覗のぞき込こんだ。

「……駄目？」

「駄目に決まってるでしょう！　見るからに欠けつ陥かん兵器じゃないですか!?」

「そ、そんなのわからないじゃありませんか！　見た目はああかもしれませんが、実際使ってみたら高性能なのかもしれませんし」

「見た目は駄目だっていうのは認めるんですね？」

「う……」

　言い淀よどむマリールイズにレイは言った。

「よく考えてください。いや、よく考えなくてもあんな大砲、使えるわけないじゃありませんか」

「でも、せっかく製品を見せてくれたのに断るのは……。ヴァネッサさん、真面目まじめないい人そうですし、お話だけでも聞いてみたら」

　その言葉に、レイはむっとした表情を浮かべた。

「あなたはそうやっていつも良い格好ばかりして。フォローする身にもなってください」

「良い格好だなんて！　レイこそ、そうやって頭ごなしに否定することないじゃありませんか！」

「大体、こうなったのも、あなたが前回のクエストで費用請求しなかったからなんですよ」

「それは……！」

　マリールイズも、むっとした表情を浮かべた。

　しばらく睨にらみ合う二人。気まずくなり、レイは強引に話を進めた。

「とにかく、何か問題があったら、すぐに帰ってもらいます。あなたが嫌だというのなら、俺が断ります。いいですね？」

　マリールイズは唇くちびるを尖とがらせ、視線を逸そらした。それ以上の反論はしてこなかった。




「大変、お待たせしました」

「いえいえー、お構いなく」

　二人がフロアに戻ると、ヴァネッサはお茶とお菓子にも手を付けず、じっと待っていた。

　レイは気を引き締める。

　ヴァネッサは見た目は品が良さそうだが、油断はならない。この新大陸には海うみ千せん山やま千せんの強つわ者ものたちが集まっている。まだ目的はわからないが、隙すきを見せればどんな手段で利益を毟むしり取っていこうとするかわからない。ここはとりつく島を与えず、難癖をつけてでも穏便に追い返すよりほかない。

「ここからは私もお話をうかがいます」

「そうですか。よろしくお願いしますー」

　ヴァネッサは笑った。その表情に、邪悪な部分は見受けられないが、用心に越したことはない。

「それではせっかくなので、もう一度最初から、ファブリカ・ストラーリ製近接戦闘機構付き大砲、『キャノンブレード』をご説明させていただきますね」

　そう言って、ヴァネッサはよたよた、床に置いてあった大砲を引き起こした。

「パーティの心強い味方、砲ほう兵へいの操る大砲は、高い火力を誇りながら、一方で装そう塡てんの隙すきや近接戦闘の弱さという弱点を抱えております。それを解消するため、わたくしめが開発した『流体内魔力誘導方式』の溶接技術により、本来不可能であった大砲と剣の一体化に世界で初めて成功したのですー！」

「ヴァネッサさんは行政府のカレッジで学ばれた秀才なんですよ。こんな方がスポンサー様についてくださったら、こんなに心強いことはありませんよ！」

　脇から、にっこりとマリールイズがヴァネッサを掩えん護ごしてくる。これでは敵なのか味方なのかわからない。

　レイは改めて、件くだんの大砲を観察した。

　見れば見るほどおかしい。どうして大砲で近接戦闘をする必要がある。大体、小剣くらい別に携帯すればいいのではないか。

　ここは何としてもヴァネッサを論破して、お帰りいただくしかない。

　レイは難しい顔を作り、まず思い浮かんだ問題点を指摘した。

「なるほど……。しかし、大砲はただでさえ重量がありますよね。これで白兵戦ができるでしょうか？」

「心配ご無用。その辺りはちゃんと考えてあります」

　その質問は予想していた、という微笑を浮かべヴァネッサは言った。

「現在、大砲は一番径サイズのものが主流となっています。このキャノンブレードは口径を落とし、二番径の砲身を採用、全体的に軽量化を図はかっております。その重量は従来の二割減、砲兵の筋力があれば十分に取り回し可能になっているのですよ」

「口径を落としているんですか？」

　レイは畳みかける。

「しかし、口径を落としてしまうと今度は火力に問題が出るのでは？」

「そこも大丈夫です。このキャノンブレードは先込式を採用しております。エネルギーロスを抑え、さらに通常規格の砲弾カートリッジではなく、独自規格の弾薬を使用することにより、口径を下げながら、威力を維持することに成功しているのです」

「先込式……というと、カートリッジ式よりも装塡時間は長くなりますよね？」

「ええ、まあそうですね。でも近接戦闘機構で隙は軽減できますから」

「……あの、そもそも疑問があるんですが、剣を別に携帯するのでは駄目なんでしょうか？　一体型にする必要は……」

　レイがたずねると、ヴァネッサは何が面白いのか、くすくす笑い始めた。

「もうやだー！　別々にしてしまったら、ただの大砲じゃありませんかー！　わたくしめの溶接技術の出番が無くなってしまうですよー！」

「…………」

　レイは絶句した。

　何なのだ。この一分の隙すきもない、円環のごとき本末転倒ぶりは。

　装そう塡てんの隙を軽減するために、結局、本機能である大砲の威力を落とした挙あげ句く、再装塡時間が長くなってしまっては全く意味がないではないか。

　しかも、独自規格だと。

　それは、士官学校アカデミーで補給を押しつけられていたレイにとって忌き避ひすべき言葉であった。

　本来、士官学校では騎士団の正規品を使うべきだとされていた。

　にもかかわらず、騎士階級の子弟どもは実家から好き勝手に一点物の装備品を持ち込んでいた。当然、近代的な共通規格などあるわけもなく、補修するための資材・部品はばらばら。結局、それらを探し回るのは、補給を押しつけられていたレイだったのだ。

　問題はそれだけではない。

　もし、補給を一工房に依存してしまえば、今度は容易に乗り換えることもできなくなる。そうなれば、ギルド運営の首根っこを押さえつけられたも同然ではないか。

　それだけは絶対に避さけねばならない。

　幸い、独自規格という言葉は、穏便に断るための口実にもなる。消しよう耗もう品ひんを調達する業者との契約があり、独自規格の物は使用できない。それはスポンサー契約を断る、立派な理由になる。

　実際のところ、〈白き盾〉にそんな契約上の縛りはないが、向こうにはわかりっこない。

　レイが思案していると、ヴァネッサは笑いすぎて涙の浮かんだ目を拭ぬぐった。

「ふっふっふ、レイさんの懸け念ねんはわかっておりますよ。独自規格の砲弾の導入コストを心配なさっているのでしょう？」

「いえ、それだけではないのですが……」

　彼女は先回りしてきた。どういうことだ。だが、レイはこの機に乗じて言った。

「まあ、おっしゃるとおり、当ギルドは銃砲店との契約がありまして通常規格の弾薬しか使えないんです。独自規格の弾薬というのは……」

「ちょっと来てくださいますか」

　話を遮さえぎり、ヴァネッサは表の馬車へと向かった。

　怪け訝げんに思いながらも、レイはマリールイズと共に、後に付いていった。

　表の馬車の荷台によじ登りながら、ヴァネッサは言った。

「実は、ファブリカ・ストラーリ製近接戦闘機構付き大砲『キャノンブレード』の名を知らしめるべく、みなさまに参加してもらいたいクエストがあるのですよ」

「クエスト？」

「そうです。このキャノンブレードのお披ひ露ろ目めに相応ふさわしい、恐ろしい魔獣を打ち倒すため、わたくしめは一年前から準備を調えておりました。もちろん報酬は通常料金をお支払いしますし、その上でスポンサーとして最大限の支援をいたします」

「その前にですね、こちらの話を……」

「よいしょ」

　ヴァネッサは積荷に掛かけられていた布を引ひき剝はがした。

　そこには山のように木箱が積まれていた。

「今回は装備導入のための支援もしようと思っております。いかな高性能の装備品と言っても、使ってもらわなければ始まりませんから。そこで、わたくしめの誠意として、試用分の弾薬を用意させてもらいました。徹てつ甲こう弾だん、榴りゆう散さん弾だん、各種魔法弾など総計百五十発、これを無償で提供いたします！」

　そのときレイは、無意識のうちにその弾薬を金額に換算していた。

　その額、百万リィル相当。それだけあれば、十分に経費を削減できる。




「ったく……」

　酒場の裏手。軒先にある酒さか樽だるの上に丸まりながら、アメリアは愚痴っていた。

「午後から予定があったのに。あのポンコツども、ろくなことしねー」

「予定なんて。どうせ、昼寝をするだけでしょう？」

　書物を読みながら、木箱に腰掛けていたソフィが言った。その傍かたわらの井戸端で、訓練を終えたユージンが、体を拭ぬぐいながら言った。

「そういえばアメリア。行政府ではずいぶん、有名だったのでござるな」

「当たり前だろ。あたしは一流のランサーなんだから」

　アメリアは欠伸あくびまじりにこたえる。

「その有名人がどうして行政府を追われたのです？」

　書物に目を落としながら、ソフィが何気なくたずねる。

「そういえば、アメリアの行政府時代の話は、聞いたことがないでござるな。一体、どこのギルドにいたのでござる？」

　アメリアは視線をあさってに向けた。

「……てめーらには関係ねー」

「「…………」」

　ユージンは肩をすくめ、ソフィが静かに嘆たん息そくする。そこへ、

「それではこれで失礼いたします。詳しい打ち合わせはまたのちほど！」

　酒場の表から、やけに明るい声が聞こえてきた。

　アメリアは酒さか樽だるから下り、路地から通りを見ると、ちょうど笑みを浮かべたヴァネッサが酒場から出てくるところだった。彼女は酒場に一礼すると、アメリアに気付くこともなく馬車に乗り込み、御ぎよ者しやに合図を出した。

　通りを行く馬車。アメリアは半眼になってそれを見送った。

　嫌な予感。リュンクス特有の第六感が働く。アメリアは眉み間けんに皺しわを寄せ、表から酒場に入った。

「おい、ポンコツ、守しゆ銭せん奴ど。どうなってんだよ？　断ったんじゃねーのかよ」

　見ると、レイがカウンターにいた。奴やつは何やら資料を広げ、暗い顔つきでため息をついている。マリールイズはさっきまでいたはずなのに、その姿が見えない。

　その代わり、いつものテーブルに、白い布に覆おおわれた怪しげな巨大物体が、明らかな不自然さで置かれていた。

「おい、お前、あれ……」

　啞あ然ぜんとなりながらアメリアがたずねると、レイは一瞬、確かにこちらを見た。見たにもかかわらず、レイはアメリアに気付かないかのようにカウンターに置かれた資料に視線を落とし、大きなため息をついた。

「はあ、困ったなあ……」

　やけに大きな声で独り言を呟つぶやく。すると、それを合図にするかのように、二階から調子外れの鼻歌が聞こえてきた。

「ふふんふーん、ふふふーん」

　マリールイズが階段を下りてきた。さっきまで軽装歩兵姿だったのに、いつの間にかウェイトレス姿に着替えている。

　マリールイズはフロアに立つと、くるりくるり、華か麗れいに二回転ターンをしてから大きな伸びをしてみせた。

「うーん、いい天気。今日も一日頑張ろうっと！」

「はあ……」

　そこでレイは再び、ため息をつく。マリールイズははじめてレイに気付いたみたいに声を掛かけた。ご丁寧に口元に手を当てながら。

「あれ？　どうしました、レイ。ため息なんかついて」

「あ、これはマリールイズ。おはようございます」

「おはようございます」

「実は困ったことがあって……」

「困ったこと？」

「ええ。今、パーティの戦術原則タクテイカル・ドクトリンの見直しをしていたのですが、どうしても砲ほう兵へいの運用で躓つまずいてしまって困っているんです。と、いうのも、砲兵の固有装備である大砲は火力が高いことが長所なのですが、その反面、運用には困った点も多いんです。大砲は重く、弾薬や整備用品など、消しよう耗もう品ひんの重量も嵩かさみ、砲ほう兵へいの機動力は決して高いとは言えません。さらに一度撃ってしまうと、再装そう塡てんの必要が出てきます。その装塡時間は長く、他の職種に比べると、攻撃間隔が空いてしまう傾向があります。その間、砲兵は無防備になってしまい、前衛職のカバーリングが必ひつ須すなのですが、あいにく、今のギルドでは俺一人でガードを務つとめるよりほかありません。そうなると他のメンバーへのケアがどうにもおろそかになってしまうので、一体どうしたらいいのか、何か良い手段がないか、とまあ、こんな風に考えていたんですよ」

　レイは不自然な長なが台詞ぜりふを、不自然なくらい一息で言った。マリールイズはその違和感をさらりと無視し、腕組みをして深々と頷うなずいた。

「ああ、わかります。大砲って高い火力は魅力なんですが、近接戦闘の弱さと装塡時間による攻撃間隔の長さが弱点なんですよね。それは確かに……」

「お前ら、大砲撃ったことあんのかよ」

　アメリアがぼそりと言うと、レイとマリールイズは動きを止めた。マリールイズはこほん、と咳せき払ばらいをすると、再び口を開いた。

「ああ、わかります。大砲って高い火力は魅力なんですが、近接戦闘の弱さと装塡時間による攻撃間隔の長さが弱点なんですよね。それは確かに困った問題ですね」

　いつの間にかアメリアの背後にいたソフィとユージンが、呆あきれながら言った。

「……最初から言い直しましたね」

「……アメリア、これは邪魔をすると長引くでござるよ」

「……にゃ」

　ぼそぼそ言いあうランサーたちの前で、レイが台詞を再開した。

「大砲の弱点となる部分がどうしてもパーティ運営に影を落としてしまって。……はあ、大砲の火力を持ちながら、近接戦闘もできるような大砲があればいいんですが。そんなもの、あるわけないですよね……」

　レイのため息混じりの発言に、マリールイズは変な含み笑いを浮かべ、そろりそろり、背後のテーブルに近づいていった。

「……ふふふ。レイ、もしもそんな大砲があったとしたらどうします？」

「まさか。そんな都合のいいもの、あるわけないでしょう？」

「そんな都合のいいものがあるんです！　それがこの……」

　マリールイズは一気に、テーブルに掛かけられていた白い布を取り払った。

　その下にあったのは、まごうかたなき欠けつ陥かん兵器、先端から剣を生やしたあの大砲だった。

「ファブリカ・ストラーリ製近接戦闘機構付き大砲、その名も『キャノンブレード』です！」

「ファブリカ・ストラーリ製近接戦闘機構付き大砲、『キャノンブレード』？」

　流りゆう暢ちように驚きながら、レイは立ち上がり、テーブルの上に置かれた大砲を覗のぞき込こむ。そんな彼に、マリールイズは得意気にたずねた。

「レイ、この大砲を見て何か気付きませんか？」

「何か気付かないかって……。あ！　この大砲、先端に剣が付いてるじゃありませんか！」

「そうなんです！　本来、大砲と剣を構成する金属成分は異なり、溶接することが大変難しいとされてきました。しかし、ファブリカ・ストラーリの開発した最先端異種金属溶接技術『流体内魔力誘導方式』により、世界で初めて大砲に剣を溶接することに成功！　この近接戦闘機構付き大砲『キャノンブレード』は、装そう塡てん時間にも戦闘を行うことを可能にした、最高にクールでエキサイティングな大砲なんです！」

　晴れやかに説明するマリールイズに、レイは慌あわてながら詰め寄った。

「ちょ、ちょっと待ってください。大砲はとっても重いですよ。これで本当に、近接戦闘ができるんですか？」

「ご安心ください。『キャノンブレード』は従来のものより小口径の砲身で全体の軽量化に成功。近接戦闘がしやすいスタイリッシュなデザインに仕上がっております！　どうぞ、手に取って確かめてみてください」

「いやいや、大砲が軽いなんて……本当だ！　軽い！」

　大砲を力一杯に構え、驚くレイ。それから、ふと、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「でも、これって小口径なんですよね？　ちょっと火力が不安だなあ……」

「そこもちゃんと考えてあります。『キャノンブレード』は先込式を採用。さらに特別製の弾薬を使用することにより、エネルギーロスを避さけ、火力維持にも成功しました！」

「なるほど、それなら問題ありませんね！」

　淀よどみないマリールイズの説明。レイの表情が一瞬、明るくなり、またすぐに暗くなった。

「しかし、こんな最高にゴージャスでブリリアントな新型大砲、きっと五〇〇万リィルくらいするんでしょうね。とてもうちでは導入することは……」

「ふふふ。何と今回！　〈白き盾〉ではこの『キャノンブレード』を無償で導入することが決定しております！」

「無償？　そんな馬鹿な！」

　ここぞとばかりに声を張り上げるマリールイズとレイ。

「実は、〈白き盾〉とファブリカ・ストラーリはスポンサー契約を締結しました。優秀な装備品を導入したいギルド側と、幅広く製品を宣伝したい工房さん側の思惑が一致した形です。当ギルドの一流ランサーが実際にキャノンブレードを使用、宣伝や研究開発に貢献することにより、無料で導入することが可能になったのです！」

「さすがギルドマスター、敏腕ですね！」

「えへへ……」

「…………」

「こほん。これで我々〈白き盾〉の戦力強化、間違いなしです！」

「早く実戦投入してみたいですね！」

　それで一連のやりとりは終了したようだ。

　あれほど饒じよう舌ぜつだった二人は、奇妙な物体を間に挟み、曖あい昧まいな笑顔を浮かべたままお互い頷うなずき合うだけになった。

「どうやら終わったようでござるよ」

「では、後は任せましたからね」

「…………」

　他ひ人と事ごとのように言うユージンとソフィ。アメリアは渋面を浮かべ、テーブルに近づいていった。

「おい……」

　アメリアが声を発した瞬間、マリールイズは、ぱっと顔を上げまくし立てた。

「あ！　アメリアいたんですか全然気付かなかった！　え？　この大砲ですか？　気がついちゃいました？　興味持っちゃいました？　使ってみたくなっちゃいました？」

「マ、マリールイズ、がっつきすぎです！　もう少し泳がせてからじゃないと！」

「てめーら……」

　ポンコツどもを前に、アメリアは尻尾しつぽの毛を逆立てて爆発した。

「小芝居してんじゃねー！」

「「…………」」

　マリールイズとレイは斜め下に視線を外した。

「……さすがアメリア。どうやら私の渾こん身しんのステルス・マーケティングを見破ったようですね」

「ステルス何とかっていうのは今の三文芝居のことか？」

「駄目じゃないですか、マリールイズ。もう少し自然な演技をしないと」

「他人のせいにしてんじゃねーよ、大ハ根ム役者」

「私の演技のどこが不自然だったというんですか？」

「全部ですよ。鼻歌とか独り言とか、階段から下りてくるところから変だったじゃないですか」

「あれは陰いん鬱うつなため息をつくレイと、明るく希望に満ちた私とを対比することで、この問題の根深さを表現したかったんですよ」

「それにしたって屋内で『うーん、いい天気！』はおかしいじゃありませんか」

「天気は二階の窓からだって確認できるんですから設定に矛盾はないはずです。それよりも問題なのはレイの方だと思いますけど？」

「俺の演技プランが間違っていたと？」

「演技を見るのはアメリアなのだという観点が抜け落ちていたと思います。何とかドクトリンとか、何とかタイムとか、わかりづらい用語は避さけるべきです」

「演技に大事なのはディテールなんです。たとえ、単語の意味がわからなかったとしても、正しい文脈で専門用語を入れることで信しん憑ぴよう性せいが生まれるんです」

「そうでしょうか？　難しい単語といい長なが台詞ぜりふといい、私には自分の力量を見せつけたいだけの独りよがりな演技に見えましたけれど？」

「まるで失敗したのは俺のせいみたいじゃないですか!?」

「私は間違いは認めるべきだと言っているだけです！」

「だったら言わせてもらいますが、どうして出てくるとき無駄に二回転したんですか！」

「だからあれは演出です！　それよりもレイの最初のわざとらしいため息とか、もうちょっと何とかならなかったんですか！」

「仕方ないでしょう。アメリアたちが戻ってきたことを二階のあなたに知らせなければならないんですから！　大体、『さすがギルドマスター、敏腕ですね！』って台詞、本当に言う必要があったんですか！」

「いいじゃないですか！　スポンサーさんを見つけてきたら褒ほめてくれる約束だったじゃないですか！」

「俺がいつそんな約束しましたか！」

「しました！」

「てめーら……」

　再び、アメリアが爆発した。

「あたしを無視して反省会してんじゃねー！」

「「はい……」」

　俯うつむく二人を前に、アメリアは激げき昂こうしながら言った。

「にゃんだにゃんだ！　ポンコツと守しゆ銭せん奴どが揃そろいも揃って結局、契約したのかよ！」

「その通り」

　レイは軍隊風の休めの姿勢を取った。

「ファブリカ・ストラーリより弾薬の無償提供の申し出があり、それにより経費を削減することができる。だから、君にはキャノンブレードを使用してもらう」

「開き直ってんじゃねーよ！」

　アメリアの怒りを無視し、レイは淡々と続けた。

「では、これから契約条項を説明させていただきます。一つ、戦闘に関しては常にファブリカ・ストラーリの製品を使用すること。一つ、戦闘時、製品が破損するような行動は避けること。一つ、大砲には工房の刻印がありますが、これは常に周囲に見えるようにしてください。カバーで覆おおうなどの行為はしないように」

「人の話を聞けー！」

「一つ、周囲にアピールするため、戦闘終了時に勝利のポージングをしてもらいます。ではマリールイズ、お願いします」

「はい。それでは私から模範演舞を行わせていただきます。私なりにアメリアのイメージを再現してみましたので」

　マリールイズが前に出る。そして、見た目によらない力で軽々とキャノンブレードを持ち上げると演舞を開始した。

「無事、魔獣を撃退しました。はい、右ターン！　左ターン！　くるっと回して、すとんと立てる！　左手は腰に、そしてウィンク！　……以上になります。尻尾しつぽの動きはアメリアにお任せします。ただ、ヴァネッサさんから過激すぎるアピールはＮＧという指示をいただいていますので、そこだけ注意を」

「ありがとうございました。えー、では次に……」

「にゃー！　にゃー！　にゃー！　にゃー！　もう！」

　フラストレーションが頂点に達したアメリアは、ユージンとソフィに向き直った。

「聞いたか、お前ら！　馬鹿運営どもの横暴だぞ！　こんなの許していいのか！」

「まあ、いいんじゃありませんか」












「そうでござるな」

「にゃっ!?」

　あっさりと認めたソフィとユージン。アメリアは目を点にしたあと、二人に向けて怒鳴った。

「てめーら、裏切んのか！」

「裏切りも何も、大体、アメリアは消しよう耗もう品ひんを使いすぎるでござる」

　腕組みをしながらユージンが言うと、ソフィも静かに同意した。

「その通りです。速射が得意だからといって調子に乗って砲撃を連発。結果、必要のない弾薬まで使っているではありませんか。前々から、私も懸け念ねんしていたのですよ」

　場の流れを敏感に読み取ったレイがランサーたちに告げた。

「皆さんの意見を聞いてみましょう。ファブリカ・ストラーリ製品の採用に賛成の方」

　素そっ気けなく手を挙げるユージンとソフィ。レイは頷うなずいた。

「では採用決定ということで」

「勝手に話を進めてんじゃねー！」

「経費削減にみなさんのご理解があってよかった。では、ユージンにはこれを」

　レイはどこからか一振りの剣を取り出し、ユージンに手渡した。

「……え？」

　ユージンは剣を受け取ると、首を傾かしげ、その剣を観察した。

　カタナだった。普段、ユージンが使っている大おお太だ刀ちに比べると刃渡りは短い。だが、柄つかの部分からもう一本の剣が生えており、結局、大太刀と長さは変わりない。ユージンはそれを見て、

「…………え？」

　やはり首を傾げた。レイは説明を始めた。

「カタナというのは鋭するどい切れ味を持ちながら、コンディションに影響されやすく、切れ味が安定しない武器。その弱点を補うため、予備の刀身を接続したファブリカ・ストラーリ製、緊急戦闘機構付きカタナ、それがこの『ソードブレード』です」

　巌いわおのような顎あごをあんぐりと開けたまま、呆ぼう然ぜんと刀身を見つめているユージン。そんな彼にソフィは口元を手で押さえ、冷徹な表情のまま言った。

「くく……良かったですね……ふふ……立派な装備品が支給されて……あはは」

「な、何を笑ってるでござるか！」

「……失礼」

　咳せき払ばらいすると、ソフィは冷徹な視線をユージンに向けた。

「アメリアに経費を使いすぎると言っていましたが、その点ではあなたも変わりませんよ。カタナのコンディション維持のため油を使わなければならない、血曇りが付けば聖水で洗い流さなければならない、刃がこぼれれば砥と石いしを使わなければならない、挙あげ句く、状態が悪ければ戦闘に参加するのも躊ちゆう躇ちよする。これでよくアメリアを責められましたね」

「裏切るでござるか！」

「裏切るも何も、私は正論を申し上げているだけです」

「では、ソフィ。あなたにはこれを」

　レイはソフィに宝ほう杖じようを差し出した。

「…………」

　ソフィはじっと目の前の宝杖を見つめた。そして、おもむろに装飾の部分を摑つかみ、引き抜く。と、柄つかの部分に仕込まれた刀身が姿を見せた。

　ソフィの冷徹な視線が、さらに氷のように冷たくなった。

「……なるほど、これで術者の血を流し、邪神に捧ささげることで禁きん呪じゆを唱えるわけですね」

「いえ、近接戦闘機構付き宝杖、通称『スタッフブレード』は、魔術の弱点、すなわち近接戦闘の弱さと魔術詠えい唱しようの隙すきという弱点を補うため、宝杖にブレードを接続したファブリカ・ストラーリ製の……」

「あいにく、私は由緒正しき伝統的な正統派魔術の使い手ですので、禁呪などという不道徳なものは使いません。今すぐ目の届かないところへ捨ててきていただけますか？」

「採用決定」

「決定でござる」

「お待ちなさい！」

　あっさりと採用に賛成したアメリアとユージンに、ソフィが叫んだ。

「何を考えているのです！　こんなものが使い物になるわけがないでしょう!?」

「うるせー！　あたしを裏切った罰だ。てめーも苦しめ！」

「何と愚かな……！　怒りに我を忘れ、大局を見ることもできないとは……！」

「面白半分で賛成した御ご仁じんに言われたくないでござる！」

　当然のように揉もめるランサーたちに、レイは言った。

「ファブリカ・ストラーリとのスポンサー契約にはこれらの装備品の使用も含まれています。みなさんにはこれを使用していただき、経費削減に協力してもらいます」

「ふざけんな、守しゆ銭せん奴ど！」

「そうです、守銭奴！」

「いい加減にするでござる、守銭奴殿！」

「守銭奴はやめてくださいって言ってるでしょう！」

　騒さわがしくなる店内。ドワーフの店主が、カウンターの中で深く嘆たん息そくした。






二、その装備は呪のろわれている






　ロックフォートの北城壁。

　その城壁の向こうには長い谷がある。

　そこが『射撃場』と呼ばれる場所だった。

　誰が造ったわけでもない。初期入植者の誰かが谷に向けて銃を撃ったのを最初に、皆が好き勝手に試し打ちをするようになり、いつの間にか公認の射撃場となってしまったのだ。長年に渡る砲撃を受け、その斜面は三日月のように抉えぐれている。ときおり上部が崩落する、危険きわまりない場所だった。

　ロックフォートの人口が増えた現在、さすがに自由に発砲することは出来なくなっていた。射撃場はギルド会議所が管理しており、利用には予約と費用が必要になる。だから、〈白き盾〉には縁がない場所だった。

　しかし、今回ばかりはそうも言っていられない。

　何せアメリアが使用するのは先込式の大砲なのだ。

　先込式といえば、普通は旧式の大砲の代名詞である。

　その一番の欠点は装そう塡てんの手間にあった。

　砲身を清掃し、薬包を詰め、砲弾を詰め、雷管をセットし、照準を合わせ、トリガーを引く。一発撃つごとにそれらの工程を繰り返さなければならない。

　無煙火薬や頑強な薬やつ莢きようが開発され、専用のカートリッジで弾薬が装塡出来る後装式が発明されると、先込式はあっという間に市場から消え去ってしまった。今では使う者などほとんどいない、前時代の遺物のような存在だった。

　どーん、と間が空いて、待機所で待つレイとマリールイズの元に音が届く。

　射撃場にいるアメリアがキャノンブレードを撃ち放ったのだろう。

　先込式に慣れる必要があるアメリアに、ヴァネッサは快こころよく、試射用の弾薬と、射撃場の使用料を出してくれたのだ。

　そわそわと落ち着かないマリールイズ。そこへアメリアがキャノンブレードと試射用の弾薬箱を抱え、むっつりと帰ってきた。

「あ、アメリア、どうでしたか？」

　真っ先に感想を聞くマリールイズに、アメリアはぼそりと答えた。

「弾たまは思ったよりまっすぐ綺き麗れいに飛ぶ」

「ほ、本当ですか！」

　マリールイズの顔が、ぱっと明るくなる。

「やっぱりああ見えて高性能だったんですよ！　じゃ、じゃ、じゃ、問題なく採用ってことで……！」

「だけど、先込式だから再装そう塡てんに時間が掛かかるし、口径は二番径だから掃除も面倒くせーし、先端にデッドウェイトがくっついてて照準はすげーつけづらい。結論、欠けつ陥かん兵器、以上」

　アメリアは仮借のない評価をすると、大砲と弾薬箱を置き、固まるマリールイズの前をすたすたと通り過ぎた。

「撃つだけは撃ってやったからな。あの変なの、ちゃんと追い出しとけよ」

「あの、ヴァネッサさんへのご報告は……」

「あたしが知るか、馬鹿野郎」

　そう言って、アメリアはロックフォートの市街地の方へ去って行った。

　残されたレイとマリールイズとキャノンブレード。レイはたずねた。

「どうします？　ヴァネッサさんはアメリアの評価を知りたがっているんですが？」

「正直に言って大丈夫でしょうか？」

「駄目だと思いますよ。適当に誤ご魔ま化かしますか？」

「噓うそをつくわけには……」

「じゃあ、どうするんです？」

「お、お任せください！　こう見えても私、ランサーのモチベーション・コントロールのため、最新の心理学を勉強していますから！」

　強こわばった笑顔でマリールイズは言った。

「こういうときは、悪いニュースを先に、良いニュースは後にすることによって、相手のショックを和やわらげ、やる気を引き出すことができるのです！　王都経済新聞に書いてありました！」

　ぎこちなく、懐ふところからくしゃくしゃの新聞を取り出すマリールイズ。レイは当然のように不安になった。

「……試しに、やってみてもらえます？　俺をヴァネッサさんと思って」

「いいですよ」

「大砲の感触、どうだったでしょうか？」

「えっと、欠陥兵器だと」

「……え？」

「先込式で装塡に時間が掛かるし、口径が小さくて掃除がしづらいし、先端の剣が重くて照準も合わせにくいそうです」

「…………」

「でも、まっすぐ綺き麗れいに飛ぶって言ってました！　良かったですね！」

（駄目だ、これは……）

　あのポンコツ演技のマリールイズに期待してはいけなかった。

　だが、もしヴァネッサの機嫌を損ねたら、クエストどころではなくなる。

　これはギルドの財政を黒字化する最大のチャンスだ。何としてでも、ランサーたちにファブリカ・ストラーリの装備品を使わせなければならない。

　魔獣。スポンサー。ランサー。

　この三面作戦を前に、レイは気持ちが重くなるのを感じた。

「まあ、ヴァネッサさんにどう話すかは後で考えるとして、とにかくアメリアたちに何とか使って貰もらわないと」

「アメリア、かなり怒ってましたね……」

「俺に一つ、考えがあるのですが」

「な、何ですか？」

　マリールイズに、レイは言った。

「ランサーたちと、インセンティブ契約を結んでみてはどうでしょうか？」




　夕刻、酒場ではマリールイズによる三文芝居が継続されていた。

「うわー、最近のクリーニングロッドっておしゃれなんですねー。使ってみたいなー。私も砲ほう兵へいだったらなー。うらやましいなー」

　ちらり、とアメリアを見る。

　アメリアはいつものテーブルに俯うつぶせになり、尻尾しつぽをぱたぱたと上下させていた。

　新しい玩具おもちやに全く興味を抱かない猫と、せっかく用意したんだから遊んで欲しい飼い主の図だった。

　無視を決め込んでいるのはアメリアだけではない。ユージンもソフィも、ソードブレードとスタッフブレードをその辺りに放ほうったまま、テーブルに着いている。

　負けては駄目だ。彼らの興味を引くように、マリールイズは独り言を再開した。

「きっと使いやすいんだろうなー。えっと、まず砲身を掃除するんだったかなー……」

　と、言った瞬間、手を滑らせ、ずどん！　マリールイズの足の間にブレードが落ちた。

「はわわわわ……」

　うめくマリールイズ。かたかた震えながら、じっとキャノンブレードを見下ろした。

　ここに及んで、マリールイズはようやく一つの答えに辿たどり着つこうとしていた。

（もしかしてこれ、欠けつ陥かん兵器なんじゃ……）

　何とか押さえ込もうとしていた言葉が浮かび上がってくる。そもそも、先込式の大砲なのに先端に剣が付いてるのはものすごく危ないような気がする。

「ごきげんよう、〈白き盾〉のみなさん！」

　その声に、はっとなる。例の〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の運営職が酒場の入り口に現れていた。

（何でこんなときに……！）

　マリールイズはとっさにキャノンブレードに布を掛かけ、作り笑いを浮かべながら、入り口に歩み寄った。

「あら、これはこれは。一体、何のご用でしょうか？」

〈黒銃士隊マスケテイアーズ・ノワール〉の女性は急いで走ってきたのか、息を荒らげていた。

「聞きましたよ！　何でもスポンサーから装備品が提供されたそうじゃありませんか？」

「え！　……さ、さあ、何のことでしょうか？」

「誤ご魔ま化かしても無駄です。試射場で新型の大砲のテストをしていたと、私の情報網にしっかりと入っているのですから。私がちょっと自慢をしたくらいで〈黒銃士隊〉の真ま似ねをするとは、何と抜け目ない人でしょう！」

　一方的に怒っていたクレアはマリールイズの背後にある物体に気付いた。

「もしかして、それが例の新型大砲ですか？」

　近づこうとするクレアを、マリールイズは両手を広げて遮さえぎる。

「企業秘密ですのでお見せできません」

　クレアはにやりと笑った。

「おや？　見られてはまずい理由でもあるのですか？」

「とにかくお見せできません」

　クレアは無言のまま、一歩後ずさる。

　次の瞬間、彼女の姿が消えていた。

「……あれ？」

「ほほう、これが提供された装備品ですか。大砲にしてもずいぶん大きいですね」

　気がつくと、クレアは布に包まれた大砲のそばにいた。

「え？」

　全然、見えなかった！　いつの間に背後に！

　戦せん慄りつするマリールイズをよそに、クレアは大砲のカバーに手を伸ばした。

「では、拝見しますよ。まあ、〈白き盾〉に提供される装備品なんて、どうせ欠けつ陥かん兵器なのでしょうけれど」

「ま、待ってください！」

　マリールイズは慌あわててクレアに駆け寄る。だが、その制止も聞かず、クレアは布を剝はぎ取とった。

　その瞬間、クレアは目を点にし、固まった。そして、

「あは……はは……あはははは！　あはははははははははははは！」

　子供のように笑い始めた。

「何だ、これは！　どうして大砲に剣が付いてるのだ！　これで白兵戦をするつもりか！　本気か!?」

　顔を赤らめるマリールイズ。ユージンがむっつり黙っている脇で、ソフィが本に目を落としたまま、ぼそり、口を開いた。

「ご覧なさい。これが普通の反応というものですよ」

「…………ぁぅ」

「しかも、これ先込式じゃないか？　先端に剣が付いてるのに危ないじゃないか！　あはははははははははははは！　……はっ！」

　クレアは涙を浮かべながら大笑いしていたが、周囲の視線が集まっているのに気付くと、今度は怯おびえた顔を見せながら、ぶんぶん、かぶりを振った。

「ち、違う、違うんです。私はこんなはしたない笑い方をするつもりではなかったのです！　もっと大人びた淑女の雰ふん囲い気きで『あら、これが提供された新型の武器？　〈白き盾〉らしいみすぼらしい大砲ですね』とまあ、こんな感じで馬鹿にする予定だったのです！」

　よくわからないことを訴えると、カウンターに駆け寄り小銭を置いた。

「シェフ、水を！」

　ドワーフの店主は黙ってマグに水を汲くみ、カウンターに置く。クレアは一気に水を飲み干し、大きく息をつくと、元の、狼おおかみのような鋭するどい眼まな差ざしに戻った。

「……失礼しました。あら、これが提供されあははははははははははははは！　やっぱり駄目だ！　おかしい！　おかしい！」

　キャノンブレードが目に入った途端、クレアは再び笑い出した。

「……面白いな、こいつ」

　キャノンブレードに見向きもしなかったアメリアが顔を上げた。アメリアは壁に立てかけたままになっていたソードブレードを手に取り、『新しい玩具おもちや』に向かって言った。

「おい、黒ポンコツ。こんなのもあるぞ」

「あははは。……誰が黒ポンコツですか？」

　アメリアに呼びかけられ、一瞬、我に返るクレア。

　だが、ソードブレードを見た瞬間、また固まった。

「……あは、はは、あはははははははは！　何だこれ！　何だこれ！　どうして剣に剣が付いてるんだ！　何でくっつける必要がある！　別々に持ったら駄目なのか！」

　やはり、けらけら笑い始める。

　その前に、無言でアメリアが立った。

　一本の宝ほう杖じようを手に。

　それに気付いた瞬間、クレアは笑うのをやめ、恐怖の表情を浮かべた。

「う、噓うそだろ。そんな、まさか……」

「にゃ」

「あはははははははははは！」












　抜き放たれたスタッフブレードを前に、椅い子すに倒れ込んだクレアは足をばたばたさせながら笑い転げる。

　憮ぶ然ぜんとしていたマリールイズが言った。

「……あの、忙しいので、もう帰ってもらえませんか？」

「あははは！　い、いいでしょう。まさかあんな面白武器で衆目を集めようとは……！」

「帰ってください！」

　笑いすぎで、ふらふらと酒場を出て行くクレア。そこへ二階からレイが下りてきた。

「マリールイズ、計算が終わりました。……クレアの声が聞こえた気がするんですが」

「……何でもありません。それよりも例の件を」

「わかりました」

　レイは答え、今度はランサーたちに向けて口を開いた。

「えー、みなさんにお話があるのですが」

「「「…………」」」

　無視するランサーたち。レイは頷うなずいた。

「お怒りもごもっともです。確かに、こちらの用意した装備品をいきなり使えと言っても、やる気が出ないのは当然のことです。そこで、一つ提案があるのですが。こういったお願いをする以上、ギルドとしてももちろん、みなさんが気持ちよくクエストに臨めるようにするつもりです」

「へえ、どうしてくれるって言うんだよ」

「みなさん、インセンティブ契約を結びませんか？」

「「「インセンティブ契約？」」」

　ランサーたちがたずねてくる。

「そうです。みなさんの勤労意欲を高めるために、特別報酬を設定しようと思うんです」

　報酬、という言葉に反応し、ランサーたちがぴくりと動いた。

「今回、ヴァネッサさんには、装備品のメンテナンス、そして消しよう耗もう品ひんの提供を無償で行っていただけることになりました。キャノンブレード専用の弾薬と、ソードブレード、スタッフブレードを使用することにより節約できる装備品の減げん価か償しよう却きやく費ひ、それらを含めると、およそ百五十万リィルの経費が節減できます。さらに、今回のクエストで使い切れなかった物資も〈白き盾〉が継続して使用してよいとの許可を得ました」

「てめーら、あたしらに迷惑かけて儲もうけるつもりかよ！」

「そこでです。経費の節約に成功した場合、その金額の半分をみなさんの報酬に上乗せしたいと思います」

　ランサーたちが再び、ぴくり、と動いた。

「つまり、本来使うはずだった装備品・消耗品の予算が余った場合、その金額をギルドと皆さんで山分けするということです。ギルドの取り分は五割、残りをランサー三人で三等分することにします。試算したところ、みなさんが消耗品の使用をいつもの七割程度に抑えた場合、報酬の増額分はこれくらいになります」

　レイは筆記板を差し出す。ランサー三人は額を寄せ合って筆記板に書かれた数字を覗のぞき込こむ。ほう、とため息のような声が漏れた。

「現状、装備品、消耗品の費用には無駄が多い。まだまだ、削減する余地があります。そして、効率よく節約することができれば、その分、あなたたちの報酬も増える。どうします？　やってみませんか？」

　しばらく、ランサーたちは黙っていた。彼らの頭の中で、計算尺がかちかち音を立てているのがレイにははっきりとわかった。

「……まあ、やってやんねーこともねーけど」

「……まあ、そうでござるな」

「……まあ、ギルドの経営のため、というのでは仕方ありませんね」

　やがてランサーたちが口々に言い、レイは、にっ、と邪悪な笑みを浮かべた。

「助かりました。みなさんのご協力に感謝いたします」





　　　　◆






「いい天気ですねえ」

　新大陸、ニュー・ハイランド州。

　ロックフォートの南西、アファラ山脈沿いにある地域だ。

　途中までは川船での移動。そこからは徒歩で二日の場所にある。

　ロックフォート周辺とは、大きく景色が異なっていた。高原ののどかな光景。見渡す限りの緑、彼方かなたに見える山脈には、まだ雪が残っていた。

　手た綱づなを握るソフィの隣、今回のクエストの依頼主、ヴァネッサは御ぎよ者しや台だいからのんびりと景色を眺めていた。

「わたくしめ、故郷に戻るのは久しぶりなのですが、やっぱりいいものですねー」

「そうでしたか……」

　馬車の隣を歩きながら、マリールイズは相づちを打った。強こわばった笑顔、その顔には隠しきれない不安が浮かんでいた。

　不安の正体。それは、あのインセンティブ契約だった。

　マリールイズはすっかり冷静になっていた。

　積極的にスポンサー導入に動いてきたはずなのに、実際、実戦の場に立ってみると不安が消えないのだ。

　出立前の数日間、ランサーたちはそれぞれ装備品に慣れるために訓練をしていた。彼らは問題ないと言っていたが、不慣れな装備で魔獣討とう伐ばつに向かうことには変わりない。

　ランサーにとって装備品は命綱、自分でそう言ったはずだ。

　お金のために、私はランサーたちの命を危険に晒さらしているのではないか。レイに、優秀なギルドマスターと認められたいばかりに、冷静さを欠いていたのではないか。今さらながら、罪悪感が胸に溢あふれる。

「わたくしめばかり馬車に乗ってしまって申し訳ないです」

「お気遣いなく、ヴァネッサさん」

　こたえたのはレイだ。普段見ない、妙に爽さわやかな笑顔を浮かべている。

「ランサーのみなさまも、急な依頼でまだ装備品に慣れておられないかもしれませんが、よろしくお願いします」

「おう、任せておけ」

　上機嫌にこたえるアメリア。

「何の何の。一流の書家は筆を選ばぬもの。武人たるものいかなる得物でも使いこなせなくては」

　鷹おう揚ように頷うなずくユージン。

「問題ありません。魔術にとって大事なのは道具よりも精神ですから」

　静かに言うソフィ。

　ランサーたちはやる気に満ちている。

　……しかし、その目に何か邪心のようなものが宿っているのを見て、マリールイズは顔を曇らせた。

　ヴァネッサの目を盗み、マリールイズはレイにたずねた。

「あのインセンティブ契約のことなんですが、本当に大丈夫でしょうか……？」

「問題ありません」

　レイは自信に満ちた声で言った。

「契約では、装備品・消しよう耗もう品ひんを節約し、浮いた分をランサーたちで三等分することになっています。この条件で利益を上げるには、お互いの協力が必要不可欠です。ランサー同士、意思疎通をし、効率的な火力の行使を考えなければ利益が得られないんですから」

　レイはちらり、ランサーたちに視線を向けた。

「大体、彼らは費用対効果の観念が無さ過ぎる。インセンティブ契約によって、それを意識させることで経費を削減できるはずです」

「でも、お金で釣るようなやり方は……」

「みんな傭よう兵へいなんですよ。お金で釣らないでどうするんです」

「それに、クエストには万全の状態で臨んでもらいたいですし……」

「では、彼らが聖剣が必要だと言ったら、あなたは聖剣を用意する気なんですか？」

「え？　誰か聖剣が必要なんですか？」

「……そうじゃありません。どのランサーだって理想の状態でクエストに臨めるわけではありません。誰にだって制限はあるんです。資金面での制限だって、立派な理由です。やむを得ません」

　言われれば、確かにその通りのような気もするのだが……。

　何か、胸むな騒さわぎのようなものが消えないのだ。




　インセンティブの導入にあたり、レイには一つの目もく論ろ見みがあった。

　それはランサーたちに費用対効果を考えさせることだった。

　今のところ、ランサーたちの装備品の経費は、全すべてギルドが負担することになっている。ギルドにもよるが、ロックフォートの大部分のギルドはランサーに最低限の装備品は配給することになっている。装備品の管理を全てランサーに任せてしまうと、作戦能力が確保できなくなる可能性があるからだった。

〈白き盾〉でも同様だが、何しろ、三人の装備品は費用が掛かかる。その上、今までの報酬体系では、ランサーたちの懐ふところは痛まないため、とにかく費用を使い込んでしまうのだ。

　そこでインセンティブ契約の導入である。

　自分たちの使用する経費が報酬と連動すれば、彼らだって経費の使い方を考えるようになるだろう。これは今回の経費を削減するためだけではなく、彼らに少しでもコスト意識を持ってもらうことが目的なのだ。

　レイが物思いに耽ふけっていると、不意に馬車が停とまった。

「どうしました？」

「前方に魔獣の姿が」

　手た綱づなを引き、ソフィが報告する。その隣でヴァネッサが小さな体を伸ばし、前方を見た。

「な、何ごとですか！」

「どうやらスライムのようですね」

　ソフィの視線の先に、レイは目を凝らした。

　それは水たまりのようだった。警戒していなければ、魔獣とは気付かなかったはずだ。

　何の危険もなさそうな穏やかな緑。そこに、わずかに質感の違う部分があった。

　よく見れば、風にそよぐ草木とは違う、奇妙なうぞうぞとした動き方をしている。

　スライムは弱さや脆もろさの代名詞のように扱われることもある魔獣だが、決して油断をしていい相手ではない。それはどこにでも現れ、どこにでも紛まぎれ、天然の罠わなのように潜ひそみ、その領域に無防備に足を踏み入れた獲物を容赦なく飲み込む。無む垢くなる悪魔のような存在なのだ。

　確認できる限りではスライムは三体。地面を変色させながら、うぞうぞと近づいてきていた。

「どうやら感づかれたようですよ。どうします？　逃げることもできそうですが」

「街道の近くです。通りかかった人に襲いかかるかもしれません。総員、戦闘配置を。ランサーは先行してください。馬車はここに待機します」

　マリールイズが指示を出した。それを受け、レイは盾を左手に装着し、剣を抜き払った。

「俺が前衛に立ちます。掩えん護ごを！」

　レイは、他にスライムが紛れていないか注意深く確認しながら、前に出た。

　アメリアたちの装備は不慣れなファブリカ・ストラーリ製のものだ。出来る限り、自分が時間を稼がなくてはならない。

　うぞうぞ、近づいてきたスライムは、一いつ旦たん動きを止めると、突然、レイの身長ほどに盛り上がり、見た目によらない俊敏さで襲いかかってきた。急な速度の変化に驚きながら、レイは下がりつつ、攻撃を盾で防ぐ。

　波に打たれたかのような感触。そして、藻ものような、黴かびのような嫌な臭気が襲ってきた。

「っ！」

　鋭するどく息を吐きながら、レイは剣を叩たたきつけた。

　鈍にぶい感触。剣は確かにスライムの胴体にめり込んだが、それだけだった。表面を削り取られたスライムは意に介することなく、地面を押しつぶす。もし、下がっていなければ足元に食いつかれていたかもしれない。

　レイはさらに攻撃を続ける。しかし、ただの長剣ではさほどのダメージを与えることはできない。注意深く牽けん制せいしながら、剣を振るうが、スライムの前進を止めることはできなかった。その間にも、後続のスライムが迫ってくる。

「掩えん護ごを！」

　レイは叫び、後衛からの攻撃に備え、距離を取った。

　しばらくの沈黙。

　何も起きなかった。大砲の轟ごう音おんも、魔術の詠えい唱しようも、刀術の気合いの声も聞こえてこない。

「どうしたんです！　装備品に不具合がありましたか！」

　叫ぶレイの視線の先で、

「あー、めんどくせー。何で先込式なんだよ」

　馬車から離れたところで、アメリアはいつもの俊敏な動きとはかけ離れた、気け怠だるい動きで砲身の掃除をしていた。

「何で今頃掃除してるんだよ！」

「使いなれてないんだから、忘れてたに決まってるだろ。おい、お前行けよ」

　アメリアは隣にいたソフィに呼びかける。と、ソフィが目頭を押さえながら言った。

「ああ……。今は話しかけないでください。集中が解けてしまいました」

　それからおっとりと、手にしていたスタッフブレードを見た。

「やはり使い慣れていない宝ほう杖じようですと、集中が上う手まくいきませんね」

「ちょ、ちょっと待ってください！　わざとやってませんか!?」

「何がわざとだよ」

「猜さい疑ぎ心しんは悪徳ですよ。必死でやっているこちらの気持ちも知らないで」

（まさか、この人たちは……！）

　この人たちはインセンティブの意味を履き違えて、報酬のためにとにかく消しよう耗もう品ひんを惜しんでいるのか。切羽詰まり、レイはユージンに叫んだ。

「ユージン、手を貸してください！」

「…………」

　腕組みをしていたユージンは、しばらく考えたあと、言った。

「やでござる」

「え？」

「スライムにカタナを溶かされたら、手入れをしなければならないでござる。そしたら拙せつ者しやの取り分が減るでござる。だから、やでござる」

「せめて、建前くらい考えておいてくださいよ！」

　レイはランサーたちに声を張り上げた。

「説明したでしょう!?　このインセンティブ契約は三人で協力して、消しよう耗もう品ひんの使用を抑えることに目的があるんです。三人全員で節約した分を、三等分するわけですから！」

　アメリアが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「はあ？　何でこいつらと協力しなきゃなんねーんだよ」

「そうでござる。拙せつ者しやがいくら我慢したところで、アメリアとソフィがどっかんどっかんやったら、拙者だけ損するではござらぬか」

「そもそも、私はともかくこの二人に理性的な行動ができるとお思いですか？　私はできますから、私の会計だけは別にしてもらえませんか？」

「何ぬかしてんだ、てめー！」

「私利私欲が過ぎるでござる！」

「言いがかりはやめてください！」

「喧けん嘩かしてる場合ですか！　クエストが失敗したらどうするんです！」

　言い争いを始めたランサーたちに、レイは愕がく然ぜんとなった。

　甘かった。

　確かに、経費を節約すればするだけ報酬が増えるのなら、誰でも物資を惜しむようになる。だがその吝りん嗇しよくの欲求は、生命の危機や魔獣への恐怖によって抑えられ、自然とバランスが取れる。レイはそう計算していた。

　それが間違いだった。幾度もの死線を越えてきた一流ランサー。その危険に対する感性が壊れていることに、今更ながら気付いた。彼らに一般的な常識なんて期待してはいけなかったのだ。

「レイ、後ろです！」

「のわっ！」

　マリールイズの声で我に返る。背後から襲ってきたスライムの攻撃をかろうじて躱かわす。

（危ない！）

　このままでは本当にやられる。しかもスライム相手にだ！

「アメリア！　頼むから手を貸してくれ！」

「…………」

　アメリアが砲身の掃除に戻り、独り言を漏らした。

「あーあ、何かやる気のでるようなことないかなー。よく考えたら先込式の大砲なんて慣れてないわけだしなー。もうちょっといいことあってもいいと思うんだよなー」

「この……！　わかった！　とりあえずスライムを仕し留とめてくれたら、俺の財布から千リィルを出すから！」

「……よーし、いいだろ」

　アメリアは勝ち誇った笑みを浮かべた。

　彼女はクリーニングロッドを放ほうり出すと、尻尾しつぽをゆらゆらと揺らしながら、弾薬の入った箱を開ける。

「お、火炎弾なんてあるのか。小遣いも入ったし、贅ぜい沢たくしとくか。スライムは焼いちまうに限るからな」

　アメリアは赤い模様の入った砲弾を取り出し、砲身に詰め込むと、ロッドで押し込み、撃鉄に雷管をセットした。

　先込式など慣れてない、などと言いながら、アメリアの手並みはいつも通りの鮮やかなものだった。装そう塡てんを終えると、アメリアは確実を期して、前に出た。

「守しゆ銭せん奴ど、下がってろ！」

　レイが後退するかしないかの内に、アメリアは撃鉄を落とした。

　どん！　という轟ごう音おんとともに、砲弾はスライムに命中。それは急激に膨ふくれ上がり……。

　スライムは八つに分裂した。

　破裂したスライムの塊は、やがてそれぞれ意志をもって動き出す。大型スライムは、八体の中型スライムになり、こちらに迫ってきていた。

「にゃっ!?」

　アメリアは大砲を見下ろし、叫んだ。

「にゃんだこれ！　火炎弾じゃねーぞ！」

　離れた馬車からヴァネッサがおっとりと言った。

「あ、それは弱酸性弾ですよー」

「弱酸性弾!?」

「ダンジョン内の殺菌、脱臭に使用するための弾丸です」

「にゃんでそんな使いもしない弾たまを入れとくんだよ！」

「うふふ、アメリアさんに、ファブリカ・ストラーリのバラエティに富んだ弾薬セットをご覧にいれたくて、張り切ってしまいました」

　頰ほおに手を当てて、照れながら答えるヴァネッサ。

「じゃあ、火炎弾はどれなんだよ！」

「真ん中辺りに入れてある青いラベルの弾丸です」

「青!?　火の色は赤って決まってんだろ！」

「でも、赤い炎というのは青に比べて温度が低いわけですから。それに酸性のものは試験紙で赤く反応しますし、イメージ的には適しているかと……」

「大体、何で『火炎弾』って書いとかねーんだよ！」

「これからの製造業は言語や種族に囚とらわれてはいけません。絵文字ピクトグラムは行政府で研究されている最先端の人間工学で、直感的な理解が可能なデザインなのですよ」

「にゃー！　もう！」

「アメリア、後ろだ！」

　レイの声で、アメリアは我に返った。

　分裂したスライムが迫ってきている。アメリアは次弾を装そう塡てんしようと、無意識のうちに機関部を引き出すハンドルに手を伸ばす。途端、すかっ、すかっ、と手が空を切った。

「にゃ!?」

　先込式。当然、機関部を引き出すハンドルはない。

「アメリア、何してるんだ！」

「うるせー！　いつもの癖だろ！」

　右往左往する前線に、ヴァネッサが拳こぶしを握って叫んだ。

「今です、アメリアさん！　近接戦闘機構で時間を稼いでください！」

「にゃ？　にゃ？」

　迫り来るスライム群。アメリアは大砲の先端から伸びるブレードに視線を落とす。心細そうに、キャノンブレードを構え直し、そして、

「にゃああああ！」

　アメリアは逃走を開始した。

「アメリア！　逃げるんじゃない！」

「うるせー、馬鹿野郎！　こんなものでどうしろっつーんだよ！」

　レイの声を無視し、アメリアはユージンの背後へと逃げ込んでいく。スライムの重圧に押され、レイも後退を余儀なくされる。

「デカブツ！　何とかしろ！」

「何とかしろと言われても」

「二千リィルでどうですか！」

「うむ、弱きを助けるのも武士道でござるからな」

　巌いわおのような顎あごを歪ゆがめ、ユージンが動いた。堂々と、群れとなって襲いかかってくるスライムに正対する。背中のカタナに手をかけた瞬間、その手が霞かすみのように動いた。

「チェストォォ！」

　気合いとともに、抜き打ちにスライムに斬きりかかる。スライムの一体が二つに割れる。スライムは核を切り裂かれ、原形を留とどめることができなくなり、そのまま土の上に液体となって崩れ去っていった。

　と、同時に、ユージンが腹部を押さえ、うずくまっていた。

「ブレードのことを忘れていたでござる……。まさか……ハラキリとは……」

　柄つかから伸びたブレードが腹部にめり込んでいた。鞘さやがあったからいいものの、そうでなかったら……。

「ユージン、しっかりしてください！」

「すまぬ。肩を貸してくだされ……」

　レイは巨人族テイターンの腕を肩に回し、何とか支えになる。

　状況は切迫している。一体は倒したが、分裂したスライム七体と大型スライム二体が残っている。レイは必死にユージンの巨体を支えながら、ソフィに叫んだ。

「ソフィ！」

「ふう、申し上げたはずです。魔術には集中が……」

「三千リィル！」

「集中完了しました」

　静かに、ソフィの目に邪念が満ちる。彼女は深々とため息をつき、宝ほう杖じようを構えた。

「全く、スライム如ごときに情けないとは思わないのですか？」

「いいから、さっさと撃ちやがれ！」

　逃げるレイたちを庇かばうように、ソフィがスライムの群れに立ちはだかった。宝杖を華か麗れいに構え、スライムの群れに対たい峙じする。

「火の精霊よ。雄々しき者よ。その逞たくましき足にて邪悪を粉砕せよ」

　魔術士にとって、魔獣に接近されるのは死活問題だ。しかし、ソフィは迫り来るスライムにも焦ること無く、悠々と呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

「『愚ぐ鳩きゆう』」

　ソフィは最後の呪文を唱える。そして、宝杖を手の中で、くるりと一回転させ、目標へと向けた。その瞬間、

「あ」

　スタッフブレードの宝杖本体がすぽん、と鞘さやからすっぽ抜け、スライムの上に、ぐしゃっと落ちた。




「何やってんだ、馬鹿エルフ！　格好つけてくるくる杖つえなんか回すからだ！」

「馬鹿という方が馬鹿です！　由緒正しき伝統的な正統派魔術は有ゆう職そく故こ実じつを重んずるのです！　人のルーティンにけちを付けないでください！」

　一足先に逃げ出すアメリアと、法ほう衣いの裾すそを摑つかみながら駆けるソフィ。

「走ったら、余計お腹なかが痛くなってきたでござる……」

「ユージン、しっかり走ってください……！」

　レイの肩を借りながら、よろよろと後を追うユージン。

「みなさん、急いで！」

　そこへ眼帯を外したマリールイズが立ちはだかった。

「私が囮おとりになります！　その間にみなさんは逃げてください！」

「マリールイズ、無む茶ちやです！」

　レイが立ち止まる。マリールイズが寂しげに笑った。

「みなさんをロックフォートに連れ帰るのは私の責務です！　それに……こうなったのも私のせいですから」

「浸ってんじゃねー！」

「痛ぁっ！」

　アメリアの投とう擲てきした水筒がマリールイズの頭に炸さく裂れつした。

「ぶつぶつ言ってる暇があったらさっさとあたしらの装備を出せ！」

　すでに馬車に取り付いていたアメリアが積まれた荷物を搔かき出だしながら、叫んだ。

「えっと、それが……」

　大量に積まれた荷物。その下敷きになって、大おお太だ刀ちの鞘さやだけが顔を覗のぞかせていた。

「にゃんですぐに取り出せるところに置いとかねーんだよ!?」

「ほ、ほら、すぐに取り出せる場所に置いておくとヴァネッサさんの装備品を信用していないみたいじゃないですか。ですから、信頼を形で表そうと思って……」

「余計な気を回してんじゃねー！」

　そこへ、いまいち危機感のないヴァネッサがたずねてきた。

「ど、どうしたんですか！　キャノンブレードに何か問題でも？」

「うるせー！　こんな欠けつ陥かん兵器、使ってられるか！」

「け、欠陥兵器……！」

　ヴァネッサの小さな体が、衝撃を受けたかのようにぐらりと揺れた。

「ど、ど、どういうことでしょうか……。わたくしめの製品が欠陥兵器などと……」

「忙しいんだ、後にしろ！」

　ランサーたちは装備を取り出すため、荷物を運び出す。

　だが、スライムはすぐそこまで迫ってきている。

　ランサーたちは身を寄せ合い、心細げに欠陥兵器を構え、迫るスライムに向き合った。

「おい、ほんとにこの欠陥兵器で戦わないといけねーのかよ」

「拙せつ者しや、もう怖くて振り回したくないでござる」

「欠陥兵器があるだけいいじゃありませんか。こっちは飛んでいってしまったんですよ」

「集中してください！　来ますよ！」

　レイが声を上げる。馬車を囲むように迫り来るスライムの一体が大きく伸び上がった。

　突然、スライムが爆はぜた。

　轟ごう音おん。ランサーたちが見ている前で、次々と地面が爆発し、スライムの粘体を吹き飛ばしていく。

　レイには何が起こったのか、全くわからなかった。が、

「あれは……」

　ユージンたちはすでに攻撃の主を見つけていた。

　丘きゆう陵りように、複数の人影があった。

　その中に、巨人族テイターンの砲ほう兵へいがいた。

　彼は巨大な砲身を腰だめに構え、撃鉄を落とす。

　轟ごう音おんと共に放たれた弾丸は空気を切り裂きながら飛ひ翔しよう、放物線を描きスライムの群れに着弾すると、火炎を撒まき散ちらす。

　馬車を取り囲んでいたスライムたちは、あっという間に焼き尽くされていった。

「なかなかの腕でござるな」

「本当に。誰かとは大違いですね」

「うるせー。あたしだってちゃんとした大砲があれば……」

　そう言って巨人族を見た瞬間、アメリアは言葉を失った。

　そんな中、レイは青ざめていた。

　これは、緊急救助の状況だ。

　向こうには、こちらに対して、救助費用の請求権がある。

　そんな懸け念ねんなど頭にないのだろう、マリールイズは手を振りながら大声で叫んでいた。

「あ、あの！　助けていただいてありがとうございます！　こちらはランサーギルド〈白き盾〉です！」

　ランサーたちはこちらを見た。だが、巨人族が指示を出すと、彼らは何も言わないまま、丘陵の向こうへと消えていった。

「あれ？　聞こえなかったのかな……」

　ユージンが言った。

「ロックフォートでは見かけぬランサーでござるな」

「行政府を拠点にするギルドでしょう。この辺りはロックフォートと行政府の縄張りのちょうど中間くらいですから」

　ソフィがこたえる。

　レイは、ほっと息をついた。今のところ、向こうに経費を請求する意志はないようだ。

「カーロフ……」

　アメリアがつぶやいたのが、かすかに聞こえた。

「知ってるのか？」

　レイはアメリアが行政府にいたことを思い出す。レイの問いに、アメリアがこたえることはなかった。

　アメリアは巨人族が去って行った方向を、鋭するどい眼まな差ざしで見つめ続けていた。






三、『スノウホワイト』






　その日の午後、ようやく州中央部、ニュー・ハイランドの州都に辿たどり着ついた。

　旧大陸にある保養地のような風景、レイの目にはそう映った。彼方かなたに連なる山々を背景に、石造りの建物が並んでいる。歴史を感じさせる街並みだった。

　ヴァネッサの道案内に従い、ゆっくりと馬車を進める。やがて、大通りから奥へ入ったところで、大きな石造りの建物の前に停とまった。

「着きました！」

　御ぎよ者しや台だいから降りたヴァネッサは、門の鎖を外し、扉を押し開けた。

「滞在中はここを使ってくださいませ！　わたくしめの一族が所有している物件です！」

　馬車を前庭に入れ、一行は、ヴァネッサの案内に従って建物に入った。

　薄暗い室内。見回していたマリールイズがつぶやく。

「ここは……工房ですか？」

　確かにそこは工房だった。大きな炉、その前に並んだ金かな床とこ。剣や盾などの装備も並んでおり、壁には大砲が木枠に収まっている。

　ヴァネッサは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ええ。わたくしめの一族は代々、ここで武器職人をしていたのです。かつては大陸中のランサーがこの工房で作られた装備品を使っていた……というのは言い過ぎではありますが、それでも三割強がここニュー・ハイランドから出荷されていたという統計もあるのですよ」

　彼女は炉に繫つながれた蛇腹の送風機を踏み込んだ。埃ほこりが舞い上がり、ヴァネッサは咳せき込こんだ。

「えほえほ。……失礼しました。かつて、ここは鉄鋼業で栄えた街だったのです。近くには鉱山があり、東へ荷を運ぶための河川もあり、地の利に恵まれておりました。わたくしめの一族は魔獣と戦うための装備品をここで製造していたのです」

　そこまで言ったところで、明るかったヴァネッサの表情が沈んだ。

「……それも過去の話です。新大陸が開発されるにつれ、産業の中心は徐々に、より安全な行政府へと移っていきました。大量生産の安価な製品が市場を席せつ巻けんするようになり、ニュー・ハイランドは力を失っていきました。でも、わたくしめが子供の頃には、親方であるお父様の元、ここで何十人ものお弟子さんが働いていたのです。……それも、一体の魔獣が現れたときに失われました」

　ヴァネッサは言った。

「それがヴァルチャーの王『スノウホワイト』。今回、みなさまに討うっていただきたい魔獣なのです」





　　　　◆






「『スノウホワイト』？」

　ロックフォートの酒場。依頼の内容を告げたヴァネッサにマリールイズはたずねた。

「不勉強でもうしわけありません。『スノウホワイト』という名前は初耳なのですが、どういった魔獣なのですか？」

「ああ、失礼しました。『スノウホワイト』は魔獣の種類ではありません。ヴァルチャーの一個体に与えられた異名なのです」

　ヴァネッサはテーブルに置かれた手配書に目を落とした。




　ヴァルチャー。

　新大陸内陸部に棲すむ、中型の魔獣。

　姿は旧大陸の猛もう禽きんに近いが、その大きさは比べものにならない。成体にもなれば、両翼を含めた全長は三メートルにもなる。その巨体が宙を舞い、他の生命を蹂じゆう躙りんするのだ。

　ヴァルチャーとの戦いは、人間たちがニュー・ハイランドの地に足を踏み入れて以来の宿命だった。ヴァルチャーは人間たちの手出しできないアファラ山脈に棲み、人里を襲うときのみ、地上へと降りてくる。完全に制圧することは不可能だった。

　それでも人間たちはニュー・ハイランドに根を下ろした。ランサーたちの活躍によって、魔獣を打ち払い、街を作り、発展を遂げてきた。

　そのときはまだ、ハウンド同様、よくいる魔獣の一種に過ぎなかった。




　状況が変わったのはいつなのか。それをはっきりと説明できる人間はいない。

　あるときを境に、ヴァルチャーの群れが巨大化を始めた。散発的に起こっていたヴァルチャーの襲撃が、大規模に組織的になっていったのだ。それは人間たちには感じ取れないほど穏やかに進行し、気付いたときには、大きな街さえも襲うようになっていった。

　同時に、群れの中に、特異な姿をしたヴァルチャーが見受けられるようになった。

　それは雪のように白い羽毛をしていた。仲間たちの黒い翼の中、どこにいてもわかる存在感を放っていた。

　やがて、それがヴァルチャーたちの王だということを、人々は悟った。

　絶大な統率力を有したその個体が、巨大なヴァルチャーの群れを作り上げ、襲撃を巧妙化させ、人間たちの領域を削り取っていった。

　いつしか、人々はその個体を、特別の名前で呼ぶようになった。

　雪のような白い羽毛。『スノウホワイト』。

　それは、その個体が伝説を獲得し、恐怖の象徴となった瞬間だった。




「『スノウホワイト』が現れて以来、ニュー・ハイランドは一層、疲弊していきました。魔獣たちの支配地域が広がるにつれ、鉱山は次々と閉山に追い込まれたのです。人々は行政府のある東へと移り住み、ニュー・ハイランド州の産業は衰退していきました」

『スノウホワイト』の手配書を見つめ、ヴァネッサは言った。

「行政府は『スノウホワイト』に賞金を懸けました。いまやこの特異体の賞金は二〇〇〇万リィルまで引き上げられています。これは一体のヴァルチャーに懸けられた賞金としては破格です。にもかかわらず、『スノウホワイト』は一流ランサーたちの挑戦を退け続けています。それだけ、この個体は用心深く、狡こう猾かつなのです」

　手配書を折りたたむと、今度はテーブルにニュー・ハイランド州の地図を広げた。

　中心の平野部は台形のような形状で、周囲は山脈と高地に囲まれている。ヴァネッサは北側にある山脈を指さした。

「この辺りがヴァルチャーたちが住処すみかにしているアファラ山脈です。ここは険けわしい高低差によって、いまだに人の手の及ばない地域です。ヴァルチャーがここを拠点にしている以上、ランサーといえども手出しをすることはできません。繁殖期を迎えたヴァルチャーたちは人里を襲うために平地へと下りてくるのですが、その動きはなかなか摑つかめません。さらに『スノウホワイト』は狡猾で、必ず安全圏から仲間を指揮し、こちらの射程には入ってきません。通常であれば、『スノウホワイト』を討うち取るのはとても不可能なのです」

「では、どうやって『スノウホワイト』を？」

　マリールイズがたずねると、ヴァネッサは指を北から南へと移動させた。

「アファラ山脈はこれから雪の季節を迎えます。群れには孵かえったばかりの幼体も多く、ヴァルチャーにとっても厳しい環境です。そのためヴァルチャーは山脈を出て、南方へと向かう『渡り』を行うのです。そのときだけは、『スノウホワイト』も平地を横断しなければなりません。例年であれば、渡りはこの季節、ある三週間のうちに行われます。この三週間こそ、『スノウホワイト』を討ち取る最大にして唯一の機会なのです」

　ヴァネッサは地図に、過去の渡りのルートらしい、何本もの赤い線を書き入れていた。

「平地に下りてきたと言っても、千頭を超えるヴァルチャーに守られた『スノウホワイト』を倒すのは容易ではありません。渡りの防御網を破り、ヴァルチャーの反撃を避さけるには、長距離からの狙そ撃げきしかありません。賞金目当てのランサーたちはそれぞれに渡りのルートを予想し、群れを待ち受けるのです。みなさまにもこの狩りに参加していただき、『スノウホワイト』を討って欲しいのです」

　マリールイズの隣に座っていたレイがたずねた。

「そのご依頼なのですが、本当にうちでよろしいのですか？　〈白き盾〉は零れい細さいギルドで、あまり人員はご用意できないのですが」

「少数精鋭方針のギルドです」

　隣で付け加えるマリールイズ。

「狩りのスキルを持ったランサーは外部から招集するしかありませんし、正直、ニュー・ハイランドの地理にも詳しくありません。それにお話では二十近いギルドがこのクエストに参戦するとのこと。賞金を取り合うとなれば、激しい競争になるはずです。もし賞金が手に入らなかったとして、報酬の支払いは……」

「レイ！　お金の話は早すぎますよ」

「ふっふっふ。わたくしめにぬかりはございません！」

　ヴァネッサが銀ぎん縁ぶち眼鏡のブリッジを押し上げ、得意気に笑った。

「このときのために、一年前、前回の渡りがあったときから準備を進めてまいりました。今回、わたくしめは地元民の強みを最大限に活いかすため、この地方出身の二名の凄すご腕うでランサーの協力を取り付けているのです。

　一人はレンジャーのリュース・ドナルドさん。彼は、一年前から情報分析のためのお手伝いをしてくださいました。彼が集めた情報を、わたくしめがカレッジで学んだ知識を活かして分析し、確率の高い場所を割り出します。もう一人は狩人かりゆうどのタタ・マルセロさん。今回のパーティの指揮を務つとめることになっています。『スノウホワイト』討とう伐ばつでも惜しいところまで行った強つわ者もので、今回も多くの助言をしてくださいました」

　ヴァネッサはテーブルの近くに立てかけてあったキャノンブレードに手をかけた。

「そして、このわたくしめが製作した最高の装備品でもって、皆さんをバックアップする算段です。『スノウホワイト』は注目度の高い魔獣。その魔獣をファブリカ・ストラーリの装備品で倒し、その名を新大陸中に知らしめるのです！」

　話している内に興奮してきたのか、マリールイズが見守る中ヴァネッサは立ち上がった。

「〈白き盾〉のみなさまには、是非、わたくしめの計画に協力していただきたいのです。この計画の最後のピースは『スノウホワイト』を狙そ撃げきするためのランサー。アメリアさんなら文句のない、最高の人材です。成否に関かかわらず報酬はお支払いします。成功したあかつきにはさらに賞金の二割をお渡しします。マリールイズさん！　是非、わたくしめに力を貸してください！」

「お、お任せください！　〈白き盾〉は全力でご依頼に臨みます！」

　気け圧おされるように、マリールイズは頷うなずいた。





　　　　◆






「それでは！　これからの予定をご説明させていただきます！」

　工房に荷物を運び入れ一息つくと、さっそくヴァネッサは告げた。小さな体の内部にある活力とやる気を持て余しているようだった。

「お疲れとは思いますが、これからパーティの決起集会を行いたいと思います。マルセロさんを交え、食事をしながら詳しい計画を詰めていきましょう」

　ヴァネッサがぱたぱたとアメリアの傍そばに駆け寄った。

「アメリアさんに最高の仕事をしてもらえるよう、わたくしめ、全力でサポートいたします。お困りのことがあったら何でも言ってください！」

「だったら、あたしにまとわりつくな」

　アメリアはぼそりと言って、そのまま工房のドアを開けた。マリールイズが慌あわてて、言った。

「アメリア、どこへ行くんですか！」

「大砲の整備だ。欠けつ陥かん兵器じゃない方の」

　ばたん、ドアが閉まった。

　室内が暗くなる。おそるおそる見ると、どんよりとした空気がヴァネッサの周囲に漂っていた。

「アメリアさんに嫌われてしまいました……」

「う……」

　うめくマリールイズに、レイはそっと近寄った。

「……マリールイズ、モチベーション・コントロール術の出番ですよ」

「わ、わかりました」

　レイに小声で促され、マリールイズはおそるおそるたずねた。

「ど、どうしました？」

「……わたくしめは武器職人には向いてないんでしょうか？」

　ヴァネッサは、銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で、瞳ひとみを潤うるませながら言った。

「そ、そんなことないですよ、ヴァネッサさん」

「アメリアさんはわたくしめのキャノンブレードを『欠陥兵器』だっておっしゃってました。正直におっしゃってください。そうなんですか？」

「えっと……」

　マリールイズが言い淀よどむ。ヴァネッサは再び俯うつむき、話し始めた。

「実は、ファブリカ・ストラーリを立ち上げる際、お父様にも反対されていたのです。『お前は視野が狭せますぎる。もっと向いた道がある』と」

「ああ、なるほどでござる」

「ユージン……！」

　マリールイズがユージンを睨にらむ。慌てて、レイが割って入った。

「アメリアの言葉は気にしないでください。アメリアといえど新しい装備品をいきなり使いこなせるわけではありません。あなたの前で失態を演じてしまって、苛いら立だってしまっただけですよ」

「でも、アメリアさんがおっしゃるのならきっと……」

「アメリアはああ見えて人見知りが激しくてですね、初対面の方には冷たい態度を取りがちなんですよ。そうですよね、マリールイズ？」

「え？」

「そ、そうなんですか？」

　ヴァネッサがマリールイズを見上げる。マリールイズは強こわばった笑みを浮かべて、ぶんぶんと頷うなずいた。

「ええ！　そうなんですよ。あの態度は一見、冷たいように見えて、実は厚い情の裏返しでもあるわけですよ」

　言いつくろうマリールイズに、ヴァネッサは期待の眼まな差ざしを向けた。

「な、なるほど。あの冷たさの内には熱い血ち潮しおが流れているわけですね！」

「ええ！　ええ！」

「わたくしめがお慕したい申し上げているのを邪険にするアメリアさん！　『うるせーな、まとわりついてくるんじゃねーよ』との言葉にしょんぼりするわたくしめ！」












「……え？」

「『アメリアさん、わたくしめのことがお嫌いなんでしょうか……？』、心ここにあらずのわたくしめはうっかり魔獣の縄張りに突入！　魔獣に襲われ、危機に陥おちいるわたくしめ！　気がつくとアメリアさんの腕の中、お姫様だっこされるわたくしめ！　『ちっ、面倒くせーな。あたしの傍そばを離れんじゃねーよ』『アメリアさん……！』とまあ、絆きずなが深まれば、こういった展開も待ち受けているわけですね！　やだーもー！」

「…………ええっと」

　何がきっかけになったのか興奮状態でまくし立てるヴァネッサ。

「わかりました！　そういうことでしたら、わたくしめ、アメリアさんのご期待に添えるよう、頑張ります！」

　啞あ然ぜんとなるマリールイズたちの前で、すっかりヴァネッサは勢いを取り戻していた。

「それではわたくしめは出かける用意をしてまいります！　今日は美お味いしいニュー・ハイランド料理をごちそうしますから、期待してくださいね！」

　ヴァネッサは両手を握りしめると、ぱたぱたと工房の奥へと引っ込む。その後ろ姿からマリールイズは目を逸そらした。

「何か、私、心がすごく痛むんですが……」

「やむを得ません。これも運営職の仕事です」

　隣でレイがつぶやいた。




「今の時期、地元民の多くは行政府方面に出稼ぎに行くのです。残っているのは賞金目当てのランサーと、ランサー相手に商売をしている人くらいなのですよ」

　レイたちを案内しながら、寂しそうにヴァネッサは言った。

　先ほどは気付かなかったが、そこかしこに街のさびれた様子が見て取れた。

　並んでいる建物。元々は商店だったらしいが、その多くの戸口は閉まっており、人ひと気けがない。ロックフォートの喧けん噪そうに慣れた今、この街の、規模の大きさに比べてあまりにも静かな様子には不安さえ感じる。

　大通りに出ると、多少光景が変わってきた。あちこちに、ランサーらしき人々がたむろしている。『スノウホワイト』の賞金を狙ねらうランサーギルドなのだろう。

　彼らの値踏みするような視線を受けながら、一行は通りを行く。

　ヴァネッサが向かった先は、二階建ての大きな宿屋だった。

　一階は食堂になっていた。十近いテーブル、そのほとんどが剣や鎧よろいで武装した人間たちで埋まっている。

　ヴァネッサはカウンターに近づき、中にいた男に話しかけた。

「空いてますでしょうか？」

　ヴァネッサが尋ねると、男は奥のテーブルを顎あごで指し示した。

　ヴァネッサは空いているテーブルに一行を案内すると、やって来た店員に、手早く注文を済ませ、

「では、ここで食事をなさってくださいませ。わたくしめはマルセロさんを呼んできますので」

　そう言って、食堂を出て行った。

　料理を待つ間、マリールイズはきょろきょろと食堂を見回していた。

「レイ、先ほどのランサーさんがいたら教えてください。お礼を言わないと」

「きょろきょろしてんじゃねーよ」

　アメリアが不機嫌そうに言った。州都へ辿たどり着ついてから、いや、あの巨人族テイターンに助けられてから、少し様子がおかしい。

「アメリア、どうしたんだ？　さっきの砲ほう兵へいと何かあったのか？」

「黙ってろ。てめーには関係ねー」

　アメリアは頰ほお杖づえを突いたまま、レイを睨にらんだ。

　そのとき、宿の二階から、ランサーが一人、階段を下りてきた。

　あの巨人族だ。

　色白。灰色の髪を刈り揃そろえていた。

　そして、その強きよう靱じんな肉体。肩の筋肉の盛り上がり、胸板の分厚さ、下半身の強さ。身長は二メートルを軽く超え、巨人族にしても、ここまでの巨体は滅めつ多たに見られない。大砲を扱う両の手は、節くれ立ち、倍以上に膨ふくれ上がっているように見える。

　彼が目に入ると、マリールイズは立ち上がり、笑みを浮かべた。

「あの、先ほどは助けていただいてありがとうございます」

　礼を言うマリールイズの脇を通り抜け、巨人族はテーブルの前に立った。

「やはりお前だったか、アメリア」

「カーロフ……！」

　アメリアの目が戦闘時のように吊つり上あがり、巨人族を睨みつけた。

　その表情は、幼少期とも、新大陸で再会したときとも違う、レイが見たこともない種類の凶相だった。





　　　　◆






〈大陸会議ペイトリオツツ〉。行政府を本拠とする大手ランサーギルド。

　早くから火薬の力に目を付け、火器類を取り入れることで業績を上げてきたギルドで、そこには名うての銃士や砲兵が数多く在籍していた。

　アメリアにとっても特別なギルドだった。

　親父おやじと喧けん嘩か別れしたアメリアが、初めて在籍したのが〈大陸会議ペイトリオツツ〉だったのだ。

　三年前、アメリアは砲ほう兵へいとして頭角を現し始めていた。

　並外れた速射と狙そ撃げきの腕を有し、次々と上級魔獣を打ち倒していたアメリア。その名が行政府に知れ渡り、『三砲聖ガンナーズ・トリニテイ』とか『小しよう砲ほう虎こ』と呼ばれるようになった頃だ。

　ドミトリ・カーロフと知り合ったのもその頃だった。

〈大陸会議〉所属の砲兵。アメリアの僚りよう友ゆうだった男。

　カーロフの正確な年齢など知らなかったが、アメリアよりずっと年上で、〈大陸会議〉で多くの経験を積んでいるのは確かだった。

　ギルドの連中は、兄妹きようだいみたいな、とかよく言っていたがそれは間違いだ。アメリアの考えでは、自分の大砲の腕はトップクラスだし、カーロフに負けているとは思っていない。あくまで僚友だった。

　面倒見がいい方だろう。アメリアのことを多くのランサーは避さけていたが、カーロフだけは頼まれもしないのに、色々と世話を焼いてくれた。

　アメリアもそれが不快ではなかったから、黙って世話を焼かれていたものだった。

　そんな関係は、長くは続かなかったが。







「おせーぞ！　もっと飛ばせ！」

　アメリアは馬車の荷台から、御ぎよ者しやをしているランサーに叫んだ。

〈大陸会議〉所属、アメリア・ショート。豹人族リユンクスの砲兵だ。暴れる馬車の上、しなやかな体を伸ばし、愛用の大砲を保持していた。

　その視線の先にあるのは一体の魔獣だった。

　上級魔獣、キマイラ。

　小さな山のような巨大な体たい軀く。獅し子し、山や羊ぎ、蛇へび、鷲わし、さまざまな生物が組み合わさったそれは、逃げ惑う旅客の馬車を、獲物を弄もてあそぶかのように、無邪気に追いかけ回している。

「気に入らねーな！」

　魔獣のお前にはそういう『遊び』をやる資格はない。やっていいのは、ランサーであるあたしだけだ。

「急げ急げ！　さっさと射程に入らないと、救助費用、取りはぐれるぞ！」

　御者のランサーが、アメリアに聞かれないように舌打ちする。リュンクスの耳は、それをはっきりと聞いていたが、アメリアは無視した。

　ずっと年上のランサーが言い返すこともできない様子に、たまらない愉悦を感じた。

　前方で砂煙が上がった。制御を失う寸前だった旅客の馬車が、ついに姿勢を崩し、横転していた。

　獲物を目の前に、キマイラは歓喜したように跳躍する。

　アメリアは、左右に飛び跳ねるような動きのキマイラに慎重に狙ねらいをつけ、大砲を撃ち放した。

　雷管の衝撃、砲の反動、そして轟ごう音おん。

　腹に響くような圧力が、リュンクスの脳に最大級の快楽をもたらした。

「にゃっはー！」

　アメリアは声を上げ、機関部を引き出し、流れるような動きで次弾を装そう塡てんした。

「にゃははははは！」

　高笑いとともに、アメリアは馬車の荷台から大砲を連射する。

　それは凄すさまじい正確さで、キマイラの胴体に命中していく。山や羊ぎの胴が爆はぜ、血と肉塊を露あらわにする。

　だが、それで終わるような魔獣ではなかった。翼で空気を叩たたき、宙でステップを踏むように反転すると、こちらに突進してきた。

「ひっ！」

　御ぎよ者しやが短い悲鳴を上げ、手た綱づなを引く。

「びびってんじゃねー！　もっとスピードを上げるんだよ！」

　アメリアは叫ぶ。中途半端なスピードだと、地面の凹凸の影響をまともに受けやすくなる。止まるか、いっそ速度を上げないと、馬車は安定性を失うのだ。

　迫り来る、キマイラの獅し子しの頭。アメリアは狙いを定めたが、撃鉄を落とす寸前、馬車が上下に大きく揺れた。

　舌打ちをするアメリア。そのとき、

「!?」

　キマイラの翼が打ち抜かれた。アメリアの弾たまではない。轟音は遥はるか後方から聞こえ、今なお、荒野に響き渡っていた。

　さらに轟音。蛇へびの尾が、根元から吹き飛び、キマイラの本体から切り離された。

　アメリアは振り返る。

　遥か後方にある丘きゆう陵りよう、そこに巨人族テイターンの男がいた。

　陽炎かげろう立ち上る巨大な砲身を構え、男は悠然と立っていた。

　ゆったりとした動作からさらに弾丸を発射する。正確な曲射によって、最後の砲弾は、獅子の頭に命中した。零番径の被甲高速弾の運動エネルギーがキマイラの頭部を粉々に砕く。絶命したキマイラは一瞬、躍るように浮き上がり、地面に激突した。

「てめー、カーロフ！　何しやがんだ！」

　アメリアは馬車の上から巨人族へ向けて叫んだ。

「お前を助けてやっただけだ」

「あたしの獲物、横取りしたんだろー！」

「魔獣に所有権などない」

　大声なのに、ぼそりぼそりとした話し声は、風に乗ってアメリアのもとまで届いた。





　　　　◆






　アメリアは凶相を浮かべている。最初の驚きは消えて、今は純粋な怒りに満ちている。

「……久しぶりだな、カーロフ」

「まだ生きていたか、アメリア・ショート。行政府を追われ、とっくに野垂れ死んだと思っていたが」

「あんだと！」

　アメリアが犬歯を剝むき出だしにした。

「誰のせいで追い出されたと思ってんだ！　あたしがワガママだとか、協調性がないだとか、弾薬に金が掛かかりすぎるとか、あることないこと言いふらしやがって！」

　たぶんそれは正しい指摘だ、と思いながらレイは二人のやりとりに耳を傾けた。

　カーロフが言った。

「全すべて事実だ」

「てめーのそういうとこが気に食わねーんだ！　表に出やがれ！」

　アメリアの挑発には乗らず、カーロフは淡々と話を続けた。

「『スノウホワイト』か」

「だったら何だ？」

「やめておけ。お前では、俺には勝てない」

「ああ？」

「あの大砲では射程、威力ともに俺の得物には及ばない。それは分かっているだろう」

　アメリアは顔を赤らめた。

「あたしの得物はあんな欠けつ陥かん兵器じゃねー！　あたしの大砲は別にちゃんと用意してあるんだ！」

　カーロフは表情を動かさない。酷こく薄はくな目でアメリアを見下ろしていた。

「てめーの目的も同じなら話が早い。『スノウホワイト』をやるのはあたしだ。どっちが上か、決着つけてやる！」

「その前に、勝負の舞台に立てればいいがな」

「？　どういう意味だ」

「ずいぶん、勘が鈍にぶったじゃないか。それでよく、ここまで生きてこられたな」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべるアメリアに、巨人族テイターンは口元を歪ゆがめてみせた。

　そのまま、宿を出て行った。

　アメリアは巨人族の背中を睨にらみ続けていた。

　きょとん、と〈白き盾〉のメンバーはアメリアを見つめている。マリールイズは驚いたように目を瞬しばたたかせ、言葉を失っている。

　注視していたのはレイたちだけではない。店にいるランサーたちが意味ありげな笑みを浮かべ、アメリアの様子を窺うかがっている。

　突如、アメリアははっとして店内を見回した。

「！」

　そして驚きの表情を浮かべると、食堂の外へと飛び出していった。

　通りに出ると、表にたむろしていたランサーたちに視線を走らせる。ランサーたちの顔。その一つ一つを凝ぎよう視しする。追いついたレイがたずねた。

「どうしたんだ？」

「ちっ……」

　彼女は舌打ちをすると、

「今すぐ出るぞ！」

　一行に言った。ユージンがおっとりと言った。

「まだ、料理が来てないでござるよ」

「いいから早くしろ！」

　アメリアは怒鳴った。





　　　　◆






　久しぶりの故郷。

　そこは去年よりも、一昨年おととしよりも、ずっとさびれていた。

　ヴァネッサは通りを歩きながら、懐かしさとともに、寂しさを感じた。

　あらゆる窓に打ちつけてある板、それはヴァルチャーの襲撃に備えたものばかりではない。

　かつては店だった建物。軒先に吊つり下げてあった看板が消えていた。

　かつては大きなガラスが嵌はめ込こまれたショーウィンドウ。ガラスは割られたままとなり、無残な店内を晒さらしていた。

　幼い記憶の中で賑にぎやかだったその通りは、今や死んだように静まりかえっていた。

　ヴァネッサは目当ての酒場に入っていった。その人物は奥のテーブルにいた。

「マルセロさん、ごぶさたしております」

「ヴァネッサ……」

　狩人かりゆうどが驚いた顔を見せた。

「お待たせしました。早速ですが、わたくしめがお連れしたランサーさんをご紹介したいのですが」

「手紙を受け取っていないのか？　連絡しようとしていたんだぞ」

「ロックフォートに行っていたので行政府の工房は留守にしてたのですが……。何かあったのですか？」

　マルセロは顔を曇らせた。

「今回の依頼はキャンセルさせてくれ」

「え……？」

「行政府のギルドに圧力を掛かけられた。このクエストには参加しないように、釘くぎを刺されたんだ」

　狩人はさらに小声になって、グラスの酒を呷あおった。

「お話が違います……！」

　声を荒げるヴァネッサにも、狩人は浮かない表情を見せるだけだった。

「力を貸してください！　この一年、このときのために準備を整えてきたんです」

「すまない、ヴァネッサ。この街のランサーは皆、行政府のギルドからも仕事をもらっている。睨にらまれたら仕事にならない」

「でも……」

「悪いことは言わない。『スノウホワイト』からは手を引くんだ」

　視線を、表に向けた。そこには、こちらを見張るようにランサーたちが立っていた。あの経験豊かなマルセロが、彼らを恐れるように視線を外した。その様子は、『スノウホワイト』という言葉を出すのも憚はばかっているようだった。

「このクエストに参加するつもりだった小さなランサーギルドもとっくに手を引いて、この街から出てしまっているんだ」

「で、でも、今さっき山や羊ぎ亭に行ってきましたが、ランサーさんでいっぱいでしたよ」

「〈大陸会議ペイトリオツツ〉というギルドだ」

　狩人は言った。

「今回、奴やつらは一〇〇名のランサーを用意しているんだ。この街だけじゃない。奴らはニュー・ハイランド州全土に人員を送り込んでいる。このクエストに挑んでいる半数近くが、〈大陸会議〉のランサーなんだよ」






四、〈大陸会議ペイトリオツツ〉






　雑貨店の店内から、ヴァネッサの大声が聞こえてきた。

「お待ちくださいませ！　この前、お約束したじゃないですか！」

「すまないな」

　カウンターに頰ほお杖づえをつき、店主が言った。

「生活物資はまだ余裕があるんだが、戦闘用の消しよう耗もう品ひんは買い占められてしまってな」

「でも！　でも！」

「こっちだって困ってるんだよ。『スノウホワイト』狙ねらいのギルド相手に商売しようと思ってたのに、〈大陸会議〉が圧力掛かけたもんだから小さなギルドはさっさと撤退しちまった。酒やら食料やら、あんなに仕入れちまってどうすればいいのか。せめて、戦闘物資くらいは捌さばいておかないと」

　通りに出てきたヴァネッサは、じんわり涙を浮かべ、俯うつむいた。

「戦闘物資は手に入らないそうです。行政府の大手ギルドに買い占められたそうで……」

「そうですか……」

　レイは頷うなずき、通りを見回す。建物の陰に、二人組のランサーがいた。おそらく〈大陸会議〉のランサーなのだろう。彼らは先ほどから、ずっとこちらを監視している。

　ヴァネッサがすがるようにたずねてきた。

「ドナルドさんは見つかりましたか？」

「今、みんなで聞き込みをしてるんですが、どうもここ最近、姿を見せていないそうで」

　レイがこたえる。ヴァネッサの手配していたレンジャーと連絡が取れないでいた。ユージン、ソフィと手分けして聞き込みをしているのだが、この数週間、そのレンジャーは姿を見せていないそうだ。

　皆はっきりとは言わないが、どうも、地元のランサーたちは〈大陸会議〉から圧力をかけられているらしい。〈大陸会議〉の作戦に手出しするな、もし、競合ギルドに手を貸すようなことがあれば……。この地方のランサーたちの多くは、行政府の大手ギルドから仕事を貰もらっており、逆らうことなど出来ない。レイたちが探しているレンジャーも圧力をかけられ、ヴァネッサと顔を合わせないように、この地を離れたのではないか。酒場の男が、あちこちに監視の目を光らせている〈大陸会議〉のランサーを気にしながら、そう話してくれた。

「ただ今戻りました……」

　マリールイズが浮かない表情で戻ってきた。

「どうでした？　協力してくれるランサーはいましたか？」

「ええ、一応」

　こたえるマリールイズ。だが、なぜか、歯切れが悪い。

「見つかったのは見つかったのですが……」

「本当ですか！」

　ヴァネッサはマリールイズに駆け寄る。

　マリールイズは暗い顔付きのまま、はす向かいにあった小さな酒場へと入っていき、そこにいた狩人かりゆうどたちを紹介した。

「ええと、ご紹介します。〈ニュー・ハイランド猟友会〉のみなさんです」

「…………」

　老人だった。種族はヒューマンだったり、ホビットだったり、ドワーフだったりするが、共通しているのは皆、大分年配だということだ。

「えー、皆さん、昔から活躍されていた狩人さんだそうです。……まあ、今はもう引退しておられるらしいのですが……」

「…………」

　沈黙するヴァネッサの前で、老狩人たちは気勢を上げた。

「おう、あたしらに任しときな！」

「べらぼーめ！　行政府のランサーなんかに負けてられるか！」

「そうよそうよ！　全く若い奴やつらは情けないねえ！」

「こちとらの若い頃なんてのは、行政府のランサーなんぞに遅れなんか取らなかったんだがねえ！」

　そうして豪快に笑う、老狩人たち。

　ヴァネッサは目に涙を浮かべ、俯うつむいた。







「それでは作戦会議を行いたいと思います！」

　と、マリールイズは宣言した。工房の作業台の前に立ち、ランサーたちにクエストの概要の説明を始めた。

「まず、現状を確認しましょう。今回のクエストの目標はヴァルチャー特異体『スノウホワイト』討とう伐ばつ。この特異体は千頭を超えるヴァルチャーを従え、ニュー・ハイランド州を恐怖のどん底へ陥おとしいれている非常に危険な魔獣です。その危険性から、懸けられた賞金は二千万リィル。我々の目的は『スノウホワイト』をヴァネッサさんの装備品で討うち取り、ファブリカ・ストラーリの名を新大陸へ知らしめることにあります！」

　言いながら、マリールイズは工房の黒板によくわからない物体を描いた。『スノウホワイト』らしい。

「しかし、我々が相手にしなければならないのは『スノウホワイト』だけではありません。賞金を狙ねらう二十近い競合ギルドを出し抜かなければならないのです。しかも現在、この州には行政府の大手ギルド〈大陸会議ペイトリオツツ〉が乗り込んできています。その動員したランサーの数、なんと一〇〇名！」

　喋しやべりながら、さらにわけのわからない物体を描く。大手ギルドのイメージ像なのだろう、やけに大きい丸を描き、そこへ『一〇〇』と書いた。一見、下手な百リィル硬貨にしか見えない。

「〈大陸会議〉は物資の買い占めや馬車の占有などを行っています。物資を押さえられてしまっただけではなく、ヴァネッサさんの用意していた情報やランサーまでもが、全部、〈大陸会議〉の圧力によって失われてしまいました。これは由ゆ々ゆしき事態です。このまま、引き下がるわけにはまいりません！」

　話しているうちに段々、興奮してきたのかマリールイズは紅あかい瞳ひとみを輝かせながら、激しい勢いで黒板に絵を描き続ける。

「ランサーの数は〈大陸会議〉が一〇〇人、対する〈白き盾〉は〈ニュー・ハイランド猟友会〉のみなさんを含めても十人足らず。この劣勢を跳ね返し、彼らよりも先に『スノウホワイト』を討うち取る作戦を求めます！」

　マリールイズは白墨を置き、どん、とテーブルに両手をつき、ユージンとソフィに意見を求める。ついでに言うと、ここにいるのはユージンとソフィだけだった。作業台を挟み、適当な木箱に腰こし掛かけていたユージンとソフィは顔を見合わせ、それから言った。

「……無理ではござらぬか？」

「……無理ですね」

「二人とも……！」

　マリールイズは小声で言ってから、おそるおそる、工房の隅に視線をやった。

　暗い室内。小さな椅い子すの上に、ヴァネッサが暗い表情で座り込んでいた。計画の破は綻たん、それが分かってから、彼女はずっとこの調子だった。

　マリールイズは重たい空気を振り払うように、明るい調子のまま人差し指を立てた。

「おっと！　『無理』とか『駄目』とか、そういうネガティブな言葉は厳禁ですよ！　なぜならこの会議は『ブレーンストーミング方式』で行われているからです！」

「……何です、それは？」

「王都経済新聞に書いてあった思考方法ですよ。多人数により、とにかくアイディアを出し合い、補強し、その連鎖反応により素晴らしい解決方法を探り出す方法です」

「多人数といっても三人しかいませんが」

「諦あきらめる前に、とにかくアイディアを出してみましょう。どんな荒こう唐とう無む稽けいなものでも構いません！」

「はあ……」

「では、どうやって〈大陸会議ペイトリオツツ〉よりも早く、『スノウホワイト』を探し出すのか考えましょう」

「どうやってと言われても……」

「どんなものでもいいんですよ。さあさあ」

　マリールイズが身を乗り出して、意見を求める。

　腕組みするユージン。瞑めい目もくするソフィ。しばらくの沈黙。

　ユージンが大きな小声でソフィに言った。

「これは……いつものやらないと終わらないパターンでござる」

「……仕方ないですね。何でもいいというのなら何でも言ってみましょう」

　ソフィが静かに嘆たん息そくし、言った。

「では、すごい望遠鏡で探してみるとか」

「いいですね！　さすが、ソフィ！」

　マリールイズは大げさに褒ほめながら、黒板に『すごいぼうえんきょう』と書いた。次いで、ユージンが言った。

「『スノウホワイト』が好きそうな餌えさをまいてみるとか、いかがでござろう？」

「それもいいです！　ユージン、冴さえてます！」

「一いちか八ばちか、占い師に頼ってみるとか」

「うんうん、そうですね！」

「逆転の発想で、挑発してみるというのはどうでござろう？　『かかってこい！』と一騎打ちを申し出れば、もしかしたら乗ってくるやも」

「なるほど！」

「……案を出せば出すほど、現実逃避していくような気がしますが」

「そんなこと言わないでください……！」

　マリールイズが再び、ヴァネッサの様子を窺うかがっていると、馬屋の方からレイが戻ってきた。

「アメリアは？」

「寝てます。……たぶん、寝たふりでしょうが」

　レイは言った。塞ふさぎ込んでいたのはヴァネッサだけではなかった。アメリアは〈大陸会議〉と出会って以来、ほとんど言葉を交わすことなく、ずっと寝床に引きこもっていた。

「あの巨人族テイターンの砲ほう兵へいと知り合いみたいなんですが、俺には何も教えてくれないんです」

「そうですか……」

　工房の冷たい空気。マリールイズは、ぱちんと手を叩たたき、明るい声を出した。

「さあ、会議を続けましょう！　きっと何か良い考えがあるはずです！　さあ、今度はレイの番ですよ。アイディアを出してください！」

　レイは黒板と、居並ぶランサー達の顔を見てしばらく考えてから、言った。

「手を引くべきだと思います」

「おおおう……？」

　マリールイズはおかしな声を上げた。

「ここまでの経費を頂き、クエストから撤退してはどうでしょうか？」

「何を言い出すんですか！　前にも申し上げた通り、運営職にとって一番大事なのは『情熱』ですよ！」

　目を吊つり上あげるマリールイズに、レイは淡々と続けた。

「おそらく、彼らの目的は参入障壁を築き、競合ギルドを排除することです」

「参入障壁？」

「大手ギルドがクエストに赴く際、戦闘物資を現地で調達することは考えづらいんです。万が一、物資が手に入らないリスクを考えれば、行政府から十分な量を輸送してきているはず。にもかかわらず、〈大陸会議ペイトリオツツ〉が物資を買い集めているのは、他のギルドが物資を手に入れづらくするためだと推測できます。地元のランサーに圧力を加えたのもそうでしょう」

　レイはヴァネッサに言った。

「ヴァネッサさん。あなたの手配したランサーの協力が得られない以上、クエストの成功率は大幅に低下してしまいます。さらに〈大陸会議〉は妨害のためにどんな手を打ってくるかわかりません。これ以上の投資は危険です。俺は運営職として、このクエストから手を引くことを進言します」

「え？　え？」

　ヴァネッサは顔を上げ、銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で、怯おびえたような表情を浮かべた。レイは穏やかな口調で続けた。

「この計画を立てたあなたなら、現状がおわかりになると思います。あなたにとっても資金は大事なもののはずです。無駄にすることはありません」

「待ってください！」

　マリールイズが割って入る。

「ヴァネッサさんを、この地の人々を見捨てる気ですか！」

「見捨てるのではありません。大手ギルドが乗り出しているのであれば、きっと『スノウホワイト』を討うち取ってくれるはずです。我々が張り合えば、足の引っ張り合いになるかもしれない。そうなればかえって成功率は下がってしまいます」

「それは……」

　レイに諭さとされ、マリールイズは言い淀よどむ。

「お、お待ちくださいませ！」

　ヴァネッサが立ち上がった。

「行政府のギルドなんて信用できません！　あの方たちはずっと！　ずっと、この土地を見捨てていたんです！　それなのに今さら……！」

「ヴァネッサさん……」

「勝手だと思われるかもしれません。わたくしめもニュー・ハイランドを見捨てた一人です。この地方が苦しんでいる間、平和な行政府におりました。でも、だからこそ、この地のために力を尽くしたいんです！」

　途中から、声が震え始めた。ヴァネッサの目から、涙がこぼれ落ちた。

「お金なら心配しないでください！　ちゃんと報酬はお支払いいたしますから、契約の間だけはわたくしめに力を貸してください！」

「ヴァネッサさん、俺は……」

　レイが言いかけたとき、だん！　と背後のドアが開いた。

「ふざけんなよ守しゆ銭せん奴ど……！」

　そこにアメリアがいた。一同の視線を受けながら、アメリアは凶相をレイへ向けた。

「逃げるなんて許さねーぞ。これはお前だけの勝負じゃねーんだ！」

「アメリアさん……」

　ヴァネッサがつぶやく。レイは言った。

「これは君の勝負でもない。そもそも勝負とかそういうものじゃないんだ」

「関係ねー。『スノウホワイト』はあたしの獲物だ。運営職は、あたしを戦場に連れてくことだけ考えてろ。そしたら、鳥なんざいくらだって仕し留とめてやる。相手が〈大陸会議ペイトリオツツ〉だろうが、誰だろうが、だ！　おい、ポンコツ！」

　アメリアはマリールイズを睨にらみつけた。

「普段、偉そうなこと言っておきながら依頼人を見捨てるのか？」

「俺は無駄な金を使うべきじゃないと言ってるだけだ」

「てめーは黙ってろ！」

　言いあうアメリアとレイ。その間に立ち、戸と惑まどうマリールイズ。彼女はユージンとソフィにたずねた。

「二人はどう思いますか？」

「拙せつ者しやはサムライ。マリールイズ殿が決めたことに従うのみでござる」

　ユージンが腕組みをし、むっつりと言った。

「まあ、来たばかりですし、もう少し様子を見てもいいとは思いますが」

　ソフィは他ひ人と事ごとのように、静かに言った。ヴァネッサがマリールイズに言った。

「お、お願いします、マリールイズさん！」

　ヴァネッサの真しん摯しな眼まな差ざし。それを受け、マリールイズは頷うなずいた。

「わかりました。依頼人はヴァネッサさんです。〈白き盾〉は最後まで、依頼を遂すい行こうするために全力を尽くします」





　　　　◆






　ドミトリ・カーロフは宿舎の二階から、外を眺めていた。

　この地方には巨人族テイターンは少なかったらしく、宿には巨人族用の椅い子すなどはなかった。カーロフはテーブルを部屋に運び込み、そこへ腰こし掛かけていた。

　視線は、通りの向こう側、大きな建物に向けられていた。そこは工房だった場所らしい。アメリアの所属するギルドはそこに拠点を設けていた。

「あたしを追い出したこと、後悔するんだな」

　三年前の、憎しみに満ちた目が脳裏に浮かんだ。アメリア・ショート。大砲を捨てられず、いまだに馬鹿をやっているらしい。

「カーロフ！　カーロフ！」

　廊下から呼び声が聞こえる。今回のクエストの指揮官、トマスの声だ。カーロフは黙ったまま、外を眺めていた。

「いるなら返事をしたらどうだ！」

　ドアを開けるなり、指揮官のトマスが怒鳴り散らした。

「アメリア・ショートを見かけたらしいな。どうして報告しなかった？」

「その必要があるのか？」

　カーロフが素そっ気けなく言うと、トマスは苦虫を嚙かみつぶした。

「当然だ……！　俺はお前の上官だぞ」

「…………」

「貴様は、いつまで分隊長のつもりでいるんだ。昔の貢献が無ければ、平のランサーへの降格だけでは済まなかったのがわからんのか？」

　カーロフはただ外を眺め続けた。

　近年、大型の魔獣がめっきり少なくなり、カーロフのようなランサーの立場は弱くなっていた。超火力を誇る巨大砲の出番は減り、カーロフ共々、無用の長物となりつつあったのだ。

「いいか。今回の作戦は一〇〇名のランサーを動員している。万が一にも、失敗は許されないんだぞ。俺だけの問題じゃない。これ以上、貢献が出来ないようなら、お前の首も危ういんだ。それを肝に銘じておくんだな」

　沈黙でこたえるカーロフ。その沈黙を、表からの声がかき消した。

「失礼いたします！」

　表で誰かが騒さわいでいた。

　カーロフは通りを見下ろす。真しん珠じゆ色いろの髪をした少女がこちらを見上げながら叫んでいた。

「私、〈白き盾〉ギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルトと申します！」




「突然、申し訳ありません！　〈大陸会議ペイトリオツツ〉の責任者の方にお会いしたいのですが！」

〈大陸会議〉の宿舎前。マリールイズは通りの真ん中で、大声を上げていた。周囲にいるランサーたちが訝いぶかしげにマリールイズを見ている。その背後で、レイは彼女にたずねた。

「……マリールイズ、これは？」

「ふふふ、逆転の発想です。彼らと競いあうのではなく、仲間になってしまえばいいのです！」

　マリールイズは人差し指を立て、得意気に言った。

「レイの言いたいことはわかります。『横暴なやり方の〈大陸会議〉と共同戦線なんてとんでもない』、そう思っているのでしょう？」

「いえ、俺は別に」

「ですが、私たちの大目的はなんでしょうか？　それはファブリカ・ストラーリの装備品を使い、『スノウホワイト』を打ち倒すことです。つまり、何も私たちだけで全すべてを行う必要はないわけです」

「はあ……」

「憎しみなど捨ててしまいましょう。〈大陸会議〉もランサーギルド、我々の敵は魔獣であって彼らではありません。ヴァネッサさんにご相談したところ、賞金についてはこだわらないとのこと。さらに『スノウホワイト』は強敵、〈大陸会議〉も凄すご腕うでのランサーを必要としているはずです。そこで私たち〈白き盾〉のランサーを売り込み、『スノウホワイト』討とう伐ばつに参入するのです。〈大陸会議〉さんは戦力増強が果たせ、一方、我々はファブリカ・ストラーリの装備品で『スノウホワイト』を討うち取り、大きな宣伝にする。一挙両得、誰もが得をする作戦です！」

　レイはため息をつきたい気持ちを、何とか抑え込んだ。

　これは賞金の取り合いなのだ。

　誰かが得れば、その他は失う。

　しかも〈大陸会議〉は現時点で多額の投資をしている。行政府からランサーを引き連れ、物資を買い込んだ。これだけの予算を使って、優位性を築いたのだ。今さら、他ギルドがただ乗りをしようとしたところで相手にされるわけはない。正面突破にも程がある。とてもうまく行くとは思えなかった。

　だがレイとしても、「賞金はいらない」とまでヴァネッサに言われてしまったら、動かざるをえなかった。

「本当に、彼らがこの案を吞のんでくれるでしょうか……？」

「そこで人材売り込みマーケティング、作戦プラン一ですよ。最初に高い条件を出しておき、譲歩したと見せかけて本命案を通す。王都経済新聞に出ていた心理学を応用したプランです」

「…………」

　自信満々のマリールイズに、レイは不安の眼まな差ざしを向ける。

　基本的にお人ひと好よしですぐに他人に同情してしまうマリールイズに、吹っかけるとか何かを要求するとかが出来るようには思えないのだが。

　やがて、〈大陸会議ペイトリオツツ〉のランサーが表に現れた。

「上がってこい。小隊長がお会いになる」

「ありがとうございます！」

　礼を言い、マリールイズは意気揚々と宿舎に入る。

　一階の食堂にいた十数人の〈大陸会議〉のランサーたちが視線を向けてきた。

　ロックフォートのギルドであれば、背広姿の運営職が同行しているのが通例なのだが、ここにはそういった人間はいないようだ。

　ここにいるのは、皆、屈強なランサーたちだった。

　ロックフォートで言えば中堅クラスと同等か、それ以上の実力を持っているに違いない。その物腰には鋭するどい雰ふん囲い気きが満ちている。

　宿屋の二階へと上がった二人は、客室の一つに通された。

　そこにいたのも屈強な体格のランサーだった。

　種族はヒューマン。日に焼けた肌、蓄たくわえた髭ひげ。ランサーという言葉から連想する姿、そのものだった。

　部屋の壁際には彼の物であろう装備品が置かれていた。重量のある黒くろ鉄がねの装甲、城門を思わせる巨大な鉄の盾の付属した、全身鎧よろいだった。

　彼は鋭い視線を向けてきた。

「〈大陸会議〉、『スノウホワイト』討とう伐ばつ隊隊長トマス・マッカーソンだ」

「初めましてトマスさん。私、ロックフォートのランサーギルド、〈白き盾〉のギルドマスター、マリールイズ・ヴァイスシルトと申します」

　マリールイズがにこやかに挨あい拶さつする。彼は尊大な態度で椅い子すに腰こし掛かけ、たずねてきた。

「それで用件というのは？」

「『スノウホワイト』討伐、私たちにも協力させてもらえませんか？」

　彼の前に立ち、マリールイズが説明を始めた。

「〈大陸会議〉のみなさまが万全の体制でこのクエストに臨んでおられるのは存じています。『スノウホワイト』討伐はこの地の人々にとっても重大な事案です。確実を期すためにも、さらなる戦力の増強をご検討いただけませんか？　〈白き盾〉のランサーは皆、優秀です。必ず、〈大陸会議ペイトリオツツ〉のお役に立って見せます」

　卑屈なまでに下手に出るマリールイズ。一通り口上を述べると、彼女はこっそり、サインを出した。作戦プラン一の開始だ。

「その代わり、条件があるんです。報酬は一人あたり週五万リィル……、と言いたいところなのですが、実はとってもお得なプランをご用意させていただきました！」

「手を引くんだな」

「……え？」

　素そっ気けなく断られ、マリールイズは笑顔のまま固まった。

「あ、あの、作戦プラン……じゃない、お話だけでも」

「必要ない」

「あの、あの、私たちにもクエストに参加させていただきたいんです。賞金のほうはお分けする形で。どうしてもとおっしゃるなら、賞金も少なくって構いませんし、報酬も格安でお受けいたしますし、群れと遭そう遇ぐうしたならばヴァルチャーの矢や面おもてにも立ちます！」

　どんどん譲歩していくマリールイズ。

　腕組みをしていたトマスは黙ったまま聞いていたが、やがて、言った。

「『スノウホワイト』は一パーティでどうにかなる相手ではない」

　顎あごをしゃくり、壁に貼はられている地図を示した。

「ヴァルチャーの渡りを甘く見ているようだな。今まで、いくつものパーティが『スノウホワイト』に挑んできた。だが、全すべて失敗に終わった。渡りの規模は『スノウホワイト』が現れて以来、膨張し続けて、今やその数、千頭を超える。『スノウホワイト』がいるのはその中心部。とても一パーティの長距離狙そ撃げきで倒すことはできない」

　トマスは立ち上がり、壁の前に立った。そこには大きな地図、この州の全体図が貼り付けてある。そこに赤い点がいくつも記されていた。

「今回、〈大陸会議〉は十五パーティ、総勢一〇〇名の編成で挑んでいる。北側に警戒線を敷き、渡りを早期発見する。そして、ランサーを結集し、その戦力で群れの中核に楔くさびを打ち、狙撃する。渡りに楔を打つためには、連携の取れた軍団が必要なのだ。散発的な攻撃では、とても『スノウホワイト』に攻撃を届かせることはできない。零れい細さいギルドなどにうろちょろされ、邪魔をしてもらいたくない」

　素っ気なく言うトマスに、マリールイズは食い下がった。

「決して邪魔などしません。実は賞金はいらないんです。宣伝目的のために『スノウホワイト』を討うち取るのが依頼人の目的です。『スノウホワイト』を討とう伐ばつできれば、何も必要ありません」

　さらなる譲歩。これ以上放ほうっておいたら、こちらから金を支払いかねない勢いだ。

「〈白き盾〉のランサーは精鋭揃ぞろいです。必ずお役に立ってみせます！」

「精鋭か……」

　トマスの視線がレイに注がれた。

「旧大陸出身だな。セシリアル王国の陸軍士官学校アカデミーにいたのか」

　突然、鋭するどい視線に晒さらされ、レイは身じろぎした。

「ろくな成績を修められず、こちらにやってきたんだろう。しかもまだ日が浅い。実戦経験はほとんど無し。自らのロールさえ、定まっていないアマチュア。よく死なずに済んだものだ。そんな奴やつを精鋭として売りつけようというのか」

　レイは動揺を押し殺そうとした。だが、彼はその動揺を瞬時に嗅かぎ取ったようだ。

「どうやら当たっていたようだな」

　トマスは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「どれほど飾ってみたところで、本人にランサーとしての意識がないのだから、ランサー相手に偽るのは不可能だ。装備品はセシリアル王国の制式鎧よろいの旧型。そして、変へん哲てつもない長剣。これは集団戦なら効果はあるが、少ない人員で機能を果たさなければならないパーティ運営では、全く意味のない装備だ。アタッカーとしては鈍重な動きしか出来ず、ガードとしては軽すぎる」

「…………」

「ランサーギルドのパーティ編成は完全分業制だ。お互いの得意分野を持ち寄り、高いレベルで相乗効果を発揮しなければ、とてもではないが魔獣とは戦えない。そもそも筋肉の付き方を見ればわかることだが、その体でどうやって魔獣と戦うというのだ」

　手の平に痛みが走る。レイは知らないうちに、拳こぶしを強く握りしめていた。不穏な気配を察知したのか、マリールイズがレイの腕に触れていた。

　レイはかろうじて言った。

「俺は……ただの運営職です。ランサーではありません」

　それを口にした途端、敗北を宣言したかのような虚脱感に襲われた。

　トマスは勝ち誇ったように言った。

「さっさと手を引くのが賢明だ。今なら、帰りの旅費くらいは支払ってやるが？」




　嘲あざ笑わらうかのような視線に追い立てられるように、宿舎を出た。

　通りを馬車が駆け抜けていく。荷台の上から、〈大陸会議ペイトリオツツ〉のランサーたちがにやにやと視線を向けてきた。

「……どうしましょうか？」

　マリールイズの問いにレイは沈黙した。

　四対一〇〇の戦い。人員でも、物資でも、〈白き盾〉は後れを取っている。

〈白き盾〉のアドバンテージになりそうなのはアメリアたち、一流ランサーの存在だが、『スノウホワイト』を〈大陸会議ペイトリオツツ〉より先に見つけ出さない限り、宝の持ち腐れになるのは目に見えている。〈白き盾〉とファブリカ・ストラーリ。お互いのためにも早期に撤退すべき。その想おもいは強くなっている。

　だが。

　レイは、隣を歩くマリールイズを横目で見た。

「……一つ、策があるのですが」

　レイは言った。





　　　　◆






　アメリアの大砲。

　銘なんか、アメリアは知らない。こいつにそれがあるのかさえわからない。

　だが、初めて手に取ったときの、体に吸い付くような感触を憶おぼえている。脇に抱えたときの、欠けていたものが戻ってきたような、心地よい重さ。自分の腕の中に収まるために、自分の半身となるために生まれてきたような得物。

　アメリアは夢中になった。

　撃つことが楽しかった。強烈な反動。硝しよう煙えんの匂におい。自分が求めていた、力そのもの。

　こいつの優秀な部分はその機関部と砲身との安定性だった。

　誰が作ったのかも、誰が調整したのかも、アメリアは知らなかった。どうして、こうもまっすぐ飛ぶのかもよくわからない。だが、これを作った奴やつは良い仕事をしている。そうは思っていた。

　通常規格では一番径にあたる砲身。自動排はい莢きようを担うエキストラクター。軽く、それでいて頑丈な機関部。装そう塡てんから発射までの安定性は他の大砲とは比べものにならない。

　精密な構造で、整備はちょっと面倒だった。それでいて少しでも手を抜くと、途端に機嫌を損ねる。そこも好きなところだった。

　父親のところにあったのだから、きっと古い砲だ。新型にはきっともっといい砲がある。でも、使う気にはなれなかった。

　気がつけば、アメリアの大砲の腕は行政府でもトップクラスにまでなっていた。精密射撃、速射、高速装塡のスキルに関しては、並ぶ者はいなかった。他のランサーたちは、アメリアの傍若無人な素行に不満を持ちながらも、同時に、畏い敬けいを抱くようになっていた。『小しよう砲ほう虎こ』とか呼ばれるようになったが、アメリアにとっては手に入る報酬や名声など、あまり興味はなかった。

　ずっと、ずっと、こいつと一緒にいられたら、それでいい。こいつとともに魔獣を狩ることさえできれば、それでいい。

　あのときまで、そう思っていた。







「大砲を捨てろ」

　それがカーロフの言葉だった。アメリアは屋根の上に寝転がりながら、聞き返した。

「あんだと？」

「お前は銃士になれ。豹人族リユンクスならそれが最適だ」

　そのとき、奴やつは〈大陸会議ペイトリオツツ〉では分隊長と呼ばれる地位にいた。パーティの指揮を執とる役割で、アメリアは認めてはいなかったが、カーロフは上役のランサーとなっていた。

「今のパーティ構成は、完全分業制だ。得意分野を持ち寄り、一つの部隊として構成する。そこには、お前のようなランサーの居場所はない。パーティのどこにも居場所はない」

　当時、大型の魔獣が現れなくなっていた。パーティに砲ほう兵へいは一人で十分となり、そもそも編成に呼ばれることも少なくなった。銃士や砲兵の多い〈大陸会議〉でもその影響は明らかだった。あれだけいた砲兵たちは別の職業に移るか、辞めさせられるかしていた。アメリアは優秀だったから、砲兵として未いまだに残っていた。

「お前の砲撃は、パーティに求められているものではない。お前の速射や狙そ撃げきは確かに優秀だが、砲兵にはもっと大きな火力が求められる。大口径の砲が扱えなければ、この先、砲兵でいることは難しいだろう」

「てめーには関係ねー。あたしが砲兵を続けるかどうか、あたしが決めることだ」

「戦場は常に変化している。お前も変わることができなければ、生き残れない」

「……お前、あたしが怖いんだろ」

　それがアメリアの答えだった。

「同じ砲兵だったら、どちらかがあぶれることになるんだ。上の連中が片方だけ残すとなったら、てめーとあたしの勝負になる。だから、あたしを追い出すつもりなんだろう？」

　カーロフはいつもと同じように感情を動かすことはなかった。

「そうだとして、お前は俺に勝てるつもりでいるのか？」

「何？」

「勝負となったら、勝つのは俺だ」

　当然のように、カーロフは言った。

　アメリアは鼻で笑うと、起き上がり、屋根の端に立った。

「てめーみたいな鈍重野郎の砲弾に当たる魔獣がどこにいるんだよ」

　アメリアは屋根から跳躍した。隣の建物の屋根の縁ふちに摑つかまると、軽々と屋上に登り、そのままその場を立ち去った。

　その時の話はそれで終わった。カーロフの、こちらを見下すような目がいつまでも記憶に残り、いらついた。

　アメリアが〈大陸会議ペイトリオツツ〉を馘ク首ビになったのは、そのすぐ後のことだった。

「あたしを追い出したこと、後悔するんだな」

　大砲を背負ったアメリアは、別れ際、カーロフに言った。

　そのときは、次のギルドくらいすぐに見つかると考えていた。

　実際は、行政府さえも追われることになるのだが。







　目を覚ますと、服が汗で濡ぬれていた。

　アメリアは馬屋に設しつらえた寝床から起き上がり、しばらくぼうっと天井を眺めていた。

　体が起きるにつれ、悪夢を見たときの生々しい感覚と記憶は急激に失われていく。父親、行政府、〈大陸会議〉は記憶の彼方かなたに消え去り、最後に残ったのはあの男、カーロフの姿だった。

（奴やつに、本当に勝てるのか？）

　勝てない。まず、そう思った。ヴァルチャーの狩りあいになるのなら、射程と威力が物を言うはずだ。射程でも威力でも、奴の腕は図抜けていた。

『トリケウス』。

　それが奴の得物の名前だった。

　通常規格では最大となる零番径。砲身の長さ二〇〇センチ、重量は五〇〇キロを優に超える超巨大砲だった。砲ほう兵へいが持つものとしては最大級のモデルだ。

　最大射程三キロ、有効射程八〇〇メートル。

　ただでさえ重量の嵩かさむ零番径の砲身の機関部には、装そう塡てんの隙すきを無くすために三連弾倉が組み込まれている。歩兵銃の回転弾倉のアイディアをそのまま大砲のカートリッジに応用しただけの、この馬鹿みたいな構造のせいで、トリケウスは人間の扱える重量の限界に近くなっていた。使いこなせるのは巨人族テイターンや獣人族の一部、その中でも優れた膂りよ力りよくを持つ選ばれし者だけだ。

　カーロフはそれを自由自在に操る。奴の常識外の筋力は巨大砲の暴れる力を完全に制御し、精度の面でも決して劣っていない。アメリアの得意とする速射の面でも、機関部に弾薬を押し込む動作が不要な分、三発までなら互角のスピードで放つことができる。

　奴は強い。

　どうやったら奴を出し抜けるのか。

　アメリアは枕まくら元もとに手を伸ばし、自分の荷物をまさぐった。途端に、手が空を切る。

　アメリアは跳ね起きた。ない。あたしの大砲がない。

　馬屋を見回すが、大砲の入ったカバーはなかった。アメリアは青ざめ、マリールイズを探すため、馬屋から工房に入った。

　工房の隅にヴァネッサがいた。天窓からの明かりの下、作業台で何かをいじっている。台の上にあるものを見て、安あん堵どと恐怖が一緒にやってくるのを感じた。

（あたしの得物！）

　ヴァネッサはアメリアの大砲の機関部を剝むき出だしにして、かちゃかちゃと弄もてあそんでいた。

　アメリアは俊敏な動きで作業台に駆け寄る。それに気付き、ヴァネッサが顔を上げた。

「あ。アメリアさん、おはようございます」

「にゃー！」

「いたー!?」

　アメリアに頭を引っぱたかれ、ヴァネッサはずれた銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で目に涙を浮かべた。

「何をなさるですか!?」

「あたしの得物に勝手に触るんじゃねー！」

「す、すみません！　悪気はなかったのです。ただ、わたくしめは大砲のお手入れをしようと思って……」

「整備くらいやってるつーんだ！」

「はいっ！」

　ヴァネッサは頭を押さえながら、びくびくと小さな体をさらに縮ちぢめさせた。

　アメリアは作業台の大砲を奪うように取り上げた。

　どこか変なところをいじられていないか。とりあえず、パーツは全すべて、元の位置に納まっているように見える。

　アメリアはハンドルを握り、機関部を元の場所に押し込んだ。

　かちり。それは滑らかに稼動した。固すぎず、緩すぎず、心地よい抵抗感を伴って砲身に収まった。

「…………？」

　アメリアは怪け訝げんな表情を浮かべ、今度は機関部を引き抜いた。薬室を露あらわにする。同時に、きびきびと礼をする使用人のように、エキストラクターが稼働する。

　さらにアメリアは何度か同じ動きを繰り返した。それから、きょろきょろと辺りを見回していると、

「どうぞ」

　ヴァネッサが弾薬のカートリッジを差し出してきた。ちょうどアメリアが探していた、弾頭の付いていない模擬弾。アメリアは驚きを隠し、素そっ気けない態度でそれを引ったくった。薬室に模擬弾を詰め、砲身に押し込む。それから引き出すと、薬やつ莢きようはスムーズに引き出され、地面に落ちた。

　ヴァネッサはそれを拾い上げ、アメリアに差し出した。

「……もういい」

「あ、ありがとうございますー！」

　ヴァネッサは、ぱっと笑みを浮かべた。ふん、と鼻を鳴らし、アメリアはそっぽを向いた。

「……ちょっと整備ができるからって、調子に乗んじゃねーぞ」

　アメリアが言うと、ヴァネッサは微笑を浮かべた。……あのポンコツと同じ種類の笑顔だ。

「……にゃんだよ」

「やっぱり、アメリアさんは優しい方です」

「ああ？　あのポンコツがまた変なこと言ったのか」

　ヴァネッサが微笑を浮かべて、こちらをじっと見つめてくる。

「クエスト継続に口添えしてくださってありがとうございます」

「てめーのためにやってんじゃねー。あたしはあの野郎に借りを返さなきゃなんねーんだ。てめーの勘違い、勝手に押しつけるんじゃねーよ」

「またまたー！　謙けん遜そんなさらなくてもいいのですよー　アメリアさんってば照れ屋さんなんですから。あ、あ、でも、そんな天あまの邪鬼じやくなところがとっても可愛かわいいかもしれないですー！」

「…………」

　何だかわからないが、頰ほおに手を当ててきゃっきゃ言い始めるヴァネッサを、アメリアは瞳どう孔こうの閉まりきった酷こく薄はくな表情で見つめた。

　それから、はたいた。

「にゃー！」

「いたー!?」

　頭を押さえ、目に涙を浮かべるヴァネッサ。

「な、何な故ぜ、わたくしめを叩たたくですか？　も、もしかして、これは照れ隠しという名の愛情表現とか……！」

「照れ隠しじゃねー！」

「すみませんー！」

　ヴァネッサが俯うつむき、工房が静かになる。アメリアは室内を見回した。

「……ポンコツどもはどこ行った？」

「『スノウホワイト』を倒す手段を探してくると」

「そうかよ」

　連中は、本気で『スノウホワイト』を倒すつもりなのか。作戦継続はアメリア自身が言い出したことだが、本当にそんな方法があるのか、疑わしく思えた。

　レイ。マリールイズ。馬鹿な連中。依頼人のいい加減な目的のために、無駄な努力をしている。

「そんなに金に困ってんのか？」

「え？」

「このクエストにこだわる理由だよ。賞金と自分のとこの宣伝。金以外にねーだろ」

「お金だけの問題ではないのです。わたくしめはずっと故郷を裏切ってきました。だからこそ、この地のために力を尽くしたいのです」

「綺き麗れい事ごとぬかすな。だったら、〈大陸会議ペイトリオツツ〉に任せとけばいいだろ？」

　アメリアが言うと、ヴァネッサは眉まゆ根ねを寄せた。

「……行政府のギルドなんて信用できません」

「奴やつらは装備も人員も充実してる。うちのポンコツに任せるより、よっぽどマシだろ」

「そんなことありません！」

　ヴァネッサは突然、強い口調で言った。

「あの方たちは利益しか考えていません！　少しでも困難に襲われたらきっと逃げ出すに決まってます！」

「何をそんな……」












「わたくしめは知っております！　だって！　あの方たちはアメリアさんにだって、ひどい仕打ちをしたじゃありませんか！」





　　　　◆






「行政府になんて引っ越したくないです」

　ヴァネッサは馬車の窓から、外の様子を眺めていた。

「どうしてカレッジになんて通わないといけないのですか？　わたくしめは武器職人になるんだから、勉強はお父様のところでできるじゃないですか」

「そんなこと言わないの。いいところだったでしょう？　賑にぎやかで、人もいっぱいいて」

「ニュー・ハイランドの方がずっといいところです」

　母親の言葉に、ヴァネッサは唇くちびるを尖とがらせた。

　行政府見物に行こう。きっかけは父親のその言葉だった。

　最初から、不自然だったのだ。父は職人で、家族旅行などというものとは無縁の生活を送っていた。ヴァネッサの記憶にある限り、州の西部にある高原にだって連れて行ってもらったことはない。それが急に、行政府へ行こうと言い出したのだ。

　一週間の滞在の間、ずっと抱いていた疑念が晴れたのは、帰りの馬車の中だった。

　父母は、ニュー・ハイランドを捨て、行政府へと引っ越すつもりだったのだ。

　馬車は赤土の荒野を行く。心なしか空気も乾いているような気がする。ヴァネッサはハンカチで口元を押さえ、小さく咳せきをした。

　今度は、父が口を開いた。

「武器職人なんて、もう商売にはならないんだよ。それにヴァネッサは賢い子なんだから。父さんと違ってな。武器職人よりもずっと学者さんの方が向いているじゃあないか」

　父はヴァネッサが武器職人になるのにはとにかく反対だった。ヴァネッサは賢いから、武器職人はもう商売にはならないから。そんな言葉を掛かけられるたびに、ヴァネッサは自分が父親に認められていないような気持ちになるのだった。

　引越しには他にも理由があることは、ヴァネッサにもわかっていた。

　ニュー・ハイランドは衰退の一途を辿たどっていた。この数年、産業が徐々に行政府近辺へと移り始めていた。新大陸黎れい明めい期きから人々を支えてきたニュー・ハイランドの鉱業。しかし、行政府付近の山岳地帯から魔獣があらかた駆逐されると、新たなる鉱山が開発されるようになった。行政府の付近にはいくつもの工業地帯が発展し、ニュー・ハイランドを脅かすようになっていった。

　故郷の街からは徐々に活気が消えていったのを、子供ながらもヴァネッサは肌で感じていた。鉱山で働いていた労働者は街から消え、工房で働いていた職人たちは行政府へと移っていった。交通の便が悪いニュー・ハイランドよりも、行政府に人が集まるのは自然なことだった。

　そして、『スノウホワイト』率いるヴァルチャーの台頭がとどめとなった。利益の上がらない土地からランサーは去り、それによって生態系は崩れ、魔獣の数は増え始めていた。もはや、ニュー・ハイランドにこだわる理由など何も無い。

　でも、この土地を捨てることに、ヴァネッサは憤いきどおりを感じていた。この土地を見捨て、行政府へ移り住んでいった人々にも、この土地を捨てようとしている父と母にも、そして、故郷を裏切ろうとしている自分自身にも、怒りを感じていた。

　そのときだった。馬車が突然、加速し、ヴァネッサは座席を転がった。向かいに座っていた両親も同様だった。

「魔獣だ。摑つかまってろ！」

　御ぎよ者しやのランサーが叫んだ。ヴァネッサは外を見ようとしたが、できなかった。馬車ががたがたと揺れるままに、体が揺さぶられていた。

　次の瞬間、天地がひっくり返り、強い衝撃に襲われた。

　気がつくとヴァネッサは横たわり、天井となった床を朦もう朧ろうと見上げていた。

　眠気が全身を包んでいた。

　一体、何があったのだろう。

　空の座席。両親は？

　ヴァネッサは首を巡めぐらした。

　馬車の外に投げ出された両親が、赤土の上、血を流しながらうめいていた。

　その向こうに砂煙が上がり、そこに巨体の影が浮かび上がっていた。異形の怪物。確か、あれはキマイラという魔獣。

「お父様！　お母様！」

　ヴァネッサは血を流し、うめく両親の元へ行こうとした。だが、体は重たい空気にのし掛かかられているみたいに動かない。

「御者さん！　御者さん！」

　ヴァネッサは御者に助けを求めた。だが、どこに行ったのか、彼の姿は見えなかった。

　その間にも、魔獣はこちらに向け、一直線に迫り来るところだった。

　凄すさまじい轟ごう音おん。ヴァネッサは目を瞑つぶり、神さまに祈りを捧ささげた。

　たぶん、もう助からないと思った。頭を摑んで揺さぶるような大気の揺れを感じた。すさまじい轟音だった。馬車が吹き飛ばされたのだろうか。轟音は何度も、何度も、馬車を揺さぶった。

　そして、

「にゃっはー！」

　どこからか笑い声が聞こえてきた。

「にゃーははははは！」

　ヴァネッサは薄く目を開けた。

　魔獣は消えていた。

　その代わり、彼方かなたに豹人族リユンクスの少女がいた。

　埃ほこり舞う、赤土の舞台。彼女は踊り子のように、体をしならせ、尻尾しつぽを悠々と振る。

　ヴァネッサの視線は、少女の手にしている、不釣り合いな大砲に注がれていた。

　記憶はそこで途切れた。





　　　　◆






「アメリアさんのお名前を知ったのはずっと後でした。『小しよう砲ほう虎こ』と呼ばれた凄すご腕うでのランサー、行政府を代表するような砲ほう兵へいなのだと」

　ヴァネッサは工房の作業台を、愛いとおしむように見つめた。

「恥ずかしながら、カレッジに行こうと決心したのはそのときだったのです。カレッジに合格し、行政府に行って、きっとアメリアさんにあのときのお礼をするんだって。あ、でも、アメリアさんはお忙しいし、助けてもらったお礼くらいでいちいち押しかけるのはご迷惑かもしれないし、勝手に思い詰めて会いに来たなんて痛い子だって思われちゃうかもしれないし……。いたー！」

「さっさと話を進めろ！」

「すみませんー！」

　頭を押さえ、ヴァネッサは言った。

「一生懸命勉強して、わたくしめはカレッジに合格しました。ですが、行政府へと行ってみればアメリアさんはギルドを解雇されているというではありませんか。あれほど、ランサーとして貢献したというのに、コストパフォーマンスが悪いというそれだけの理由で。利益、利益と、全く非ひ道どい話です。これだから行政府という所は……」

　ヴァネッサは腕組みをして、行政府への不満をぶつぶつと口にした。

　こいつは、あたしのために義ぎ憤ふんを感じていたというのか。あたしの知らないところで、あたしに断りもなく。

　あたしはただ、魔獣が狩りたかっただけだ。それだけだったのに。

　アメリアが黙っていると、ヴァネッサははにかんだ。

「……すみません。このことは、わたくしめの胸の内にしまっておくつもりでした。お仕事とわたくしごとを一緒にするなんて、はしたないですから」

「だったら黙ってろよ。こっちは、てめーなんかいちいち憶おぼえてねーんだからな」

「憶おぼえてないのは無理はありません。アメリアさんは、わたくしめ以外にもいっぱい人を助けてきたのですから。正義の味方です」

「にゃー！」

「いたー！」

　アメリアに頭を叩たたかれ、ヴァネッサは目に涙を浮かべながら、頭を押さえた。

「照れ隠しにしても火力が高すぎますー!?」

「勝手な解釈してんじゃねーって言ってんだ！」

「そんなことないです！　アメリアさんは、いい人です！」

　涙目で必死に訴えるヴァネッサ。その視線を受け、アメリアは、ふん、と鼻を鳴らし、壁に顔を向けた。そこに、歪いびつな大砲、キャノンブレードが立てかけてあった。

　アメリアはそれをじっと見つめた。

「……なあ、これで『スノウホワイト』を狩ってやろうか？」

「ほ、ほんとですか!?」

　一瞬、歓喜したヴァネッサはすぐに表情を曇らせた。

「もう、いいのです。わたくしめの装備品はどうせ『けっかんへいき』ですし、アメリアさんの足を引っ張るわけにはまいりません。大事なのは『スノウホワイト』を討うち取ることです。アメリアさんは使いやすいご自分の……」

「にゃー！」

「いたー!?」

「やってほしいのかほしくないのか、どっちなんだ！」

「そ、それはやってほしいですけどー！」

　涙目になったヴァネッサにアメリアは言った。

「お前に頼みがある」

「わ、わたくしめにお願い!?」

　ヴァネッサは、ぱっと顔を赤らめた。

「な、何でもおっしゃってください！」

　アメリアはキャノンブレードに触れた。

「あたしの言う通りに、これを改造してくれ」





　　　　◆






「〈大陸会議ペイトリオツツ〉の作戦は簡単です。アファラ山脈に面した州北部に警戒線を敷き、渡りの兆候を早期発見する。そして、各地のランサーを集結させ、数の力でヴァルチャーの群れに楔くさびを打ち込む。つまり、彼らが渡りの兆候を摑つかめば、当然、何らかの動きがあるはず。それを追跡すれば、我々も渡りに遭そう遇ぐうすることができるはずです」

　レイの眼下には一つの村があった。

　そこには〈大陸会議ペイトリオツツ〉の指揮官、トマスの言う通り、彼らのパーティが待機していた。彼らは宿屋を借り切り、そこの馬屋へ物資を積み上げていた。

　レイはその村を見下ろす丘に潜ひそみ、注意深く様子を探っていた。その隣で、同じように伏ふせていたマリールイズが不満げにレイを見つめていた。

「それって、〈大陸会議〉さんがせっかく見つけた獲物を横取りしようってことですよね」

「まあ、そういう言い方もあると思いますが」

「それって、ずるくないですか？」

　マリールイズの言葉に、レイは眉み間けんに皺しわを作った。

「向こうだって反則ぎりぎりの手段を使っています。すでに先手は取られています。少しでも遅れを取り戻そうとすれば、こうするしかありません」

「ランサーギルドが戦うべき相手は魔獣です。私たちは敵じゃありません。いがみ合ってどうするんですか」

「彼らは商売敵です。これは立派な戦術です」

　レイとマリールイズはお互いに不満を表明しながら、顔を見合わせる。

「私の作戦プラン一を散々、馬鹿にしたくせに。レイの作戦だって、あんまり変わらないじゃないですか。卑ひ怯きようなだけで」

「あなたみたいな行き当たりばったりの作戦じゃありません。俺はちゃんと情報を収集し、投資とリスクを秤はかりにかけてます」

「じゃあ、成功する確率ってどれくらいなんです？」

「……企業秘密です」

「ずるーい！」

　マリールイズが言うのを、レイは無視して、筆記板に視線を戻した。

　州都を経たって三日。北上しながら、レイたちは〈大陸会議〉の配置を確認していた。

　ヴァルチャーが根城にしている北の山脈。そこに面した州北部の八つの集落に〈大陸会議〉は拠点を設置し、警戒線を敷いていた。後方支援は三パーティ、州西部から物資を集め、北側の拠点に送り込んでいる。残りの人員は州都に待機していた。

　このうち、どこに待機すべきなのか。

　残された時間は少ない。

　渡りの期間に入っている以上、それは明日にも起こるかも知れない。それまでに最も確率の高い場所に待ち構えていなければならない。

　考えるレイの背後で、ユージンが腕組みをしながら言った。

「どうでもいいでござるが、拙せつ者しや、歩くの疲れたでござる」

「……二人とも、ちゃんと隠れてくださいよ」

「盗み見など悪徳ですよ。それに法ほう衣いが汚れるじゃありませんか」

　ソフィが石に腰こし掛かけ、読書をしながら、うんざりとため息をついた。レイが言った。

「もう少し、やる気を出してもらえませんか。クエストが成功するかどうかの瀬戸際なんですよ」

「とは言っても……。どうやら、同じことを考えているギルドがいるようでござるが」

　欠伸あくびをしながらユージンが言い、村の一点を指さした。

　見れば、少し離れたところに、こっそり様子を窺うかがっているランサーがいる。目が合い、レイは慌あわてて藪やぶに伏ふせた。他ギルドのパーティだ。彼らも『スノウホワイト』の横取りを狙ねらっているのは明白だった。

「もう、バレてるようでござるよ」

「何で教えてくれなかったんですか！」

「『他人の褌ふんどしで相撲を取る』など、武人のやることではござらん」

「もう帰りませんか？　時間は有効に使うべきだと思いますが」

　ソフィの深々とした嘆たん息そく。レイもため息をつきたい気持ちを押さえ、村に視線を戻した。

『スノウホワイト』以外にも問題はあった。

　ランサーたちの士気は、すっかり下がりきっていた。

　わからなくもない。ヴァネッサからの報酬は保証されていたし、『スノウホワイト』討とう伐ばつ成功時に支払われるはずの賞金も、いまや望み薄となったのだ。

　おまけに物資を節約すればするだけ報酬が増えるインセンティブが、マイナスに働いてしまっている。ランサーたちにとってはこれ以上の戦闘に意欲が湧わかないのも当然だった。

　この偵察にも、ユージンとソフィはやる気が無いなりについてきてくれたが、アメリアは同行さえしていない。州都でヴァネッサと一緒になって、大砲の改造に当たっているのだろう。彼女の言葉をそのまま信用すれば、だが。

　やる気が出ないのはレイも同じだ。『スノウホワイト』の賞金は魅力的だが、〈大陸会議ペイトリオツツ〉に対抗し、無理をして投資をすれば、大きな損失を被ることになる。ヴァネッサには悪いが、報酬は約束されている。〈大陸会議〉に憤いきどおりは感じるが、ヴァネッサほどの怒りはない。大手ギルドが全力で臨んでいるのだから彼らに任せておけばいいという気持ちにもなる。

　負のインセンティブ。それが〈白き盾〉を蝕むしばんでいるのを感じた。

〈白き盾〉だけではない。このクエスト自体が負のインセンティブそのものだった。

　州が『スノウホワイト』に賞金を懸けたのは賢明な方針ではなかった。賞金方式だと、一つのギルド以外は、投資した金額が回収できないことになる。そうすればギルド同士の足の引っ張り合いが当然のように起こる。

　そのリスクを回避するために、これまでランサーギルドが取ってきた方針が、派遣するのを一パーティに限り、遠距離狙そ撃げきによって一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうというやり方だったのだ。投資する金額を最小限に抑え、確率は低いが、大きなリターンを狙う。

　遠距離狙撃が成功率の低い方法なのだから、『スノウホワイト』を取り逃がす確率も増える。が、賞金というインセンティブがある以上、この方法を取るのが自然な行為なのだ。

〈大陸会議ペイトリオツツ〉のように、『スノウホワイト』を確実に仕し留とめるため、大量のランサーを動員することは大きなリスクであり、異常な行為であり、一方で、認めたくはないが勇気のある行動なのだ。

　眼下では〈大陸会議〉のランサーが飼い葉を積み上げていた。

　一体、彼らはどれだけの投資をしたのだろう。

　前線にパーティを配置し、補給路を整え、物資を備蓄し、正面から楔くさびを打ち込む。

（ランサー一人の人件費が週に平均三万リィルだとして、装備費、食費、交通費を含めれば、最低でも四万にはなる。それが百人分、三週間と見積もると一二〇〇万リィル。利益は賞金額の四割は欲しいところだ。経費と荒あら利りの比率は六対四だとして……）

　レイはその瞬間、心を奪われたように、地面の一点を見つめた。

　一〇〇名のランサー。二千万の賞金。

　顔を上げ、村の様子を探る。〈大陸会議〉が物資を備蓄している馬屋、そこへ積み重なっている飼い葉を凝ぎよう視しする。

「まさか……」

　レイは筆記板の用紙を捲めくった。しばらく地図を睨にらんでいたレイは、突然、ばっ、と立ち上がり、マリールイズの腕を取った。

「行きましょう！　〈大陸会議〉に先行する方法があるかもしれません！」

「え？」

「ほら、立って！　もう時間がありません！　ユージンもソフィも、急いでください！」

「え？　え？」

　訳が分からず目を瞬しばたたかせるマリールイズは、レイに腕を引かれるまま待機している馬車へと駆けていった。

　ユージンがたずねた。

「今度はどこへ行くでござる？」

「さあ？　北の次は南ではないですか？」

　ソフィは静かに嘆たん息そくし、やれやれ、と立ち上がると法ほう衣いの裾すそを払った。





　　　　◆






　その二週間後、州北部。

　街は死んだように静まりかえっている。住民は建物に籠こもっているか、すでに行政府方面へと避難してしまっている。この数年で、彼らはもう理解していた。あの暴力に対しては抗するだけ無駄なのだと。

　その静けさの中、〈大陸会議ペイトリオツツ〉のランサーたちは警戒に当たっていた。

　曇天の彼方かなたを、望遠鏡で監視していたシーフが叫んだ。

「来たぞ、ヴァルチャーだ！」

　付近で待機していたランサーたちが跳ね起きた。

　この二日で、三回目の襲撃だった。

　目を凝らすと、巨大な一対の翼が見えた。

　前衛が壁になり、弓士が狙そ撃げきを開始した。

　攻撃に反応し、ヴァルチャーは降下を開始、こちらへと突っ込んでくる。

　重装歩兵が、巨大な盾を手に、前に出た。術士はその陰に入り、いつでも掩えん護ごできるように魔術の詠えい唱しようを開始していた。

　ヴァルチャーは牽けん制せいの矢を嫌がり、急旋回する。

　速度が鈍にぶった瞬間を狙ねらい澄ましたかのように、剣士が建物を足場に跳躍した。

　空中ですれ違いざま、剣を振り抜く。正確に翼を斬きられたヴァルチャーはそのまま石畳の通りに墜おちた。

　翼を断ち切られ、地上に落ちてなお、それは巨大な猛もう禽きんだった。

　二メートル近い翼を広げ、こちらを威い嚇かくしてくる。槍やりのような、鋭するどい嘴くちばし。大木を軽々と抉えぐり取る屈強な足。二階建ての建物に匹敵するその上背で、集まったランサーたちを見下ろしていた。

　だが、もはやこのヴァルチャーに助かる道はなかった。

「風ふう刃じん」

　術士の詠唱が完了、風の刃がヴァルチャーを切り刻む。戦うことも、空へ逃げることもできず、ヴァルチャーはやがて力尽きた。

　剣士はヴァルチャーに近づき、遺い骸がいの腹に剣を突き刺した。喉のどを踏みつけ、そのまま皮を切り裂くと、血と臓ぞう腑ふの臭においとともに、その内部が露あらわとなる。

　剣士が確かめたかったのは、その皮の下だった。

　魔獣だけではなく、人間や家畜を襲って蓄たくわえたであろう脂肪が、分厚くその内部に溜ため込まれていた。

「今度こそ間違いない。渡りの群れからやってきた個体だ」

　剣士は言った。

「狼煙のろしを上げろ。渡りの兆候が出た」






五、負のインセンティブ






　ニュー・ハイランドの宿舎に知らせが入ったのはその日の午後のことだった。

「来たか……」

　興奮の色を隠さず、トマスが言った。

　早馬を駆ってきた部下が、汗を光らせながら報告を続ける。

「一班と二班が前兆を確認しました。北西の地域が警戒域に入りました」

「正確な方角を」

　部下の報告してきた情報を聞き、地図に方角を書き込む。交差した部分を見つめた。

「予定通りだな」

「ああ、ついにこの日が来た」

　室内が、静かな興奮に包まれる。トマスは熱を帯びた視線で地図を眺める。その側近たちも同様に、トマスに視線を向けている。

　その背後で、カーロフは窓の外を眺めていた。一人、興奮から取り残された巨人族テイターンは、冷めた視線で通りの向こうを見つめる。

　ここへ来て数日のうちに、〈白き盾〉の姿は見えなくなっていた。それまでは、ときおり、金属を打つ音が聞こえてきたが、今ではそれも止やんでいた。出立するところは見ていないが、この街を去ったのは確かだった。

　もう諦あきらめたのか。だとすれば、アメリアは期待はずれだったということになる。

「カーロフ！」

　背後から、トマスが怒鳴る。カーロフは立ち上がった。

「お前の目的地はここだ」

　トマスが地図の一点を指さしている。州の北側、山脈に面した街だ。

「いいか。これ以上の命令違反は許さんぞ」

「…………」

　カーロフは黙ったまま、トマスの脇を抜け、一階へと下りていった。







　緑色の高原、その中を、戦車隊のような勢いで馬車が進んでいく。

〈大陸会議ペイトリオツツ〉の一団は編隊を組み、高地の狭せまい道を突き進む。

　そのわずか百メートル後方を、数名のランサーを乗せた一台の馬車が追走していた。

「見失うなよ。もっと近づいていい！」

「気付かれないか？」

「連中だって今さら隠れようもない。近づけ」

　ランサーは指示を出し、心中でほくそ笑む。

　自分たちのギルドは〈大陸会議ペイトリオツツ〉ほど大きくはない。だが、狩りの腕では負けてはいない。『スノウホワイト』を狩るために準備を整えてきた、観察・監視のプロだ。〈大陸会議〉の宿舎に満ちた、あの異様な空気を見逃すわけない。

「あれが囮おとりの可能性はないか？　ドミトリ・カーロフは同行していないぞ」

「小隊長のトマスがいるんだ。間違いない」

　リーダーであるランサーが答える。

　カーロフの噂うわさを聞き及んでいたのは僥ぎよう倖こうだった。かつて『三砲聖ガンナーズ・トリニテイ』として名を馳はせた、ドミトリ・カーロフ。だが、その勢いに陰りが見えていると、行政府では噂うわさとなっていた。主流派と対立したカーロフは、ギルド内での発言力を失い、今や分隊長の地位も奪われていた。今の時代、腕が立つだけでは出世はできないのだ。

　もし、噂を聞いていなかったら、カーロフをマークしていただろう。〈大陸会議〉のトマスはそれを見越して、カーロフを別行動させたに違いない。見間違いようもないあの巨体と、かつての栄光は、囮にはぴったりだ。

（俺には通用しなかったがな）

　ランサーは自分の得物、ケースに収められた長銃を抱える。

　渡りのルートさえわかれば、もはや人数の多た寡かなど関係ない。横取りだろうと何だろうと、『スノウホワイト』を討うち取った者が賞金を手にするのだから。







　トマスが目的の村に到着したのは夕刻だった。

　北西部の丘きゆう陵りよう地帯にある小さな街。一行は馬車を伴い、街の通りへと入る。

「こっちだ」

　先行していたランサーが通りに現れる。その指示に従い、トマスたちのパーティは拠点となっている宿屋へと向かった。

「ランサーたちは集まっているか？」

「大部分は順調に。七十名は夜明けには間に合う。ただ、北東にいる連中は間に合わないかもしれないが」

「それだけいれば十分だ。そちらの様子は？」

「異常ない。物資の備蓄は計画通りにいった。……尾行されているか？」

「関係ない。ここからの追跡は不可能だ」

　これで狩り場の独占が叶かなったのだ。横取りを狙ねらっていた他ギルドにはそれに相応ふさわしい結末が待ち受けている。この付近の馬や飼い葉は全すべて、〈大陸会議〉が押さえてある。たとえ、ここまで辿たどり着ついたとしても、ここから先へ進むことはできない。迂う回かいして物資を調達するころには、狩りは終わっているだろう。

　全すべては計画通りだった。

　やがて、宿の看板を付けた建物が見えてきた。ランサーとトマスは連れだって宿へと入った。

　屋内は薄うす闇やみに包まれていた。西にある山のせいで、もう陽ひは入ってこないのだ。

「お客さま、おかえりなさいませ」

　奥から、宿屋の娘がエプロンとスカートを翻ひるがえしながら現れた。

　そのまま、案内を受ける。が、その瞬間、トマスは立ち止まり、絶句した。

　真しん珠じゆ色いろの髪、赤い瞳ひとみ。数日前、州都で出会った少女。ロックフォートのギルド、〈白き盾〉のマスター。

「ど、ど、どうしてここに……!?」

「知っているのか？」

　仲間の質問にトマスは答えられない。

　その代わりにエプロン姿のマリールイズが手をもじもじと組み合わせてはにかんだ。

「恥ずかしながら、滞在中の路銀にちょっと不安がありまして、宿賃を節約するためにアルバイトをさせていただいております……」

「新入り！　さっさとご案内しな」

「あ、はーい」

　ヴァイスシルトは奥からの声に返事をすると、

「では、客室係がお部屋にご案内します。レイ、お客さまですよ！」

　少女は奥のドアに向かって声を上げた。

　ぎっ、と音を立て、奥のドアが開いた。

　その瞬間、何な故ぜか、地獄の門が開いたかのような悪寒が背中を這はい上っていった。

　ランプの灯あかりが漏れてきた。

　腕が見え、やがて、人影が現れた。

　照らされていたのは、あの青年だった。

　ランプの灯りに照らされ、顔に悪魔のような笑顔が張り付いていた。

「どうも、客室係のレイ・ブラウンです。お待ちしておりました」

　トマスは、そこにある感情を見て取った。

　忍従。

　報復。

　そして、勝利。




（何故だ。何故ここにいる……！）

　階段を上りながら、トマスの思考にあったのはその言葉だった。

　どこからか情報が漏れていたのか？

　ありえない。知っているのはこの計画の中核を構成する者たちだけだ。作戦に必要なランサー以外、〈大陸会議ペイトリオツツ〉のランサーでさえ、この計画の全ぜん貌ぼうは知らないのだ。

　では、自分たちを尾行してきたのか？　階段の途中、トマスはランサーにたずねた。

「……こいつらはいつからここにいたんだ？」

「俺たちが到着してから数日後だ。無視して構わない。ここへ来て以来、ずっと宿の下働きしかしていない」

「その中に、豹人族リユンクスはいたか？」

「ああ、いたような気がするな。小娘だが」

　アメリア・ショート。『小しよう砲ほう虎こ』がここにいる。それもトマスたちに先んじて、何日も前から。どうしてここがわかったのか。一体、どうやって。

「こちらの部屋になります」

　答えが分からぬまま、トマスは得体の知れない恐怖と共に部屋に入った。

　部屋係を名乗った青年、レイ・ブラウンは手にしていたランプをベッドサイドに置いた。入り口に立ったまま動こうとしないトマスに、先任のランサーがたずねた。

「誰なんだ？」

「〈白き盾〉、ロックフォートのランサーギルドだ」

「何？　こいつらが？」

　ランサーが怪け訝げんそうな視線を、青年に向けた。

　青年が振り返る。茶色の髪、茶色の瞳ひとみ。何の変へん哲てつもない、その外見。そこに、乾いた微笑を浮かべていた。

「どうしてここにいるのか、おたずねにならないのですね」

「興味はないな」

　トマスは動揺を押し殺し、素そっ気けなく言った。

「それなら、こちらから一つ、質問を。〈大陸会議〉はどうやって、このクエストで利益を上げるつもりだったのですか？」

「話す必要などない」

「では、こちらの推測を聞いていただけますか？　これからの商談にも関かかわることなので」

　青年はテーブルを部屋の真ん中に置きながら言った。

「そもそも、『スノウホワイト』討とう伐ばつクエストには様々なリスクが存在しています。本当に倒せるのか、それ以前に遭そう遇ぐうすることができるのかどうか。そして競合するギルドの存在。横取りされてしまっては投資した金額は回収できなくなりますから」

　青年は椅い子すを用意し、トマスたちに勧めた。そして自分は、テーブルの前で軍隊風の休めの姿勢を取った。

「そのリスクを避さけるため、各ギルドは投資を最小限にし、大きなリターンを狙ねらう方針を立てた。それがこれまでのやり方でした。少人数のランサーを派遣し、低確率な遠距離狙そ撃げきによる一いつ攫かく千せん金きんを狙う。ですが、これは効率的なやり方ではない。思えば、『スノウホワイト』に賞金を懸けるという州のやり方自体が賢明なやり方ではなかった。ギルドがお互いに牽けん制せいしあった結果、効果的な手段を打つことを躊躇ためらわせる負のインセンティブが働いていたんです。その点、〈大陸会議ペイトリオツツ〉の方針は効果的です。千頭を超えるヴァルチャーの群れに、数の力で挑むというのは理にかなっている。ですが、わからなかったのは〈大陸会議〉が一〇〇名ものランサーを使い、どうやって利益をあげるつもりだったのか、ということです」

　そこで青年はベッドサイドにあった筆記板を取り上げた。

「一人のランサーを動員するためには人件費だけで週三万リィルは見なければならない。装備・消しよう耗もう品ひん費、食費、交通費を含めれば、週四万リィルは必要になる。一〇〇名なら週四百万、三週の作戦期間では一二〇〇万。経費と利益の比率を六対四と仮定すると、必要となる報酬は二〇〇〇万はなければならない。『スノウホワイト』の賞金額と同額です。しかもここにはリスクによる損失が入っていない」

　青年は筆記板の用紙をめくった。

「先ほども言った通り、このクエストには様々なリスクがある。少なくとも二十のギルドが参入することは去年までのクエストでわかっていた。一〇〇名のランサーで『スノウホワイト』の動きを捕ほ捉そくするといっても、成功率は一〇〇パーセントにはならない。横よこ槍やりを狙い〈大陸会議〉をマークするギルドも現れるでしょうし、偶然、そこに居合わせてしまうギルドもあるはず。〈大陸会議〉の攻撃に紛まぎれ、『スノウホワイト』を狙われてしまえば人数による優位性はなくなってしまう。あなたのやり方は、ほぼ確実に『スノウホワイト』を討うつ手段がない限り、損失を覚悟しなければならない方法なんです。そのリスクを抱えてまで一二〇〇万もの投資をする根拠は何か？　それで気付いたんです」

　青年は一呼吸置き、筆記板から顔を上げ、トマスに告げた。

「あなたは最初から渡りのルートを知っていたのではないかと」

「…………」

　トマスは沈黙したままだった。

「そう考えれば納得がいきます。どうやってかはわかりませんが、〈大陸会議〉は『スノウホワイト』について決定的な情報を摑つかみ、ほぼ確実に討つ手段を発見した。そうなれば『スノウホワイト』を取り逃がすというリスクは無視できる。それよりも問題となるのは、競合するギルドの存在です。参加するギルドが増えるごとにリスクは増え、想定される損失は大きくなる」

　折りたたまれた紙片を取り出し、テーブルへと広げた。この地方の地図で、あちこちに赤字で印が付けられている。

「最初の数日、〈大陸会議ペイトリオツツ〉の配置を確かめさせていただきました。山脈に面した北側の集落にそれぞれ斥候を配置し、警戒線を作る。それをフォローするように、やや後方に補給基地と本隊を置き、食料、飼い葉などの物資を備蓄している。そして、渡りの兆候を発見次第、そこへと急行する。あなたが私たちに説明した作戦です。憶おぼえていますか？」

「それがどうした？」

「しかし、配置を見る限り、その作戦をやるのはとても無理なんです。迅じん速そくな行軍に必要なのは、積荷の軽量化、そして『前線』での補給が絶対に必要です。人間一人が一日に必要とする水と食料、およそ五キロ、馬一頭が一日に必要とする飼い葉、およそ三十キロ。それに加え、戦闘用の物資まで運んでいては行動半径に著いちじるしい制限を設けることになる。周囲のパーティが必要最低限の物資だけ抱えて来られるよう、前線の集落ごとに大量の物資を備蓄しなければ、渡りの速度には対応できない。必要な物資を置いていない以上、北側は目的地ではないということになる。前線に配置した人員、あれは囮おとりだったんですね」

　青年は地図の北側を指さした。

「あなたたちは渡りのルートを知っている。その前提で、改めて配置と物資の流れを確認しました。そして見つけたんです。州西部からの物資を集め、北側へ送り込むためのルート、それが不自然なまでに交錯している一点、物資が集中している一点を」












　青年は地図に置いた指を、西へとずらしていく。その指が北西部にある一点でぴたりと止まった。

「それがこの街です。この街こそが、『最前線の補給拠点』だった。ですから、ここにいれば、あなたたちが現れると思ったんです。実際、ここに来てみると、何な故ぜかこの周囲の物資も大量に買い占められているということに気付きました。州のあちこちに散る囮おとりのランサーもここで速やかに補給を受けて目的地に旅立てる一方、もし、他ギルドが囮に気付いてこの街に駆けつけても、補給をすることができず、ここから出立する本隊に追随することはできなくなる。参入障壁、陽動、足止め、この三つの策で〈大陸会議ペイトリオツツ〉はこの先にある狩り場を独占しようとした。これが俺の推測です」

　トマスも、隣にいるランサーも、表情は動かさなかった。

　いや、強こわばったまま、動かせなかったと言うべきか。トマスは懸命に平静を装おうとした。だが、今さら隠して何になるだろう。

　この青年が正しいことは、トマスがここにいることで証明されているではないか。





　　　　◆






　擬傷行為。それはそう呼ばれている。

　鳥の一種が、捕食者に襲われたときにとる行動だ。

　捕食者が巣に近づくと、親鳥は雛ひなのいる巣を離れ、傷ついたふりをしながら飛び去る。自分を囮にすることで、捕食者を巣から遠ざけるのだ。

　ヴァルチャーがそれを行っていることをトマスが知ったのは偶然だった。

　二年前の渡りの季節、〈大陸会議〉のパーティは州西部に張り込んでいた。〈大陸会議〉の本部はこのクエストに乗り気ではなく、だからといって、他のギルドにみすみす手柄を渡したくないという気持ちから、形だけ一パーティを派遣していたのだった。

　よって、トマスたちもやる気はなかった。渡りが州北部から侵攻してくるのは知られていたにもかかわらず、トマスたちが西側にいたのは、成功率の低い遠距離狙そ撃げきに命を賭かけるくらいなら、渡りが来そうにない地域に避難するのが賢明だと考えたからだ。

　本部には他ギルドとの過当競争を避さけるためと説明し、空いた時間、街の北西にある高原へ偵察と称して入っていき、そこで金になりそうな獲物を探していた。

　夜が更け、高原でキャンプを張っていたときのことだ。

　上空が闇やみに包まれた。先ほどまで見えていた月、星々が消え、無数の空気を打つ音が辺りを包んだ。異常事態に、トマスたちは物陰に伏ふせ、様子を窺うかがった。

　月明かりが戻る。そこで目にしたのは、高原を埋め尽くす、無数のヴァルチャーだった。

　悪夢のようだった。

　どうしてヴァルチャーどもは、こんな集落の近くへ、音もなく現れたのか。

　夜明けまでの数時間、トマスたちは一睡もせず、地面に伏ふせ続けた。もし、今襲われれば、必ず命を落とすだろう。だが、ヴァルチャーは飛ぶわけでも、鳴くわけでもなく、じっとそこへ居続けた。

　夜が明けた。

　再び、翼が空気を打つ音が、爆発のように辺りを包んだ。

　トマスはわずかに顔を上げた。

　そして、見た。

　群れの中を舞う、純白の翼を。ヴァルチャーの王、『スノウホワイト』を。




　その日の夕刻、トマスたちはようやく街へと帰ってきた。そこで、その日に渡りがあったことを知らされた。いつものように渡りは北側から侵入し、南へと抜けていったのだ。

　トマスがあの群れの正体に気付いたのはそのときだった。

　擬傷行為。

　北側から人里に侵入してくる一団は、人間たちの目を引く囮おとりだったのだ。囮が騒さわぎを引き起こしているうちに、体力のない幼体たちは密ひそかに平地を縦断し、南へと抜けていく。

　全すべては、体力に劣る幼体を狩人かりゆうどたちから守るために。

『スノウホワイト』。誰よりも強大な統率力を持つ暴虐の王は、誰よりも臆おく病びようで人間を恐れている個体だったのだ。





　　　　◆






　これがトマスの切り札、他ギルドを出し抜くための情報だった。

　渡りには多数の幼体が加わっている。当然、成体ほどの飛行速度も航続距離も持たない。

　人里を突っ切れば、距離は短くて済む。だが、地上にはランサーが待ち受けている。

　秘境を行けば、人間たちの追跡は避さけられる。だが、距離は大幅に伸びる。

『スノウホワイト』はそれを秤はかりに掛かけ、人里を選んだ。

　幼体の被害を最小限に抑えるため、囮となる群れを北側から侵入させてまで。

　そして、それが正しいことを証明するため、翌年、トマスは再び高原に張り込んだ。今度は用心を重ね、塹ざん壕ごうを掘り、見張り小屋に潜ひそんでいた。結果は同じだった。『スノウホワイト』率いる群れは高原に現れ、一晩の休息ののち、南へと旅立っていった。

　二年越しの計画。箝かん口こう令れいを敷き、仲間たちだけで計画を進めた。本部を説得するために、私財まで投げ打った。『スノウホワイト』殺しの名誉を手に入れるため。ギルドに利益をもたらし、昇進の階段を上るため。

　その計画が破は綻たんしつつあるのをトマスは感じていた。

　トマスは目の前の青年を凝ぎよう視しした。こんな半人前のランサーに追い詰められるとは。

　青年もまた、こちらを見据えていた。その茶色の瞳ひとみが、静かな怒りに満ちているのに気付いた。

「何な故ぜ、渡りのルートを皆に知らせようとしなかったんです。もし、知らせていれば、もっと早く『スノウホワイト』を討うつことが出来たかもしれない。ヴァルチャーの被害だって少なくなったかもしれないのに」

「何がわかる！」

　トマスは激げき昂こうした。

「渡りの情報は、俺が命がけで摑つかんだものだ！　それを俺が利用して何が悪い！　貴様らこそ何だ？　死体漁あさりのハウンドのように、我々に纏まとわり付いておいて偉そうなことをぬかすな！」

　テーブルを挟み、二人は睨にらみ合う。

　青年は筆記板から二枚の紙を取り出し、テーブルへと置いた。

　一対の契約書だった。

「この際、道義は置いておきましょう。重要なのは我々がここにいるということです」

「何だと？」

「〈白き盾〉の望みは〈大陸会議ペイトリオツツ〉との共同戦線です。ギルド同士の戦闘は禁止されています。ですが、お互いに牽けん制せいしあったままでは『スノウホワイト』討とう伐ばつはままならない。それならば協力しあった方がお互いにとって有益だと思いますが。取り分は五分五分で、とは申しません。そうですね。こちらは二〇〇万リィル頂ければ十分に利益が出ますから」

「ふざけるな！」

　予定していた利益の約二十五パーセント。

　とても出せる金額ではない。十分に計画は練ってあるが、まだ『スノウホワイト』を討てると決まったわけではない。損失を受ける可能性がある段階で、二〇〇万は出せない。

「それでは、インセンティブ契約を結ぶというのはどうでしょうか？」

　こちらを見透かすように、青年が言った。

「無条件で二〇〇万というのは、ランサーたちが手を抜く可能性がある。そこで〈白き盾〉のランサーが『スノウホワイト』を討ち取ったときのみ、報酬をいただくというのは？」

「ずいぶん弱気だな。こちらの協力なしに討つ自信が無いと見える」

「〈白き盾〉のギルドマスターは足の引っ張り合いは望んでいません。『スノウホワイト』を討ちたいだけですから」

　青年は言った。もはや、その表情からは何の感情も読み取れなくなっていた。茶色の瞳の奥が、底なし沼のようにどこまでも続いているように見えた。

「ご存ぞん知じのように、当ギルドには『小しよう砲ほう虎こ』アメリア・ショートが在籍しております。十分、そちらのお役に立てるはずです」

　慇いん懃ぎんでありながら、自信に満ちた青年の口振り。

『小砲虎』アメリア・ショート。かつて行政府で名を馳はせた天才。その名前が不吉な呪じゆ文もんのように肩にのし掛かかってくる。

〈大陸会議ペイトリオツツ〉の銃士たちは皆、一流だ。だが、アメリア・ショートが相手となると、不安は拭ぬぐえない。

　カーロフ。

　その名前が頭に浮かび、トマスは渋面を浮かべた。カーロフなら勝てるかもしれない。だが、奴やつは囮おとりとして、北側へと向かわせている。

「取り合ったらいい」

　そのとき、声が聞こえた。

　トマスは、はっと振り返る。部屋のドアが開き、狭せまい入り口を潜くぐるように、巨人族テイターンの男が姿を現した。

「カーロフ！」

　トマスは叫んでいた。動揺を隠すこともできず、たずねていた。

「どうしてここにいる！　お前は北へ向かったはずだろう！」

「俺は囮など、引き受けたつもりはない」

　全すべてを読まれていたことに気付き、トマスは顔を真っ赤にする。

　カーロフは〈白き盾〉の青年を見ながら、言った。

「賞金首を追うのだ。取り合うのが自然の成り行きだろう。協力など、面白くない」

　不ふ遜そんな口調。怒りと不快感がこみあげる。

　しかし、こうなった以上、これは好都合だった。

　アメリアの能力なら把握している。速射や精密砲撃ではアメリアは一流だが、『スノウホワイト』相手の遠距離からの狙そ撃げきならカーロフの相手ではない。精度は互角、しかし大砲の威力、射程ではカーロフはアメリアを圧倒している。しかもこちらは囮を除いても七十名近いランサーが集結しつつある。決して負けはしない。

　トマスは余裕の笑みを浮かべて、踵きびすを返した。

「残念だが、商談とやらもこれで終わりだ」

「話はまだ終わっていません」

「こちらにはない」

　トマスは鼻で笑った。

「〈大陸会議〉とやりあって勝てるつもりでいるのか？　ここには七十名のランサーがやってくる。渡りの範囲が絞れたとはいえ、そちらは一パーティしかない。零れい細さいギルドが、どうやって勝つつもりでいるのだ」

「諦あきらめろとおっしゃるのですか？」

「前にも言ったはずだが？」

　青年は立ち上がり、部屋の窓を開けた。

「では、せっかくここまで運び入れた物資も手放さざるをえません」

　ふらり、トマスは目眩めまいがしたような気がした。

　嫌な予感に押し出されるように、トマスは窓に近寄り、眼下を眺めた。

　村の通り、そこをいくつもの馬車が連なって通過していく。〈大陸会議ペイトリオツツ〉のものではない。御ぎよ者しやをしているのは皆、知らないランサーたちだ。

　まるでパレードのように、トマスに閲えつ兵ぺいさせるように、火を掲げたランサーたちは馬車を進めながら、荷台の覆おおいを取った。

　そこにあったのは山積みになった飼い葉、食料の袋、木箱。

「〈大陸会議〉の手の付いていなかった州東部の集落から買い集めてきた物資です。地元ランサーの力を借りて、何とか十日間でここまで持ってこられました。これだけの量なら、後から追いかけてくる競合ギルドにも十分、行き渡るでしょう」

「な、何？」

「こちらは零細ギルドです。せっかく購入した物資を腐らすわけにはいきません。もし、我々がクエストに参加できないのなら、これらの物資は後からやってくる、横よこ槍やりを狙ねらっているギルドに売却しなければなりません。そうすれば、投資した金額もいくらかは回収できるでしょう。もしかしたら少しは利益が出るかもしれない」

　トマスの足から力が抜け、窓の隣のベッドにへたりこんだ。

　こいつは脅しているのか？　要求を吞のまなければ、〈大陸会議〉の計画を混こん沌とんに放ほうり込むと。

　狩り場の独占。それはこの場所の物資を独占しているからこそ成り立つ。もし、〈白き盾〉が連中にあの物資を引き渡せば、横槍を狙う他ギルドは容赦なく、ヴァルチャーの狩り場に踏み込んでくるだろう。

　一二〇〇万の損失。それが目の前に迫ってきていた。

　さらに声。

「ここまで来たんだ。賞金はこっちが総取りすればいいじゃねーか」

　開いた窓に、豹人族リユンクスの少女が足を掛かけ、カーロフを睨にらみつけていた。

「アメリア。まだ商談の最中だぞ」

「うるせー。あたしは勝つんだ。何の問題もねーだろ」

　アメリアは窓枠に足を掛けたまま、部屋の反対側にいるカーロフを見た。二人はそのまましばらく、無言で睨にらみ合った。

　カーロフは言った。

「どうやら、同じ舞台に立つことは出来たようだな」

「三年前の決着をつけてやる。どっちが上なのか、今回はっきりさせてやる」

「いいだろう。どれだけ腕を上げたか見てやる」

「ほざけ」

　アメリアは鼻で笑う。

　ベッドの傍かたわらに青年が立った。

「さあ、どうしますか？　今、インセンティブを決めることが出来るのは、あなただけだ」

　視線が、テーブルの上に落ちた。そこにある一対の契約書。

　トマスは力なく、テーブルの上のペンに手を伸ばした。






六、白鳥の歌






「これより作戦を開始する！」

　未明、最後のブリーフィングが始まった。

　宿舎の前には篝かがり火びが焚たかれている。その周囲に、夜半までに到着した総勢七十二名のランサーたちが集まり、トマスの声に耳を傾けていた。

「部隊は八個パーティに分かれ、それぞれ八本のルートでヴァルチャーの休息している高原へと侵攻する。この作戦は到達時刻が鍵かぎを握る。現地に橋きよう頭とう堡ほを作る時間はない。それぞれが到達した時刻を見計らい、照明弾の合図とともに、ヴァルチャーの群れに突入する」

　トマスは壁に貼はり出された地図を指さす。それから板壁に、白墨で二重の円を描き、中心に印を書き入れる。

「群れの外縁には屈強な若い個体、中心部には幼体がいる。我々の目的『スノウホワイト』は幼体たちと共に群れの中心部にいる。術士たちが魔術による先制攻撃を加えたのち、突撃班が中心部に侵攻する。雑ざ魚こは深追いしなくていい。目的は銃士、砲ほう兵へいによる『スノウホワイト』への狙そ撃げきを掩えん護ごすることだ。狙撃班を守ることだけを考えろ」

　ヴァルチャーの分厚い防御陣形。

　そこへ数に物を言わせ、楔くさびを打ち込み、混乱を来きたしたところで、狙撃により『スノウホワイト』を討うち取る、それが〈大陸会議ペイトリオツツ〉の作戦だった。

　トマスは視線を横にいるマリールイズたちに向けた。

「討とう伐ばつ隊にはロックフォートのギルド〈白き盾〉が参加する。別段、便宜を図はかってやる必要はない。お前たちは各々、自分の任務を遂すい行こうしろ」

「〈白き盾〉？」

　ランサーの一人がたずねる。ランサーたちの視線が脇にいるレイとマリールイズに注がれた。その疑念にトマスはこたえなかった。

「撤退の合図を見逃すな。『スノウホワイト』を討ち取った後、群れがどうなるかはわからない。くれぐれも注意してくれ。出立は三十分後だ。以上」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべながらも、それぞれ準備に取りかかるランサーたち。トマスが自分の馬車に向かうと、その途中、カーロフが待ち受けていた。

「部下たちに、賞金のことは話さなくていいのか？」

「余計なことだ」

　トマスは憎しみの籠こもった目で、カーロフを睨にらみつけた。

「いいか、必ず、アメリア・ショートよりも先に『スノウホワイト』を仕し留とめろ。それがお前の存在価値なんだからな」

「俺の腕は、二〇〇万程度の価値か」

　カーロフは皮肉な笑みを浮かべた。




　慌あわただしく準備するランサーたち。カーロフはゆったりとした足取りで馬車に戻ると、自らの装備品、『トリケウス』を手に取った。

　自らの身長に匹敵する巨大砲。ケースから取り出し、最後のチェックを行う。

　砲身。機関部。撃鉄。どこにも異常はなかった。

　宿舎の裏手に、〈白き盾〉の連中がいた。

　大おお太だ刀ちを構える巨人族テイターン、静かに瞑めい目もくするエルフ。

　その向こうで、アメリアがカバーに包まれた大砲を抱えていた。

　無む銘めいの一番径。射程、威力ともにトリケウスには劣っている。アメリアの有利な点は、大砲の軽さと連射性能しかない。ヴァルチャーの猛攻の中、それが活いかせるかどうか。

　アメリアは包みから大砲を引き出した。

　カーロフは違和感をおぼえ、そして、目を疑った。

　最初、見かけたときに持っていた大砲だ。先端から剣の伸びた、あの異形の大砲。後方には弾薬装そう塡てんのための機関部さえない。

　先込式、旧式の大砲。その弱点は明らかだ。再装塡に時間が掛かかり過ぎること。

　いくら器用なアメリアだとしても、『スノウホワイト』相手に装塡機構のない大砲で連射はできまい。

　一体、どういうことなのだ。速射を得意とするアメリアが、それに必要な機関部を捨てるとは。他の、まともな大砲が用意できないほど落ちぶれていたのか。

　アメリアが顔を上げた。そして、カーロフの驚きの表情を楽しむように笑う。

　その挑発するような視線の意味を、カーロフは悟った。

『スノウホワイト』ごとき、一発あれば十分だ。




「それでは確認のため、もう一度、説明させていただきます」

　大砲の整備をするアメリアの耳元で、ヴァネッサは言った。

「先込式の利点はエネルギーのロスが少ないということです。薬やつ莢きようを使う後装式にしますと、機関部のため重量は増し、威力も薬莢の強度に左右されます。威力と軽量化を両立させるには先込式にするしかありません」

　聞いているのかいないのか、アメリアの目は砲身に集中したまま動かない。

「アメリアさんのご指示通り、弾頭は先端に魔術皮膜を施ほどこした高速弾、それに十分な加速を与えるために装薬には緩かん燃ねん性せいのものを使用、それを直接砲身に詰め込みました。理論値では、零番径と同等の火力を確保出来ます。そのぶん、発射までの反動は強烈ですので、姿勢制御をしっかりしないと弾たまはあさっての方向にすっ飛んでいってしまいます」

「それくらいわかってる」

「そして、先込式は再装そう塡てんに時間が掛かかるのはご存ぞん知じの通りです。そこで……」

　ヴァネッサは長い筒を取り出した。ちょうど砲身に嵌はめ込こめるサイズだ。

「じゃーん！　わたくしめがリローディングセットを設計しておきましたー！　これを使えば砲身の清掃から装薬、弾頭の設置を一連の作業でできるようになり、多少は連射速度が……」

「いらね。邪魔だろ」

「で、でも！　群れの中で未装塡状態が長引けばアメリアさんが無防備に……」

　アメリアは鋭するどい視線をヴァネッサに向けた。

「てめーは一撃で倒せないようなもん、作って寄よ越こしたのか？　だったら、いらねーぞ」

　ヴァネッサは一瞬、気け圧おされ後ずさったが、出来る限り目つきを鋭くし、言い返した。

「……アメリアさんの狙ねらいが正確なら、百発百中するように仕上がっています」

「言うじゃねーか。じゃあ、百発撃ったら二百発当たるようにしろ」

「そ、それは確率論を超えてますー!?」

　涙目になるヴァネッサ。そこへ、レイがやってくる。

「アメリア、準備はいいか」

「ああ」

　アメリアが頷うなずくと、レイは〈白き盾〉のランサーたちに説明を始めた。

「作戦を確認します。〈白き盾〉と〈大陸会議ペイトリオツツ〉の合同部隊は役割ごとに分かれます。術士を中心とした後方支援班、前衛職を中心にした突撃班、そして、砲ほう兵へい・銃士による『スノウホワイト』狙そ撃げき班です。ソフィ、あなたは後方支援班に参加。魔術による掩えん護ごをお願いします」

「わかりました」

　頷くソフィ。レイはユージンに向き直る。

「俺とユージンは突撃班に。狙撃班にいるアメリアを護衛しながら、射程距離内まで接近します」

「承知した」

「建前上、アメリアは突撃班に守られることになっています。ですが、賞金支払いに関するインセンティブにより、おそらく〈大陸会議〉からの掩護は期待できません。アメリアを守れるのは〈白き盾〉のランサーだけです」

　マリールイズが表情を変えたのがわかった。不安を押し殺そうとして、それでも顔に出てしまっている。

「アメリアは必ず、守ります」

「あたしの相手は『スノウホワイト』だ。お前の面倒は見れねーからな」

「わかってる」

「拙せつ者しやも、盾が必要になるやもしれぬ。ヴァルチャーはどこから襲ってくるかわからぬでござるから。頼りにしているでござるよ」

「任せてください」

　それぞれが、出立の準備を始めた。マリールイズは不安そうにレイの支度を眺めていた。

「レイ、気をつけて」

　レイは頷いた。







　薄うす闇やみの中に、レイたちは潜ひそんでいた。

　ヴァルチャーを待ち受ける、約七十名のランサー。七十対千の戦い、見ようによっては、四人対七十人の戦いだ。

　決戦の地。

　ここで『スノウホワイト』を討うち取れなければ、奴やつは南方の海を越えて、どこかに去って行く。そして、季節が巡めぐれば、再びこのニュー・ハイランドを支配するのだ。

　夜が明けた。白い陽ひが、山々を染める。

　その瞬間、目の前に現れたのは真っ黒に染まった地面だった。千頭を超えるヴァルチャーが目の前の高原を覆おおい尽くしていた。どの個体も人間一人くらいたやすく屠ほふることのできる凶暴な魔獣。それがいきなり目の前に現れていた。

　浮ついた感覚。

　そのときを待ち受けていたはずなのに、目の前の光景に信じられないような気持ちに陥おちいる。

　あまりの静けさに、レイは我に返る。

　ランサーたちは、猟りよう犬けんのように、己の得物を手に、敵を待ち受けていた。

　トマスたちの現場での統率は見事なものだった。

　自分のやるべきことをはっきりと理解しているランサーたち。息を殺し、その時が来るのを待つ。

　眠っていたようなヴァルチャーたちが、陽ひの光を浴び、ざわざわと動き始める。

　トマスが手を挙げる。

　狭せまい空間で術士たちの詠えい唱しようが始まった。

　それは集中をかき乱すこともなく、低く、唸うなる。

「撃て！」

　トマスが手を振り下ろす。

　銃士の一人が頭上へ向け、弾丸を発射した。平原の上空に照明弾が炸さく裂れつした。

　その瞬間、あらゆる茂みから、魔術が放たれた。

「『伽が藍らん鳥ちよう』」

　ソフィの魔術が朝の空気を貫いた。

　紅あかい炎が、高原を走り、今だ微睡まどろみの中にあるヴァルチャーたちに突き刺さった。

　赤い火。そして、轟ごう音おんが高原を揺らした。

　合唱のように、次々と術士たちが呪じゆ文もんを完成させた。

　火、水、氷、風、雷。

　術士たちの生み出した力が、容赦なくヴァルチャーの群れに注ぎ込み、存分に破壊の限りを尽くす。

　ヴァルチャーたちが一斉に翼を広げた。

　死体に群がる蝿はえが飛び立つように、白い空に、黒い影が舞い上がっていく。無数の翼が空気を叩たたく音が、高原に渦巻く。

　ヴァルチャーは一瞬、混乱をきたしたかのように見えた。

　しかし、群れはすぐさま態勢を立て直す。いち早く飛び立ったヴァルチャーたちが旋回、ランサーたちに向けて襲いかかってきた。

「突撃せよ！」

　トマスの号令とともに、前衛のランサーたちは偽装を投げ捨て、高原を駆け出した。

「参るぞ！」

　ユージンの巨体が高原に躍り出る。レイは盾を手に、草むらから飛び出した。

「アメリア、離れるなよ！」

「誰に指図してんだ！」

　大砲を抱えながら、アメリアはあっという間にレイの横を追い越していった。

　アメリアの大砲は一発しか撃てない。何としても、俺が守り切らなければならない。

　駆け出したレイたちの頭上をソフィの魔術が掠かすめていった。巨大な火の鳥はレイたちの進路を確保するように、ヴァルチャーを灼やきながら戦場を飛ぶ。彼女の加護に、心の中で感謝の言葉を贈り、レイは前線に飛び込んでいった。

　突撃班が群れに食い込んでいく。

　同時に、未いまだ飛び立てない幼体たちを守ろうと、成体のヴァルチャーが降下してくる。

　槍やりに打ち抜かれる個体。防護盾に激突し、そのまま地面を転がる個体。戦線の背後に狙ねらいを定めた個体は、不用意に近づいたところを後方からの援護射撃によって打ち落とされる。

　砲ほう兵へい、銃士たちが渡りの中核を射程に収められるように、突撃班はヴァルチャーの防御網を懸命に突き崩していく。

　混乱に陥おちいったヴァルチャーの群れ。この数ではもはや、本能に従った動きしかできない。それは密集し、多少の犠牲を払ってでも、大部分を生き残らせることだった。

　群れの中心の幼体たちがふらふらと飛び立ち、ひたすらに南の空へと向かっていく。

　金属音。飛ひ翔しよう音。翼が空気を叩たたく音。それが空のいたるところから聞こえてきた。

　緑と朝あさ靄もやの中、ユージンは恐ろしいほどの足運びで、高地を突き進んでいく。

　ユージンの刀術は受けには向かない。目に見える敵を、ただ、ひたすらに斬きり捨てていく。

「ぬぅん！」

　ユージンの巨体が宙を舞い、大おお太だ刀ちを振り抜く。

　ヴァルチャーを狙い撃っているのか、それとも剣を振るう先にヴァルチャーがいるのか。ユージンが大太刀を振るうたびに、ヴァルチャーは血と肉塊と被毛とになって、地面に墜おちていった。

　アメリアは、ユージンの刀術とヴァルチャーの遺い骸がいに巻きこまれないように、軽やかに追走していく。レイは防護盾を担ぎながら、懸命に後を追い、アメリアの側面と後方をカバーする。

　ユージンの防空網を逃れ、側面からヴァルチャーが飛び込んでくる。

「でっやあぁ！」

　レイはアメリアの前に出て、盾の陰から剣を突き出した。

　レイの剣はヴァルチャーを捉とらえた。同時に、右腕に強い衝撃。降下してきたヴァルチャーの勢いに、剣は遺い骸がいに突き刺さったまま、どこかへ飛んでいった。

　直後、さらなる一体が視界に飛び込んできた。

　無理だ。

　その言葉が脳裏を過よぎる。

　避さけなければ危ない。だが、後ろにいるのは無防備なアメリアだ。

　その瞬間、脳裏にさらなる言葉が浮かんだ。

　俺はランサーになるために、本物の騎士になるためにここに来たんだ。

　誰にも頼れない世界。自分の力だけが頼りの世界。

　そうじゃない。

　誰かに頼りにされなければ、ここに居る意味がない。ここはそういう世界なんだ。

　体中の血が、燃えさかるように熱を帯びた。

「お前は！」

　レイは叫んだ。

「通すか！」

　腕を伸ばし、ヴァルチャーの喉のどに摑つかみかかる。

　その勢いはとても止められない。だが、レイは自ら後ろに倒れ込むように、自身の全体重を掛かけ、ヴァルチャーを地面に引きずり込んだ。

　ヴァルチャーはバランスを崩し、地面に翼を打ちつける。レイとヴァルチャーはそのまま地面を転がった。

　気がつくと、目の前にヴァルチャーの巨大な口があった。

　レイはヴァルチャーの下敷きとなっていた。捕食される直前のように、体を脚で押さえつけられ、鋭するどい嘴くちばしが向けられていた。

　何も考えられなかった。

　大きく広がる顎あご。

　レイはそこへ、全力で拳こぶしを突き出した。

　あまりにも軽い感触。腕はヴァルチャーの顎を打ち抜いた。骨が潰つぶれるような感触があり、ヴァルチャーは倒れた。

　レイは絶叫しながら、ヴァルチャーの下から抜け出す。見ると、ヴァルチャーの嘴が途中でねじ曲がっていた。その個体は、あっけなく絶命していた。

　全身が震えていた。

　そこは戦場だった。レイが今くぐった死線も、ここでは何百とある戦いの一つだった。

　そこに称賛はない。皆、己の役割を果たすために精一杯なのだ。

　レイはヴァルチャーに刺さったままの剣を見つけた。遺骸から剣を引き抜き、握り直す。ユージンとアメリアはすでに先に進んでいる。

　ふっ！　と息を吹き出す。

　レイは、彼らに追いつくため、次の戦場へ向けて駆け出した。




　戦闘開始から十分が経過した。

　ランサーたちの隊列も混乱をきたしはじめていた。

　後方からの距離も離れ、掩えん護ご射撃も届かなくなる。前衛の戦列も崩れ、徐々に乱戦模様と化していく。

　混乱の中、前衛の網を抜け、銃士の一人がヴァルチャーに摑つかまった。その翼を、

「おおっ！」

　トマスの大剣が一撃の下に斬きり飛ばした。地面に墜落したヴァルチャーにさらなる一撃をもってとどめを刺した。トマスは次の敵襲に備えながら、指示を飛ばした。

「伏ふせていろ！　お互い距離を離すな！」

　傷を庇かばいながら、必死に伏せる銃士。

　ここまで来ては、護衛を付けて負傷者を下げることはできない。密集し、守ってやることくらいしかできまい。

「進め！　中核を逃がすな！」

　トマスは檄げきを飛ばす。

　渡りの中に目を凝らした。

　白い空を背景に、無数の黒い翼が舞っているだけだ。遠目に限界のあるヒューマンでは、とてもではないが、『スノウホワイト』を見つけることはできない。

　まだ、見つからないのか。まだ、現れないのか。

　周囲に動揺を見せないため、トマスはただ、剣を振るい続けた。

「いたぞ！　奴やつだ！　十一時十一時！」

　それは福音のように戦場に響いた。

　獣人の銃士が、指を指しながら、絶叫する。

　周囲の目が一斉にそちらに向かった。

　純白の羽毛。

　伝説となった魔獣、『スノウホワイト』。それが悠々と、目の前を舞っていた。

「進め！」

　トマスは号令を発した。




　カーロフは突撃班に守られながら、さらに前進する。

　機関部を開放、排はい莢きようし、長距離用の高速弾を装そう塡てんする。弾丸の先端に魔術文字を刻んだ被甲を施ほどこし、空気を切り裂きながら目標に襲いかかる特別製の砲弾だった。

　渡りに狙ねらいを定め、カーロフは砲弾を発射した。

　超音速の弾丸が、大気を轟ごう音おんで揺るがせる。

　弾丸は、南の空へ向かっていた個体を容赦なく撃ち抜いた。

　まだ動きの鈍にぶい、幼体だった。

　渡りの中核にいる、幼体たち。そこに向けカーロフはさらに照準を合わせた。弾倉を操作し、広範囲に破壊を撒まき散ちらす榴りゆう散さん弾だんをセットする。そして、カーロフは容赦なく弾丸を撃ち込んだ。

　さあ、出てこい。

　これがお前の弱みのはずだ。

　群れを繁栄させる、それを望んだのはお前の本能だ。この巨大な群れは、お前の存在意義であり、お前そのものなのだ。

　白い影が、空に現れた。

　前方、幼体の群れを守るように、『スノウホワイト』が舞っていた。

　初めて見るその姿を、カーロフは既視感と共に受け入れていた。自分の目の前に現れることも、自分に討うたれることも、必然であったかのように思えた。

『スノウホワイト』は数体のヴァルチャーを従え、こちらへと降下してくる。

　そのうちの一体が突撃班の頭上を突破し、カーロフを目がけ突っ込んできた。

　今、弾倉にあるのは『スノウホワイト』用の高速弾だ。

　撃つわけにはいかない。

　撃つまでもない。

　カーロフは無造作にトリケウスを振るい、砲身でヴァルチャーを殴りつけた。

　重厚な大砲は、それ自身、強力な鈍器となり、ヴァルチャーの首の骨を打ち砕く。

　ヴァルチャーの遺い骸がいを脇に放ほうり投げたとき、視界が開け、前方で『スノウホワイト』がその姿を晒さらしているのが見えた。

　射程距離内。カーロフは狙いを定めた。

　わずかな逡しゆん巡じゆんもなかった。照準が『スノウホワイト』を捉とらえた瞬間、カーロフはトリガーを引いた。雷管が爆はぜる。零番径カートリッジの強力な反動が体を震わせる。

　放たれた高速弾。それは空を切り裂き飛ひ翔しようし──。

『スノウホワイト』を掠かすめ、空へと消えていった。

　外した。カーロフの全身を、正体不明の違和感が包んでいた。発射した瞬間に覚えた違和感。その正体に気付き、カーロフは、はっと手元を見た。

　黒い被毛が、機関部に絡みついていた。

　ヴァルチャーの羽根は、呪のろいのように、トリケウスの機関部に纏まとわり付き、雷管の爆発タイミングを、わずかにだが遅らせたのだ。

　カーロフは呆ほうけたように空を見上げた。

『スノウホワイト』は嘲あざ笑わらうように空を舞っていた。




　ユージンはヴァルチャーを斬きり落とす。

　その先に、白い点を捉とらえているのだが、なかなか近づくことができない。

　アメリアの射程は心得ている。多少、火力を上げたと言っても、ここからでは届かないだろう。

　そう思った瞬間、ユージンの脇を抜け、小さな影が走った。

　アメリアは近くにあった岩の上に飛び乗り、大砲のカバーを剝はがした。

「ユージン、三十秒稼げ！」

「何と？」

　ユージンが聞き返したとき、アメリアはすでに話を聞いていなかった。

　自分の世界に没入している。自分と『スノウホワイト』だけの。

　なんとまあ。こちらが返事もしていないというのに。

　呆あきれるユージンの頭上から、ヴァルチャーが突撃してくる。

「秘剣、燕つばめ返がえし」

　振り向き様、ユージンは大おお太だ刀ちを振るった。ヴァルチャーは立ちどころに斬り落とされ、足元に落下した。しかし、後続のヴァルチャーは次々と降下を開始する。

　本来、受けに回るのはユージンの得意とするところではない。だが。

　仕方あるまい。

　これもサムライの役目というところか。




　アメリアは岩の上に右膝ひざをつき、左脚を伸ばした。

　砲を腰と脇で抱え、制御する。

　腰の容器から雷管を抜き出し、撃鉄の下にセットした。

　そして、遥はるか彼方かなたに見える、白い点に意識を集中する。

　世界から音が消える。

　砲身を向けた。

　先端から、見えない線が伸びる。そのイメージははっきりと数秒先の未来を捉えている。

　キャノンブレードの剣先のように。

　……いや、こんなものと一緒にするな。これはただの欠けつ陥かん兵器だ。

　カーロフ。奴やつには、あのときのあたしはこの大砲のように見えたのだろう。

　何もかもをやろうとして、何もできなくなった、この哀れな大砲。あたしは天才だった分、まだ誤ご魔ま化かしが効いた。それでも限界は来た。

　……だから、この欠けつ陥かん兵器のことは考えるんじゃない。こんなものから人生を教わるなんて、格好悪くて誰にも言えやしないじゃないか。

　ヴァルチャーの一体がこちらへと突っ込んできた。

　アメリアは確信を持ってそれを見逃す。

　それは、アメリアのこめかみを掠かすめ、ぎりぎりのところを逸それていった。いや、当たったのか？　どっちでもいい。大砲と、撃鉄を落とすための指さえあればいい。

『スノウホワイト』は群れの前面を飛び回り、幼体の盾となっていた。

　立派だよ、お前は。アメリアは思った。

　あたしはお前らに襲われたわけでもないし、お前が人里を襲っているところを見たこともない。ヴァネッサの恨みや怒りなんて、はっきりいってわからない。

　アメリアの中にあったのは、『スノウホワイト』に対する敬意のようなものだった。

〈大陸会議ペイトリオツツ〉、そしてカーロフは幼体を狙ねらい、お前を釣り出した。

　見ようによっては汚い行為だが、アメリアは責めるつもりはなかった。

　考えがまとまらない。

　結局のところ、あたしたちは誰かが決めたルールに則のつとってやり合うしかないということだ。それが神さまなのか王さまなのかランサーの偉いさんなのかも、アメリアは知らないし、知ったことではない。

　いろいろと考えることはあったが、最後はあたしは撃たなければならない。

　悪いな、『スノウホワイト』。

　お前にもいろいろあるんだろう。

　だがな、こっちにもいろいろあるんだよ。

「じゃーな」

　アメリアは撃鉄を落とした。

　雷管が炸さく裂れつし、伝火孔を通り、着火。

　緩かん燃ねん性せいの、ゆっくりとした、腹に響くような衝撃。

　暴れ始める砲身。その間にも、アメリアは全身の力を込め、照準をずらさぬよう砲を制御し続ける。

　豹人族リユンクスの目が、耳が、肌が、『スノウホワイト』の軌跡を捉とらえ続ける。

　暴れる砲身。手がハンドルから引ひき剝はがされそうになる。足元の岩が膝ひざに食い込んでくる。砲身がアメリアの支配を拒み、苦しむように、頭を振り乱す。

　それは最後の最後で、アメリアに屈服した。本来、重量バランスを崩すお荷物でしかなかったブレード。砲の先端に掛かかったその重量が、すんでのところで、砲身が目標から外れるのを防いだ。












　砲身から弾丸が放たれた。

　その瞬間、アメリアは確信した。アメリアの血に宿る、何千年も培つちかわれてきた狩猟本能が、完全に砲を制御した瞬間だった。

　朝日に染まった空。

　そこに、白い羽根が散った。




　戦闘は、いつの間にか終わっていた。

　レイが剣を振るっているうちに、やがて襲撃は散発になり、そして、間が空いたと思ったら、群れはすでに南の空にあった。

　気がつくと、右手が痛み出した。額の汗を拭ぬぐうと、血が付いているのが見えた。いつやられたのか、全く気付かなかった。

　群れはこちらを顧かえりみることなく、仲間たちの遺い骸がいを残し、空へと消えていった。

　朝あさ靄もやが消えていた。広い草原に朝日が降り注いでいた。

　草の緑と血の赤。ランサーのお互いを確認する声、怪け我が人にんの呻うめき声ごえ、とどめを刺されそこなったヴァルチャーが、どこかで悲しげに仲間たちを呼んでいた。

　レイは我に返った。

「ユージン！　アメリア！」

　撤退の準備を始めている〈大陸会議ペイトリオツツ〉のランサー、その中をレイは彷徨さまよい歩く。

　記憶がおぼつかない。途中までは確かにアメリアたちと一緒にいたはずなのに。

「にゃ」

　背後から、足を蹴けられた。レイは振り返る。

「てめー、どこ行ってんだ」

　ユージンを伴い、アメリアが戻ってきていた。ユージンが何かを無造作に引きずっている。右手を上げると、白い羽毛のヴァルチャーが、脱力しきった姿を見せた。レイは笑った。

「お見事」

「まーな」

　アメリアは立てた大砲に寄り添い、得意気に左手を腰にやった。






終章






　ロックフォート、いつもの酒場。

「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております！」

　最後の客を送り出し、マリールイズは戸口のランプを下げ、戸締まりを始めた。

　と同時に、二階からランサーたちが何食わぬ顔で酒場に現れ、いつもの席に座った。

　マリールイズは、ちらりと彼らを一瞥すると、何も気付かなかったかのように二階へと上がっていく。

　ドアが閉まる音。ばたばたと床の鳴る音。

　そして数分後、マリールイズはいつもの軽装歩兵姿で降りてくると、ランサーたちのテーブルの前で、こほんと咳せき払ばらいをした。

「えー、それでは……今回の報酬をお支払いいたしまーす！」

「「いえーい！」」

　諸もろ手てを挙げ、歓声を上げるアメリアとユージン。表情は変えないまま、小さく拍手をするソフィ。マリールイズは得意気に人差し指を立てた。

「皆さんの活躍により、今回のクエストはめずらしく、大黒字となりました！」

「本当はめずらしくては困るんですが」

　マリールイズの隣に立つレイの言葉を無視して、彼女は続けた。

「ですので、今回の報酬は大増量となっておりまーす！」

「にゃーん！　敏腕ギルドマスター大好き！」

「もう、アメリアったらしょうがないですねえ」

　調子よく抱きつくアメリアに、まんざらでもない様子でマリールイズが言った。

「ではでは、報酬を……」

「と、その前に、今回の経費についてご報告したいことがあります」

　レイが口を挟む。ランサーたちは一様に苦虫を嚙かみつぶしたような表情を浮かべた。

「先ほど、収支の計算が終了しました。結論から言うと、今回、俺が提示したインセンティブ契約はその目的を達することができませんでした。クエスト途中からは普段の装備品を使ってしまい経費削減にはなりませんでしたし、スライムとの戦闘も本来であれば〈大陸会議ペイトリオツツ〉から費用請求があってもおかしくない事案でした」

　筆記板を片手に淡々と報告するレイに、ランサーたちの表情は一層、険けわしくなる。

「にゃんだよ、ギルドマスターがボーナス大増額だって言ってんだぞ。減額だの抜かしたら砲身に詰めて吹っ飛ばすぞ」

「ですが」

　レイは、アメリアの言葉を遮さえぎった。

「計算してみたところ、『スノウホワイト』戦の経費は想定していたより、ずっと少なかったことがわかりました」

「「「は？」」」

　ランサーたちは呆ほうけたような表情になる。

「アメリアが一発しか使わなかったから、と最初はそう思っていたんですが、ユージンのカタナのメンテナンス費用とソフィのエーテル使用量も普段より一割程度、少なかったんです。あの激戦、あの戦闘時間でこれは異常です。おそらくですが、みなさんは無意識のうちに無駄を省いていたんだと思われます」

　レイの提案したインセンティブ契約。それは機能しなかった。

　今回も経費削減は失敗。暗澹たる気持ちで収支を計算をしてみたところ、『スノウホワイト』戦での消耗品の使用は、通常の戦闘よりも少ないくらいだったのだ。

　アメリアの弾数は理由の一つに過ぎない。それだけではソフィとユージンの経費削減の説明がつかない。

　アメリアは『スノウホワイト』を討うち取るために、カーロフに打ち勝つために、あえて先込式のキャノンブレードを選択した。ソフィとユージンはそれに応えるため、最高の技術と集中力でアメリアを掩えん護ごすることに専念した。一流のランサーが制限ある中でそれぞれの役割を全うしようとした結果、無駄な攻撃は極限まで削ぎ落とされ、経費削減に繫つながった。レイはそう結論づけた。

　血を沸わき立たせる達成困難なクエスト。それが結局、彼らにとって最高のインセンティブとなった。一流ランサーの矜持に勝るものなどなかったのだ。

「……まあ、それだけ普段の浪費が激しいということなのですが。それはともかく、皆さんのチームワークにより、経費削減に一定の効果が見られました。気持ち程度ではありますが、そのぶん、報酬は増額してあります」

　レイが報告を終えると、三人は勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「回りくどい言い方してんじゃねーよ、守しゆ銭せん奴ど」

「まあ、殊勝な心こころ掛がけだと思いますよ、守銭奴」

「うむ、見直したでござるよ、守銭奴殿」

「この……！」

「さあさあ、お話はこれくらいにして！」

　反論しようとしたレイに紙袋の乗ったトレイを押しつけ、マリールイズは踊るような足取りで前に出た。

　クエスト後の、いつもの儀式が始まった。

　マリールイズは労いの言葉を掛けながら、ランサーたちに紙幣の入った紙袋を渡していく。静かに微笑を浮かべながら報酬を受け取るソフィ。一礼をして、厳かな仕草で受け取るユージン。素そっ気けなく、だが、尻尾しつぽを機嫌良く揺らして、それを受け取るアメリア。

「それから、レイ。兵へい站たんの苦労をよく担ってくれました。ご苦労様でした」

「ありがとうございます。ギルドマスター」

　レイは紙幣の入った袋を受け取った。ずしりと重い。彼女から報酬を受け取るたびに、罪悪感のような気分が胸に満ちる。俺は、これに見合う働きが出来たのだろうか。

　報酬を配り終えると、マリールイズはぱっと笑みを浮かべ、

「さて、今晩はさらにご報告があるんです。オーナーシェフ」

　ドワーフの店主は何も言わず、皿をカウンターに置いていった。

　マリールイズはそれらをトレイに乗せ、ランサーたちのいるテーブルに並べていった。

「さあ、これはギルドからの奢おごりです！　みなさん、たくさん食べてくださいね！」

「ご馳ち走そうでござる！」

「にゃー！　どーしたんだよ。これ！」

　目を輝かせるアメリアとユージン。マリールイズはさらに、

「ソフィにはこれを」

「これは……」

　エーテルの入った、デキャンタを置いた。レイは言った。

「みなさんにはご尽力いただきましたので、ほんの気持ちです」

「にゃんだお前ら。気が利くじゃねーか」

　さっそく料理にかぶりついているアメリアが満面の笑みで言った。

「ま、今回も苦労したしな。これくらいはやってもらわねーと」

　上機嫌のアメリア。ユージンが腕組みをしながら、苦笑した。

「どうやら、すっかり元気になったようでござるな」

「帰ってきたときは、あれほどふさぎ込んでいたというのに」

　エーテルを注つぎながら、ソフィが言った。





　　　　◆






「おかえりなさい！」

　高原からの討とう伐ばつ隊が通りに現れると、宿舎からマリールイズとヴァネッサが飛び出してきた。

「レイ！」

「我々は軽傷です。〈大陸会議ペイトリオツツ〉に重傷者がいます。その人たちを」

「寝台を作ってあります！　そちらへ」

　マリールイズが声を上げ、キャンプに待機していた〈大陸会議〉のランサーたちが、馬屋に怪け我が人にんを運び込んでいく。

「みんなは？」

　ゆっくりと、〈白き盾〉のランサーたちが戻ってくる。

　アメリアの頭部に巻かれた包帯、そしてこめかみに滲にじんだ血を見て、マリールイズは血相を変えた。

「アメリア！　大丈夫ですか！」

「歩いてんのが見えねーのか？」

　駆け寄ろうとしたマリールイズの脇を小さな影が追い越していった。

「アメリアさん！」

　ヴァネッサはアメリアに飛びついた。

「ご無事で何よりでした！」

「……当たり前だろ」

　アメリアの顔を見上げるヴァネッサ。そのとき、ヴァネッサはアメリアの額に滲んだ血を見つけ、青ざめた。

「きゃー！　血が！」

「うるせー、こんなの何でも……」

「きゃー！　きゃー！　無む茶ちやはしないって言ったじゃないですか……！　早く！　早く！　早く治療を！」

「にゃー！」

「いたー!?」

　頭を引っぱたかれ、ヴァネッサは涙目になった。

「こっちは戦闘で疲れてるんだ！　いちいち騒さわぐんじゃねー！」

「だってー！」

　いいながら、アメリアから離れようとしないヴァネッサ。アメリアは煩わしそうにしながらも、その手を振りほどこうとはしなかった。

「〈白き盾〉」

　カーロフが現れた。屈強な巨人族テイターンといえど、戦闘の後ではくたびれているようだった。灰色の髪は乱れ、体は草や露つゆで汚れていた。トリケウス、あの巨大な砲身は途中から歪ゆがんでいた。

　ヴァネッサに抱きしめられながら、アメリアはカーロフに言った。

「あたしの勝ちだな」

　アメリアは鼻で笑った。

「あたしは砲ほう兵へいだ。あたしは間違ってなんかなかった」

　カーロフは厳いかつい顔を歪め、笑った。

「いや、俺の言うことが正しかった」

「何でそういう結論になるんだよ」

「お前は変わったんだよ」

　カーロフは、そう言った。

「どうして先込式を使ったんだ」

「お前に勝つためには威力を上げるしかなかったからだ」

「違う。一発撃てば無防備になる先込式を使ったということは、それはお前が他人に頼ることを覚えたということだ」

「何？」

「以前のお前なら、誰も頼ろうとしなかっただろう。速射と精密射撃、それを追求していたお前は他人を拒み、自分の中だけで完結しようとしていた。だが、今回は違う。お前は自分の命を仲間に、そして、仲間の作った砲に託した。仲間を信用したからだろう？」

「勘違いすんじゃねー！　誰が……」

「何と言おうと、お前は変わった」

　カーロフは手を伸ばし、アメリアの頭をごしごしと撫なでた。それから、マリールイズに言った。

「〈白き盾〉のギルドマスター。こいつの世話は苦労すると思うが、よろしく頼む」

　マリールイズは、ぱっと笑みを浮かべた。

「お任せください！」

「何を勝手に話進めてんだ！」

　アメリアが叫んだ。





　　　　◆






「本当は寂しいんじゃありませんか？」

　アメリアのカップにミルクを注つぎながら、マリールイズは言った。

　もぐもぐ、肉を頰ほお張ばりながらアメリアが素そっ気けなく言う。

「何がだよ」

「ヴァネッサさんですよ。今回のクエストですっかり仲良くなっていたから」

「……そんなわけねーだろ」

　別れはもう一つあった。

　クエストの後、ヴァネッサは行政府へと帰っていった。

　彼女の目的は『スノウホワイト』を倒して終わりではない。これからニュー・ハイランドに産業を招き入れ、活気を取り戻さなければならないのだ。

「ニュー・ハイランド復興のためには、まだまだやらなければならないことがあります。お名残惜しいのですが、わたしくめはここで失礼させていただきます」

　別れのとき、彼女は銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥で瞳ひとみを潤うるませ、しかし、小さな体に、新しい未来を創り上げようとする活力を溢あふれさせながら、そう言った。

　マリールイズの言葉に、アメリアはそっぽを向いた。

「……あんな奴やつ、金さえもらえれば用はねーよ」

「そんなこと言って。ヴァネッサさんの大砲の整備、あんなに気に入っていたじゃないですか」

「ポンコツ、ふざけたこと言ってると、砲身に詰めて吹っ飛ばすぞ」

　睨にらむアメリア。マリールイズは微笑ほほえみながら、もう一度、言った。

「本当は寂しいですよね？　できればヴァネッサさんにずっと大砲の整備をしてもらいたいですよね？」

「だから……」

　言いかけて、アメリアは黙った。嫌な予感。リュンクスの第六感。

「……お前、何、隠してんだ？」

「…………」

　目を逸そらすマリールイズ。レイを見ると、彼もまた視線を逸らしていた。そこへ、

「アメリアさーん！」

　小型の何かが、裏口から現れ、アメリアの体に飛びついてきた。

「アメリアさんご無ぶ沙さ汰たしておりますー！」

「にゃ!?」

　ヴァネッサに抱きつかれながら、アメリアは目を点にした。

「おめー、行政府に帰ったんじゃねーのかよ！」

「ええ、一度、行政府に戻り、ロックフォート支店を作る準備をしていたのです。ニュー・ハイランド復興のためにも、ここでファブリカ・ストラーリの名を広めなくてはなりませんからね！」

　ヴァネッサは得意気に眼鏡のブリッジを上げた。

　レイが筆記板を手に、言った。

「ヴァネッサさんはこれからも〈白き盾〉のスポンサーを続けてくださることになっているんだ。よかったな」

「よくねー！　大体、お前、親父おやじが破産したとか言ってたじゃねーか！　そんな金ねーだろ！」

「わたくしめのお父様は破産などしておりませんよ」

「は？　だって武器職人廃業したんだろ！」

「ああ、それでしたか。実はお父様は職人の割にやり手でして。ニュー・ハイランドが落ち目になる前に工房の経営権は売り払う、職人たちは行政府の企業に高給で雇やとわせる、それで今は夫婦仲良く楽らく隠いん居きよをしているとんでもない人なのですよ」

　ヴァネッサは、やれやれとかぶりを振った。

「そんなことより、ご注文いただいていた大砲を見てくださいませ！　わたくしめ、腕によりをかけてアメリアさんの大砲を改良したのですよ！」

「にゃ！　いつもの銃砲店に預けたんじゃねーのかよ！」

　アメリアが叫ぶ。レイとマリールイズは視線を外した。

「だ、だって、ヴァネッサさんは格安で引き受けてくださるというから……」

「それに、この料理だって、ヴァネッサさんのご厚意で提供していただいてるんだ。文句を言うんじゃない」

　ぱたぱたとヴァネッサが白い布を掛かけたカートを押しながらやってきた。

「アメリアさんのお好みに合わせ、ちゃんと『威力を上げ』つつ、『連射可能』なように大砲を改造しました！　ご覧ください！」

　ヴァネッサは布を捲めくった。

「ファブリカ・ストラーリ製、三連砲身大砲、通称『トリオ・ザ・キャノン』ですー！」

「にゃ……」












　アメリアはあんぐりと口を開けた。

　そこにあったのはアメリアの大砲の砲身に、先込式の大砲をさらに二本、無む理り矢や理りに溶接したものだった。

　ヴァネッサは胸を反らし、銀ぎん縁ぶち眼鏡のブリッジを上げた。

「ふっふっふ、驚かれたようですね。『トリオ・ザ・キャノン』は世界初の先込式連発砲。わたくしめの溶接技術をもってすれば通常の大砲をこのような形にするなど朝飯前なのですよ！」

「…………」

　変わり果てた愛砲に、アメリアは硬直する。そんな彼女にヴァネッサはにっこりと微笑ほほえみ掛けた。

「これからも、アメリアさんの大砲の整備はわたくしめにお任せください！」

「いい加減、何でもかんでもくっつけるのはやめろー！」

「いたー!?」

　夜の酒場に、アメリアとヴァネッサの悲鳴が上がった。






あとがき






　前巻で新大陸への第一歩を踏み出したレイ・ブラウン。

　魔獣とは一体、いかなる存在なのか。

　そして、ヴァイスシルトの一族に隠された魔ま眼がんの真実とは。

　そういった謎を気にする余裕もなく、今日もギルドの経費削減に奔走する運営職のレイくん。そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように、剛腕すぎる細腕繁盛記のマリールイズさんはスポンサーさん獲得のため密ひそかに動き始めていた……。

　といった内容の『ギルド〈白き盾〉の夜明譚オーバード』第二巻です。続編ではありますが、はじめての方でもお楽しみいただける内容となっております。魔眼の秘密とか一切、明らかになりません。安心です。




　ご無ぶ沙さ汰たしております。方かた波ば見み咲さくと申します。

　関係者の皆様にご迷惑をお掛かけしながら、何とか第二巻を上梓させていただくことができました。これも皆様のご愛顧あってのこと、ありがとうございます。




　さて、二巻のあとがきです。

　今回、もう一人の主人公となった大砲にゃんこのアメリアさん。彼女を描くにあたり、私には一つのテーマがありました。

　それは「ネコカワ」。「猫かわいい」女の子にしたかったのです。

　気まぐれで、わがままで、それでいて人の心を摑つかんで離さない。そんな風に描けたら。

　作業中、猫動画を見ていたのはそのためです。決して、逃避していたわけではありません。必要な行為だったんです。




　最後になりましたが、皆様に謝辞を。

　担当様、優柔不断が爆発してしまった私を辛抱強くご指導くださり、ありがとうございました。作業が遅くなりましたのは猫動画のせいではありません。

　イラストを担当してくださった白しら井い様。本文が右往左往してしまい、申し訳ありませんでした。そして、最高に「猫かわいい」アメリアのイラスト、ありがとうございました。

　編集部の皆様、この本にお力を貸してくださった皆様、ありがとうございました。

　そして、お手に取ってくださった皆様。

　ありがとうございます。またお目にかかれたら幸いに存じます。
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